
令和８年７月 14 日開催部会 

クロラントラニリプロール

今般の残留基準の検討については、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく適用拡

大申請に伴う基準値設定依頼が農林水産省からなされたことなどから、農薬・動物用医薬

品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

なお、本報告では、今般提出された作物残留試験成績に基づき、先般の審議からの変更

点をとりまとめる。 

１．概要 

（１）品目名：クロラントラニリプロール[ Chlorantraniliprole (ISO) ]

（２）分 類（用途）：農薬（殺虫剤）

（３）化学名、CAS番号、構造式及び物性：変更なし（添付資料参照）

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内及び海外における適用の範囲及び使用方法は、別紙1のとおり。なお、今般

の基準値設定依頼に係る新たな適用の範囲及び使用方法は網掛けとしている。 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験

植物代謝試験が、水稲、りんご、レタス、トマト及び綿で実施されており、可食部で

の主要残留物は親化合物で、10%TRR注）以上認められた代謝物はなかった。 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

（２）家畜代謝試験

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、産卵鶏の筋肉以外の組織並

びに乳及び卵で親化合物の残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝

物は、代謝物C（産卵鶏の卵黄）、代謝物D（泌乳山羊の乳）、代謝物E（産卵鶏の卵黄）、

代謝物G（泌乳山羊の乳）及び代謝物N（産卵鶏の卵白）であった。 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

C IN-H2H20 

3-ブロモ-N-{4-クロロ-2-[(ヒドロキシメチル)カルバモイル]-6-メ

チルフェニル}-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-カ

ルボキシアミド

D IN-HXH44 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-(メチルカルバモイ

ル)フェニル]-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-カル

ボキシアミド

E IN-K7H29 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-イ

ル]-6-クロロ-8-(ヒドロキシメチル)キナゾリン-4(1H)-オン



【代謝物略称一覧】（つづき） 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

G IN-K9T00 

3-ブロモ-N-{4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[(ヒドロキシメチ

ル)カルバモイル]フェニル}-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラ

ゾール-5-カルボキシアミド 

M IN-F9N04 
3-ブロモ-N-(2-カルバモイル-4-クロロ-6-メチルフェニル)-1-(3-ク

ロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-カルボキシアミド 

N IN-GAZ70 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-イ

ル]-6-クロロ-8-メチルキナゾリン-4(1H)-オン 

O IN-EQW78 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロピリジン-2-イル)-1H-ピラゾール-5-イ

ル]-6-クロロ-3,8-ジメチルキナゾリン-4(3H)-オン 

          

４．作物残留試験 

  今回追加のあった分析法については以下のとおり。 

（１）分析の概要 

【国内】 

①  分析対象物質 

・クロラントラニリプロール 

 

②  分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、酢酸エチルに転溶後、液

体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計(LC-MS/MS)で定量する。 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリル・水(4：1)混液で抽出し、トリメ

チルアミノプロピルシリル化シリカゲル（SAX）カラム及びスチレンジビニルベン

ゼン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、水を加えて磨砕した試料からアセトニトリルで抽出し、塩化ナトリウ

ム及び0.5 mol/Lリン酸緩衝液（pH 7.0）を加えて塩析する。オクタデシルシリル

化シリカゲル（C18）カラム及びグラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シ

リカゲル（NH2）積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料に水を加え、アセトニトリルで抽出し、酢酸エチルに転溶する。

グラファイトカーボン/SAX/エチレンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲル

（PSA）積層カラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-

MS）で定量する｡  

または、必要に応じて試料に水を加え、アセトニトリルで抽出し、塩化ナトリ

ウム及びリン酸緩衝液による塩析並びにヘキサン洗浄を行う。グラファイトカー

ボン/SAX/PSA積層カラムを用いて精製し、直接又はグラファイトカーボン/NH2/シ

リカゲル積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、水を加えて磨砕した試料からアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソ

ウ土カラム、グラファイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用い

て精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、塩化ナトリウム及びリン酸緩衝液

を加えて塩析する。グラファイトカーボン/SAX/PSA積層カラムを用いて精製した

後、LC-MS/MSで定量する｡  

または、試料からアセトンで抽出し、C18カラム、スチレンジビニルベンゼン共



重合体カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、紫外分光光度型検出器

付き高速液体クロマトグラフ(HPLC-UV)で定量する。 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、LC-MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、グラファイトカーボン/PSA積層カ

ラム又はグラファイトカーボン/NH2積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで

定量する｡  

あるいは、試料に水を加えアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、

グラファイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、

HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界 0.01～0.05 mg/kg 

 

 【海外】 

①  分析対象物質 

・クロラントラニリプロール 

 

②  分析法の概要 

試料に0.1%ギ酸を加え静置し、アセトニトリルで抽出後、LC-MS/MSで定量する｡  

 

定量限界 0.01 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内作物残留試験については、レタス等の試験成績を追加した。試験成績の概要を別

紙2-1に示す。 

海外作物残留試験については、大豆（ブラジル）の試験成績を追加した。試験成績の

概要を別紙2-2～2-5に示す。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

変更なし（添付資料参照） 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

  変更なし（添付資料参照） 
 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

先の審議の際に、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたクロラントラニリプロールに係る食品健康影響評

価において、クロラントラニリプロールのADIを1.5 mg/kg体重/日、ARfDは設定の必要な

しと評価されている。 

 

８．諸外国における状況 

  変更なし（添付資料参照） 

  なお、国際基準は、2021年及び2023年にアボカド、茶等に基準値が設定されている。 

 

 



９．残留規制 

（１）残留の規制対象：変更なし 

クロラントラニリプロールとする。 

 

農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。いくつかの代謝物が10%TRR以上認められたが、分析の指

標としては親化合物のみで十分であると考えられる。 

これらのことから、規制対象はクロラントラニリプロールのみとする。 

 

(２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象：変更なし 

   クロラントラニリプロールとする。 

 

農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。卵全体で代謝物N、乳で代謝物D及び代謝物Gが10%TRR以

上認められた。卵黄で代謝物C及び代謝物Eが10%TRR以上認められたが、卵全体では

10%TRR未満であった。家畜残留試験においては、乳牛では高投与量以外では親化合物が

主要な残留物だが、産卵鶏では親化合物より代謝物の残留量が多い組織もみられた。し

かしながら、JMPR評価書によれば、いずれの代謝物も毒性面での懸念はなく、親化合物

も代謝物も生体内から急速に消失し、毒性も低いと考えられる。 

以上のことに加え、JMPRの評価において、農産物及び畜産物の暴露評価対象はクロラ

ントラニリプロールのみであることを踏まえ、暴露評価対象はクロラントラニリプロー

ルのみとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物、畜産物及び魚介類中

の暴露評価対象物質をクロラントラニリプロール(親化合物のみ)としている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注) 

国民全体（1歳以上） 1.5 

幼小児（1～6歳） 2.6 

妊婦 1.4 

高齢者（65歳以上） 1.7 



注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

1.5% WG
配合剤1

ペースト肥料に混
合し側条施肥田植
機で施用する。

500 g/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤2

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤3

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤4

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤5

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤6

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤7

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤8

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤9

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤10

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤11

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤12

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤13

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤14

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤15

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg当たり

原液4～7 mL
は種前浸種前 － 1回

1.0% GR
育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植当日 － 1回

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

稲 1回

稲(箱育苗) 1回

0.75% GR

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱当たり
50～100 g) －



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤6

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

500倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液500 mL

0.75% GR
配合剤2

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤3

25.0% WG
配合剤16

土壌灌注

1000倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液1 L

1回

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤5

育苗箱の上から均
一に散布する。

0.75% GR
配合剤4

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 － 1回

稲(箱育苗)



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時(覆土前)

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時覆土前

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤7

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 －

0.75% GR
配合剤10

本剤の所定量を育
苗箱の床土に均一

に混和する。
は種前 －

－

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

は種前 －

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

1回

0.75% GR
配合剤8

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤9

1回

1回

1回

1回
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希釈倍数

又は
使用量
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クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～移
植当日

移植当日

は種時(覆土前)～移
植当日

移植当日

移植3日前～
移植当日

移植当日

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤13

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤11

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤12

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

稲(箱育苗)

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤14

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤15

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回
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は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

0.75% GR
配合剤20

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

－ 1回

0.75% GR
配合剤21

育苗箱の床土に均
一に混和する。

は種前

1回

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤17

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤18

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植7日前～
移植当日

－ 1回

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前 － 1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g) － 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤19

育苗箱の上から均
一に散布する。
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は種時覆土後～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時覆土後～
移植当日

は種時覆土後～
緑化始期

移植当日

緑化期～移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

移植3日前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗培土に均一に
混和する。

育苗箱の床土に均
一に混和する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

0.75% GR
配合剤26

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～当日 － 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤27

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤22

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－

0.75% GR
配合剤23

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－ 1回

0.75% GR
配合剤24

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

－ 1回

0.75% GR
配合剤25

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前

－ 1回

育苗箱の床土に均
一に散布する。
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高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

－ 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤12

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

0.75% GR
配合剤13

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

直播水稲 50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg

当たり原液4～7 mL
は種前 － 1回 1回

は種前 － 1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)
1箱当たり50～100 g)

0.75% GR
配合剤29

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－ 1回

0.75% GR
配合剤30

0.75% GR
配合剤31

育苗箱の上から均
一に散布する。

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤28

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

－ 1回

0.75% GR
配合剤32

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤33

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

湛水直播水稲 1回

－
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50.0% SC 塗沫処理
乾燥種子1000粒

当たり原液1.5～2.5 mL
は種前 － 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

20倍 1～2 L/10 a

16倍 1.6 L/10 a

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫7日前まで 0.8 L/10 a 2回以内

あずき 5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

豆類(種実、ただ
し、だいず、あず
き、らっかせいを

除く)

5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16倍 収穫前日まで 0.8～1.6 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

てんさい 5.0% SC 散布 4000～5000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 5000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

50倍 収穫30日前まで 2.4 L/10 a 3回以内

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

はつかだいこん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 1回 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

かぶ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

クレソン
(土耕栽培)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

とうもろこし
4回以内(は種前の塗
沫処理は1回以内、
は種後は3回以内)

5.0% SC
無人航空機に

よる散布
収穫前日まで 3回以内

だいず 5.0% SC 2回以内

さといも 5.0% SC 3回以内

かんしょ 5.0% SC 3回以内

やまのいも 5.0% SC 3回以内

さとうきび

10.0% SC

4回以内(粒剤は1回
以内、水和剤は

3回以内)
0.50% GR

株元散布
生育期 ただし最終

培土まで
－ 1回

植溝土壌混和 植付時 － 1回

だいこん 5.0% SC 3回以内
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散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

はくさい

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤35

非結球はくさい 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

500倍
苗地床1 ㎡
当たり2 L

100倍

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

1000倍
は種時～育苗期

後半
苗地床1 ㎡
当たり2 L

200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

キャベツ

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

0.50% GR

8.7% SC
配合剤35

灌注 1回

カリフラワー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤35

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

タアサイ 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)

なばな類

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、散布は

3回以内)

ブロッコリー

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤35

茎ブロッコリー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

非結球あぶらな科
葉菜類(タアサ

イ、非結球はくさ
い、なばな類

を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000倍

1000～2000倍

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤35

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

ふき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ふき(ふきのとう) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫120日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

レタス

0.50% GR

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)
8.7% SC
配合剤35

非結球レタス

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

レタス類 5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫3日前まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤35

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

4.0% WG
配合剤34

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

アスパラガス 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

らっきょう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 2回以内

5.0% SC 散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 1回

8.7% SC
配合剤35

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

せり科葉菜類
(パセリを除く)

5.0% SC 散布 2000倍

収穫7日前まで ただ
し、みつばの伏せ込
み栽培は伏せ込み前

まで

100～300 L/10 a 1回 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

育苗期後半～
定植当日

1回灌注

ねぎ

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、定植後の
処理は3回以内)

にんじん 5.0% SC 2回以内

パセリ

2回以内(灌注は1回
以内、散布は

1回以内)

トマト

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
3回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100～200倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

ズッキーニ 5.0% SC 散布 1000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

すいか 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

メロン 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

とうがん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

にがうり 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ほうれんそう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

さやえんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

さやいんげん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

実えんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫3日前まで 0.8 L/10 a 3回以内

アマランサス(茎
葉)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ミニトマト 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)灌注

育苗期後半～
定植当日

1回

ピーマン 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)

なす

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

3回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
散布は2回以内)灌注

育苗期後半～
定植当日

1回

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
散布は3回以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

とうがらし類 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)

オクラ 5.0% SC 3回以内

きゅうり

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

しょうが 5.0% SC 3回以内

えだまめ 5.0% SC 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

未成熟ささげ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

未成熟そらまめ 5.0% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

えごま(葉) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

エンサイ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

つるむらさき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

モロヘイヤ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

りんご 10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

あんず 10.0% SC 散布 2500倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

2500～5000倍

2500倍

2500～5000倍

2500倍

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内

2500～5000倍

2500倍

いちご 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

ふさすぐり 10.0% SC 散布 2500倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内 2回以内

ぶどう 10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WG
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

ごま 5.0% SC 散布 2000倍 収穫14日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000～4000倍

2000倍

なし 3回以内

もも 2回以内

ネクタリン 2回以内

3回以内

うめ

10.0% SC 散布 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内

3回以内

すもも 10.0% SC 散布 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内

3回以内

かき 3回以内

茶 10.0% SC 散布 摘採3日前まで 200～400 L/10 a 1回 1回

おうとう 10.0% SC 散布 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布（使用）液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

しそ科葉菜類(え
ごま(葉)を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

SC：フロアブル
配合剤1：48.0%プロベナゾール
配合剤2：0.75%トリフルメゾピリム
配合剤3：0.75%トリフルメゾピリム・10.0%プロベナゾール

配合剤32：6.0%ジノテフラン
配合剤33：6.0%ベンフラカルブ・10.0%プロベナゾール

配合剤22：12.0%イソプロチオラン
配合剤23：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル
配合剤24：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤25：20.0%プロベナゾール
配合剤26：3.0%チフルザミド・4.0%トリシクラゾール

配合剤14：3.0%ピメトロジン・10.0%プロベナゾール
配合剤15：6.0%ジノテフラン・4.0%トルプロカルブ

配合剤27：3.0%ピメトロジン

配合剤16：12.5%アミスルブロム
配合剤17：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤18：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・4.0%フラメトピル
配合剤19：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス・1.5%フルキサピロキサド
配合剤20：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トリシクラゾール

配合剤29：3.0%ピメトロジン・6.0%チアジニル
配合剤30：4.0%トリシクラゾール
配合剤31：5.0%ベンフラカルブ

－：規定されていない項目

配合剤28：3.0%ピメトロジン・3.0%チフルザミド・10.0%プロベナゾール

WG：顆粒水和剤
GR：粒剤

配合剤34：15.0%ジノテフラン
配合剤35：17.5%チアメトキサム
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。

配合剤21：1.5%クロチアニジン・2.0%イソチアニル

配合剤10：12.0%チアジニル
配合剤11：2.0%インピルフルキサム
配合剤12：24.0%プロベナゾール
配合剤13：3.0%チフルザミド・24.0%プロベナゾール

配合剤4：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル
配合剤5：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス
配合剤6：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トルプロカルブ
配合剤7：0.75%トリフルメゾピリム・4.5%シメコナゾール・4.0%トルプロカルブ
配合剤8：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル
配合剤9：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル・3.0%チフルザミド
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

穀類
(とうもろこし及び稲を

除く。)
（Group 15）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

とうもろこし 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

さとうきび 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

散布

植付時土壌処理

滴下処理

鱗茎野菜類
（Subgroup 3-07A

及び3-07B)
18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内

0.2 lb
ai/acre

根菜類 18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

仁果類
（Group 11-10)

35.0% WG 散布
収穫5日前まで
(mayhawは収穫
14日前まで)

0.055～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

核果類
（Group 12-12)

35.0% WG 散布 収穫10日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ケインベリー類
（Subgroup 13-07A)

35.0% WG 散布 収穫3日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ブッシュベリー類
（Subgroup 13-07B)

35.0% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

オイルシード類
（Group 20）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

ナッツ類
（Group 14-12)

35.0% WG 散布 収穫10日前まで 0.044～0.099 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

コーヒー豆 35.0% WG 散布 収穫7日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

カカオ豆 35.0% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

スパイス類
（Subgroup 19B）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.065 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m2）

SC：フロアブル

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）

lb：ポンド（1 lb = 0.45359237 kg）

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（米国）

あぶらな属野菜
（Subgroup 5A及び5B)

18.4% SC 収穫3日前まで 0.045～0.098 lb ai/acre

4回以内
(滴下処理は2回以
内、ただし既に植
付時土壌処理を

行っている場合は
1回以内)

0.2 lb
ai/acre
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数

緑豆 35.0% WG 散布 収穫14日前まで 22.5 g ai/ha 2回以内

ai：active ingredient（有効成分）

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（豪州）

WG：顆粒水和剤
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

アボカド 35.0% WG 散布 収穫14日前まで 3.15 g ai/100 L 2回以内 94.5 g ai/ha

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（ニュージーランド）

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の
総使用回数

茎葉処理
（地上散布又
は空中散布）

収穫21日前まで
15～35 mL/ha

(9～21 g ai/ha)
2回以内

乾燥時 播種前
20～35 mL/ha

(12～21 g ai/ha)
1回

植溝処理 播種時
35 mL/ha

(21 g ai/ha)
1回

今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（ブラジル）

SC：フロアブル

ai：active ingredient（有効成分）

だいず 3回以内60.0% SC



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

119 圃場A：<0.01

137 圃場B：<0.01

121 圃場A：<0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：<0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

121 圃場A：0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

78 圃場A：<0.01

80 圃場B：<0.01

92 圃場C：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

191～200 L/10 a 圃場B：<0.01

4000倍 散布 圃場A：0.02 (#)

200 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 (#)

圃場B：<0.01 (#)

圃場C：<0.01 (#)

圃場D：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 

圃場B：<0.01 

圃場C：<0.01 

圃場D：<0.01 

16倍 0.8 L/10 a 圃場A：0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：0.01

4000倍 散布 圃場A：<0.01

180,183 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

166,200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

180,175 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

16倍 1.6 L/10 a 圃場A：<0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

195,200 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：<0.01 (#)

222,243 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：1.66

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：1.00

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：<0.01

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：6.62 (1回,3日)

200 L/10 a 圃場B：6.50

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：2.98

200 L/10 a 圃場B：3.28

2000倍 散布 圃場A：0.02 (3回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.03

水稲
（玄米）

3 50.0% SC
2.5 mL原液/種子1000粒

塗抹処理
1

未成熟とうもろこ
し(子実)

6 50.0% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

水稲
（籾米）

6

1,3,7

2
0.50% GR
+10.0% SC

1+3 30,45,60

2 5.0% SC 3

1,3,7

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

50.0% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

2 5.0% SC 3

1,3,7,14

1,3,7,14

7,14,21

2 1,3,75.0% SC 3

1,3,7,14

5.0% SC

2 3

2

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

1,3,7

2 3 1,3,7

かんしょ
（塊根）

かぶ
（根部）

かぶ
（葉部）

2 5.0% SC 3

はつかだいこん
（茎部）

2 5.0% SC 1

だいこん
（根部）

だいず
（乾燥子実）

いんげんまめ
（乾燥子実）

2 5.0% SC 2

とうもろこし
(乾燥子実)

2 5.0% SC 3

24

2

5.0% SC

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2 1.0% GR
50 g/箱

育苗箱処理
1

◎

2 3 7,14,21

◎

◎

2 7,14,21

4
4000倍 散布

177～189 L/10 a
3 7,14,21

4000倍 散布
177～200 L/10 a

　
さとうきび

（茎）

はつかだいこん
（根部）

2 5.0% SC 1

さといも
（塊茎）

だいこん
（葉部）

2 5.0% SC 3

やまのいも
（塊茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7

2 5.0% SC 3 30,45,60

◎

3

7,14,21

1,3,7

株元散布 6 kg/10 a
+5000倍散布

278,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01

2000倍散布 圃場A：3.08

200 L/10 a 圃場B：1.22

圃場A：0.22（4回,3日)

圃場B：0.30（4回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.09（4回,3日)

圃場A：0.24

圃場B：1.69

圃場A：0.08（4回,3日)

圃場B：0.08（4回,3日)

圃場C：0.04

圃場D：0.53

圃場A：0.31 (4回,3日)

圃場B：0.32

2000倍 散布 圃場A：3.04（2回,3日)

150,200 L/10 a 圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：5.76

200 L/10 a 圃場B：1.02

2000倍 散布 圃場A：0.46

180,200 L/10 a 圃場B：1.56

2000倍 散布 圃場A：0.24（3回,3日)

300,210 L/10 a 圃場B：<0.01

圃場A：0.22

圃場B：0.18

圃場A：0.19（4回,3日)

圃場B：0.10（4回,3日)(#)

圃場A：0.60（4回,1日)(#)

圃場B：0.34（4回,1日)(#)

圃場A：0.25

圃場B：0.26

圃場A：0.35

圃場B：0.66

圃場A：0.54

圃場B：0.52

圃場A：2.73

圃場B：2.70

100倍 圃場A：<0.02 (1回,82日)

500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注 圃場B：<0.02 (1回,82日)

圃場A：1.00

圃場B：0.50

圃場A：0.72 

圃場B：0.53 

圃場A：2.51 (4回,7日)

圃場B：0.46 (4回,3日)

圃場A：1.24

圃場B：0.69

圃場A：2.24

圃場B：1.34

圃場A：1.91 (4回,3日)

圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：1.83

200 L/10 a 圃場B：6.70

圃場A：6.98 ◎

圃場B：8.46

0.50% GR
+5.0% SC

1+35.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300,202
L/10 a

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

278～292,250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

なばな
（茎葉）

2
8.7% SC
+5.0% SC

200倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300 L/10 a
1+3 1,3,7

カリフラワー
（花蕾）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
267,250,271 L/10 a

1+3 1,3,7,14

みずな
（茎葉）

2 5.0% SC 2

タアサイ
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,3,7,14

はなっこりー
（茎葉）

2

レタス
（茎葉）

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
223,250～300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

2

5.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+1000倍 散布

199～203,197～201 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
250,300 L/10 a

1+3

茎ブロッコリー
（花蕾及び花茎）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,240～260 L/10 a

1+3 1,3,7

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

273,160～250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

ブロッコリー
（花蕾）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,70～150 L/10 a

はくさい
（茎葉）

4 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3

3,7,14,21

チンゲンサイ
（茎葉）

2 5.0% SC 2 1,3,7,14,21

こまつな
（茎葉）

2

キャベツ
(葉球)

4

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

231,281 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC 2 1,3,7,14,21

3,7,14,21

1,3,7,14

2

クレソン
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

てんさい
（根部）

3 5.0% SC
4000倍 散布
200 L/10 a

2 1,7,14,21

1+3 3,7,14,21

1,3,7,14,21

1,3,7,14,21

あすっこ
（花・花茎）

2 5.0% SC 1 82,89,96

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+1000倍 散布

250～258,278～279 L/10 a
1+3 1,3,7,14

リーフレタス
（茎葉）

2

5.0% SC

2

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
150,193.3 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ひろしまな
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：2.40 (2回,3日)

200 L/10 a 圃場B：2.31

圃場A：5.82 

圃場B：8.63 

2000倍 散布 圃場A：0.19

300 L/10 a 圃場B：0.29

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.19

200 L/10 a 圃場B：0.61

圃場A：0.09

圃場B：0.26

2000倍 散布 圃場A：0.02

200 L/10 a 圃場B：0.02

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：5.62

200,397  L/10 a 圃場B：6.10 (#)

圃場A：7.72 (2回,14日）

圃場B：5.10

2000倍 散布 圃場A：1.98

176,183 L/10 a 圃場B：1.18

圃場A：0.04 (4回,7日)

圃場B：0.16

圃場A：0.10 (4回,3日)

圃場B：0.06

圃場A：0.21

圃場B：0.35

圃場A：0.05

圃場B：0.22

圃場A：1.12 

圃場B：2.50 

圃場A：1.04 

圃場B：1.26 

圃場A：0.04

圃場B：0.06

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.29

300 L/10 a 圃場B：0.12

2000倍 散布 圃場A：0.06注2）

300 L/10 a 圃場B：0.04注2）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200,250～251 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.54 (3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.48 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.10注3）(3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.10注3）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.12 (3回,3日）

300 L/10 a 圃場B：0.47

2000倍 散布 152.4, 圃場A：3.99 (3回,14日)

182.65～182.86 L/10 a 圃場B：3.99

2000倍 散布 圃場A：0.15

280,225～275 L/10 a 圃場B：0.27

2000倍 散布 圃場A：0.01 (3回,7日)

166,178～180 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.26

200,181 L/10 a 圃場B：0.13

2000倍 散布 圃場A：0.18

168～194,183 L/10 a 圃場B：0.14 (3回,7日)

4000倍 散布 圃場A：0.12

150～200,200 L/10 a 圃場B：0.26

さやいんげん
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

えだまめ
（さや）

2 5.0% SC 3 3,7,14,21

1,3,7,14

しょうが
(根茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

さやえんどう
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

3

メロン
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

メロン
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

すいか
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

すいか
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7

きゅうり
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3 1,7,14

甘長とうがらし
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
180,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ししとう
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
281,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

なす
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,7,14

120,135,150

ふき
（茎葉）

1+3

ピーマン
(果実)

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,250 L/10 a

1+2

アスパラガス
(若茎)

2 5.0% SC 3

1,7,14

1,7,14

ミニトマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+2000倍 散布
250 L/10 a

1+3 1,3,7,14

トマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1,3,7

コリアンダー
（茎葉）

2 5.0% SC 1 3 ,7,14

ねぎ
（茎葉）

2

5.0% SC

3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍散布
192,180 L/10 a

1+3 1 ,3,7,14

らっきょう
（鱗茎）

2 5.0% SC 1 7,14,21

1+3 1,3,7,14

◎

◎

◎

◎

すいか
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

◎

◎

メロン
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

とうがん
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

ほうれんそう
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

オクラ
(果実)

2 5.0% SC

2

◎

パセリ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

ふきのとう
（花穂）

2 5.0% SC 2

8.7% SC
+5.0% SC

200倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍散布
200 L/10 a

1+1 7,14,21 ◎

にがうり
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC 3 3,7,14

サラダ菜
（茎葉）

2

5.0% SC

2 1,3,7,14,21

2
100倍 500m L/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
193.3,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：6.80

200 L/10 a 圃場B：13.6

2000倍 散布 圃場A：6.50（2回,3日）

200 L/10 a 圃場B：3.64

2000倍 散布 圃場A：1.38

300 L/10 a 圃場B：2.20

1,3,7,14 圃場A：14.4 (2回,1日)(#)

圃場B：8.32 (2回,1日)(#)

圃場C：7.26 (2回,1日)(#)

2000倍 散布 圃場A：0.66

300 L/10 a 圃場B：0.42

1000倍 散布 圃場A：0.04

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：4.83

300 L/10 a 圃場B：3.25

圃場A：0.26 (3回,3日)

圃場B：0.10 (3回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.18

圃場A：0.14 (3回,3日)

圃場B：0.15 (3回,3日)

圃場C：0.30

圃場D：0.16

5000倍 散布 圃場A：0.02 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：<0.01

360,400 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：1.38 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.59 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：1.14

360,400 L/10 a 圃場B：1.22

5000倍 散布 圃場A：0.22注4） (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.10注4）(2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.18注4）

360,400 L/10 a 圃場B：0.19注4）

5000倍 散布 圃場A：0.11

400 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.62

625,400 L/10 a 圃場B：0.32 (3回,14日)

2500倍 散布 圃場A：0.04 (3回,14日)

500 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.44

313,400 L/10 a 圃場B：0.32

圃場A：0.38 (3回,3日)

圃場B：0.23 (3回,3日)

圃場C：0.12

圃場D：0.18

2000倍 散布 圃場A：0.22

200 L/10 a 圃場B：0.22

2500倍 散布 圃場A：0.88

250,111  L/10 a 圃場B：1.10 (#)

5000倍 散布 圃場A：0.13 (3回,3日)

300,500 L/10 a 圃場B：0.43 (3回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.06

500 L/10 a 圃場B：0.06 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.04

200 L/10 a 圃場B：0.03

2000倍 散布 圃場A：27.5

400 L/10 a 圃場B：33.8

2000倍 散布 圃場A：16.9

400 L/10 a 圃場B：19.6

2000倍 散布 圃場A：8.08

200 L/10 a 圃場B：5.86

アマランサス
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（浸出液）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

バジル
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

かき
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（荒茶）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

いちご
（果実）

2 5.0% SC 2 1,7,14

ぶどう
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

ふさすぐり
（果実）

2 10.0% SC 2 1,3,7

ごま
（種子）

2 5.0% SC

おうとう
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

700,500,417,450 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

すもも
（果実）

2 10.0% SC 3 3,7,14,21

うめ
(果実)

2 10.0% SC 3 1 ,3 ,7 ,14

3

3,7,14,21

1,3,7,14

もも
（果皮）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

もも
（果肉）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

2 3 ,7 ,14

モロヘイヤ
（茎葉）

3 5.0% SC
2000倍 散布

480 ,420 ,750  L/10 a
2

未成熟そらまめ
（さや）

2 5.0% SC

なし
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

400,700,500 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

りんご
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

600,500,500,450 L/10 a

もも
（果実）

2

10.0% SC

1,3,7

えごま
（葉）

2 5.0% SC 3 1 ,3,7

つるむらさき
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

1,3,7

◎

◎

◎

◎

ネクタリン
（果実）

2 10.0% SC 2 3,7,14,21

3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

未成熟ささげ
（未成熟さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2

3 1,3,7,14

エンサイ
（葉茎）

2 5.0% SC 2

あんず
(果実)

2 10.0% SC 3 3,7,14,21



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：7.76

200 L/10 a 圃場B：17.3

　GR：粒剤
　SC：フロアブル
　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注4）果肉、果皮及び種子の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%、果皮15%及び種子8%として果実全体の残留濃
度を算出した。また、種子の残留濃度は測定していないことから残留していないものとして算出した。

しそ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

◎

注3）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉88%及び果皮12%として果実全体の残留濃度を算出した。

注2）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%及び果皮23%として果実全体の残留濃度を算出した。

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条
件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

   表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場
合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.225

圃場B：0.192

圃場C：0.183

圃場D：0.254

圃場E：0.409

圃場A：1.96

圃場B：1.91

圃場C：1.93

圃場A：1.16

圃場B：1.49

圃場C：0.786

圃場A：5.4

圃場B：5.315

圃場C：2.615

圃場D：0.69

圃場E：12.04

圃場F：3.635

圃場G：3.955

圃場H：0.824

圃場I：2.085

圃場J：2.075

圃場K：7.69

圃場L：4.52

圃場M：7.1

15 圃場N：2.36

13 圃場A：1.7

圃場B：3.1

圃場C：3.1

圃場D：2.8

圃場E：3.7

圃場F：2.2

圃場G：3.8

圃場A：0.64

圃場B：0.28

圃場C：0.033

圃場D：0.51

圃場E：0.48

圃場F：0.066

圃場G：0.29

圃場H：1.1

圃場I：0.75

圃場J：2.9

圃場K：2.2

1 18.4% SC 112～116 g ai/ha*散布 2 4 圃場A：0.10

圃場A：0.037

圃場B：0.078

圃場C：0.077

1 18.4% SC 113～114 g ai/ha*散布 2 0,1 ,3,7,10 圃場A：0.67 (2回,1日)

圃場A：0.32

圃場B：0.30

圃場C：0.40

圃場D：0.38

圃場E：0.32

圃場F：0.41

圃場G：0.35

圃場H：0.12

圃場A：0.653

圃場B：0.406

圃場C：0.787

圃場D：1.49

圃場E：0.717

ねぎ 5

キャベツ
(外葉あり)

11

キャベツ
(外葉なし)

とうもろこし
(茎葉)

設定
の根
拠等

◎

14

残留濃度（mg/kg）
注2）

14

0.200～0.202 lb ai/acre散布 1

15

110～118 g ai/ha*散布 2

3 18.4% SC 0.200～0.207 lb ai/acre散布 2大麦

農作物
 試験
圃場数

試験条件
注1）

小麦 5 18.4% SC 0.201～0.209 lb ai/acre散布 2

ソルガム 2

18.4% SC 109～116 g ai/ha*散布

3

13

18.4% SC 0.098～0.104 lb ai/acre*散布 2

7

1

3

3 18.4% SC

18.4% SC

0.094～0.104 lb ai/acre*散布 2

18.4% SC

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

18.4% SC

14

110～118 g ai/ha*散布

218.4% SC 0.199～0.203 lb ai/acre散布

1

◎

◎

1

2

◎

2 3

3

ブロッコリー
(花蕾) 8



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注2）農作物

 試験
圃場数

試験条件
注1）

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

1 35.0% WG 112 g ai/ha*散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.13

圃場A：0.022

圃場B：0.056

圃場C：0.11

圃場D：0.074

圃場E：0.038

圃場F：0.010

圃場G：0.012

圃場H：0.088

圃場I：0.045

圃場J：0.093

圃場K：0.061

圃場L：0.23

圃場M：0.078

圃場A：0.073

圃場B：0.072

圃場C：0.030

1 35.0% WG 113～115 g ai/ha*散布 2 10 圃場A：0.054

圃場A：0.033

圃場B：0.059

圃場C：0.085

圃場A：0.026

圃場B：0.070

圃場C：0.10

圃場D：0.016

圃場E：0.12

圃場F：0.13

圃場G：0.070

1 35.0% WG 115.71～116.13 g ai/ha*散布 2 1,3 ,8 ,10,14 圃場A：0.158

1 35.0% WG 111.69～112.42 g ai/ha*散布 2 1,3 ,8 ,11,15 圃場A：0.318

圃場A：0.0720

圃場B：0.125

圃場A：0.247

圃場B：0.144

圃場C：0.132

圃場D：0.165

圃場E：0.0639

圃場F：0.0916

圃場G：0.101

圃場H：0.0827

圃場I：0.122

圃場A：0.106

圃場B：0.891

圃場C：0.142

圃場A：0.114

圃場B：0.132

圃場C：0.101

圃場A：0.0897

圃場B：0.105

圃場C：0.309

圃場D：0.183
1 35.0% WG  111～112 g ai/ha*散布 2 0,5 ,10,14,21 圃場A：0.004

圃場A：0.026

圃場B：0.017

圃場C：0.067

圃場D：0.066
圃場E：0.006
圃場F：0.015

圃場G：0.006

圃場H：0.007

圃場I：0.007

圃場J：0.009

圃場A：0.011

圃場B：0.022
圃場C：0.049
圃場A：0.011

圃場B：0.029

圃場C：0.076

10

10

9

すもも
(果実)

112～118 g ai/ha*散布
非イオン系展着剤加用

3 35.0% WG
108～111 g ai/ha*散布

野菜オイル加用

10

3

3 35.0% WG
112.42～115.47 g ai/ha*散布

野菜オイル加用
2

109.77～115.87 g ai/ha*散布

りんご
(果実)

13 35.0% WG

3

9

35.0% WG  105～112 g ai/ha*散布 2

35.0% WG

10

110.69～112.34 g ai/ha*散布2 35.0% WG 2

111.37～113.65 g ai/ha*散布

3 35.0% WG

もも
(果実)

14

13

2

3 35.0% WG 112 g ai/ha*散布 2

7 35.0% WG

4 35.0% WG

35.0% WG

10

2

2

2 10

10

2 11

2 15

2

◎

109～113 g ai/ha*散布

111～118 g ai/ha*散布

112～113 g ai/ha*散布

110.35～115.85 g ai/ha*散布
非イオン系展着剤加用

35.0% WG

なし
(果実)

2 14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注2）農作物

 試験
圃場数

試験条件
注1）

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

圃場A：0.11

圃場B：0.18
圃場A：0.26
圃場B：0.10

圃場C：0.056

圃場D：0.36

圃場E：0.21

圃場F：0.45

圃場A：0.15
圃場B：0.48
圃場A：0.19
圃場B：0.57

1 35.0% WG 0.199 lb ai/acre散布 2 1,3 ,6 ,10,15 圃場A：0.171

1 35.0% WG 0.099～0.103 lb ai/acre*散布 2 1,3,7,10 圃場A：0.0902
圃場A：0.235
圃場B：0.481
圃場C：0.482
圃場D：0.513
圃場E：0.095
圃場A：0.049

圃場B：0.436

圃場A：0.176
圃場B：0.122
圃場C：0.163
圃場D：0.108
圃場E：0.206
圃場F：0.132
圃場G：0.749
圃場H：0.840
圃場I：0.181

1 1,3,6,13 圃場A：0.234

1 1,3,8,14 圃場A：0.460

圃場A：0.79
圃場B：0.12
圃場C：0.21
圃場D：0.030
圃場E：0.82
圃場F：0.16

1 35.0% WG 110～118 g ai/ha*散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.078

1 35.0% WG 110～112 g ai/ha*散布 2 0,6,14,20,25 圃場A：0.34(2回,6日)

1 35.0% WG 112 g ai/ha*散布 2 20 圃場A：0.016
圃場A：0.022

圃場B：0.029

圃場C：0.047
圃場D：0.082
圃場E：0.049
圃場F：0.13
圃場G：0.083
圃場A：0.031
圃場B：0.054
圃場C：0.081

1 35.0% WG 112～113 g ai/ha*散布 2 23 圃場A：0.006

1 35.0% WG 112～113 g ai/ha*散布 2 9 圃場A：0.015
圃場A：0.003
圃場B：0.003
圃場C：0.007
圃場D：0.014
圃場E：0.009
圃場A：0.006
圃場B：0.007
圃場C：0.004
圃場D：0.006
圃場E：0.004

1 35.0% WG 111～112 g ai/ha*散布 2 11 圃場A：0.008
圃場A：0.098
圃場B：0.115
圃場A：0.188
圃場B：0.205
圃場A：17.6
圃場B：24.3

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

おうとう
(果実)

35.0% WG

111～112 g ai/ha*散布 2

2

6 35.0% WG

2 35.0% WG

◎

◎

10

10

10

9

2 35.0% WG

2

ブラックベリー
(果実)

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合 にのみ最大残
留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留
試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

16 18.4% SC 219～230 g ai/ha散布

◎

ペカン
(可食部) 5 35.0% WG 112～114 g ai/ha*散布 2

1

注1）使用量は、*で示した値は1回当たりの使用量、それ以外は総使用量。

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

1

1,3 ,7,14,21
52.5 g ai/ha*散布

ND：not dectected（検出限界0.003 mg/kg未満）

アーモンド
(可食部)

10

22

5

7,21

21綿実
(種子)

7 35.0% WG 109～114 g ai/ha*散布

35.0% WG 110～114 g ai/ha*散布

2

ラズベリー
(果実) 5

　WG：顆粒水和剤
　SC：フロアブル

ディル
（種子）

2 18.4% SC 0.100～0.101 lb ai/acre散布 2

35.0% WG

◎

ブルーベリー
(果実)

9

35.0% WG 0.198～0.212 lb ai/acre散布

112 g ai/ha*散布
野菜オイル加用

3

111～114 g ai/ha*散布

2

112 g ai/ha*散布 2

3

112 g ai/ha*散布
非イオン系展着剤加用

2

2

2

ひまわり
(種子)

35.0% WG 0.100～0.105 lb ai/acre*散布 2

3

コーヒー豆
(豆)

2

3

2
35.0% WG

◎

◎

2

35.0% WG

0.097～0.100 lb ai/acre*散布

2 10

◎

◎

1



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.42

圃場B：0.32

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

（別紙2-3）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（豪州）

設定の
根拠等

　WG：顆粒水和剤

緑豆 2 35.0% WG 45 g ai/ha散布 2 ◎

農作物
 試験
圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 1,7 ,14,21,28 圃場A：0.14

1 14 圃場A：0.15

1 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.22 (3回,21日)(#)

1 14 圃場A：0.31(#)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

（別紙2-4）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

　WG：顆粒水和剤

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。

アボカド

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

35.0% WG  94.5 g ai/ha散布 2

35.0% WG 189  g ai/ha散布 3

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.0142 (4回,35日)(#)

圃場B：<0.01(#)

圃場C：0.0641(#)

圃場D：<0.01(#)

  今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

（別紙2-5）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ブラジル）

農作物
 試験
圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注） 設定の
根拠等

　SC：フロアブル

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

だいず

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。

60.0% SC 14 ,21,28,3544 108 g ai/ha散布 ◎



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.1 0.05 ○ ※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦 6 6 0.02 6.0 米国 【1.91,1.93,1.96(米国大麦)】

大麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

ライ麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

とうもろこし 0.05 0.6 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

そば 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

その他の穀類 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.2 0.2 ○ 0.05 0.2 ブラジル 【<0.01～0.0641(#)(n=4)
(ブラジル)】

小豆類 0.7 1 ○ 0.3 0.7 豪州 【0.32,0.42(豪州緑豆）】

えんどう 0.3 1 ○ 0.3

そら豆 0.3 1 ○ 0.3

らっかせい 0.06 0.06 0.06

その他の豆類 0.3 1 ○ 0.3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.02 0.02 0.02
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

かんしょ 0.02 0.05 ○ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)
こんにゃくいも 0.02 0.02 0.02
その他のいも類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.02 0.02 ○ 0.02
さとうきび 14 14 ○ 0.5 14 米国 【0.69～12.04(n=21)

(米国とうもろこし茎葉)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 ○ 0.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 40 ○ 40
かぶ類の根 0.2 0.2 ○ 0.02 0.02,0.03(\)
かぶ類の葉 20 20 ○ 20
西洋わさび 0.02 0.02 0.02
クレソン 20 20 ○ 20
はくさい 20 20 ○ 20
キャベツ 4 4 ○ 2 4.0 米国 【0.033～2.9(n=12)

(米国キャベツ外葉あり)】

芽キャベツ 4 4 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ケール 20 20 ○ 20
こまつな 20 20 ○ 20
きょうな 20 20 ○ 20
チンゲンサイ 20 20 ○ 20
カリフラワー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ブロッコリー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.02 0.02 0.02
サルシフィー 0.02 0.02 0.02
アーティチョーク 2 2 2
チコリ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを

含む。）参照）

エンダイブ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

しゅんぎく 20 20 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 20 ○・申 20 5.82,8.63(サラダ菜)、6.98(リー

フレタス)

その他のきく科野菜 30 20 ○・申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aねぎ（リーキを含む。） 3 3 ○ 3.0 米国 【0.406～1.49(n=5)(米国)】

にら 3 3 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
アスパラガス 0.1 0.1 ○ 0.02,0.02(\)

参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

その他のゆり科野菜 3 3 ○ 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.08 0.08 ○ 0.08
パースニップ 0.02 0.02 0.02
パセリ 15 15 ○ 5.10,7.72(\)
セロリ 15 15 ○ 7  （パセリ参照）
みつば 15 15 ○ （パセリ参照）
その他のせり科野菜 15 15 ○ 0.02 （パセリ参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.6 0.7 ○ 0.6

ピーマン 1 1 ○ 0.6 0.21,0.35(\)
なす 0.7 0.7 ○ 0.6 0.05,0.22(\)
その他のなす科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3

すいか 0.1 ○

すいか（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

メロン類果実 0.1 ○

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

まくわうり 0.1

まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.3

その他のうり科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 20 20 ○ 20
オクラ 0.7 0.7 ○ 0.6 0.15,0.27(\)
しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,0.01(\)
未成熟えんどう 2 2 ○ 2

未成熟いんげん 0.8 2 ○ 0.8

えだまめ 0.7 1 ○ 0.12,0.26(\)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aマッシュルーム 0.6 0.6 0.6
しいたけ 0.6 0.6 0.6
その他のきのこ類 0.6 0.6 0.6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん 0.2
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.7
なつみかんの果実全体 0.7 0.7 0.7
レモン 0.7 0.7 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.7 0.7
グレープフルーツ 0.7 0.7 0.7
ライム 0.7 0.7 0.7
その他のかんきつ類果実 0.7 0.7 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 1 1 ○ 0.4 0.34,0.18(\)
日本なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.010～0.23(n=17)(米国りん

ご))】
西洋なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】

マルメロ 1 1 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】
びわ #REF! 0.4

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 #REF! 0.4

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも 0.4 ○

もも（果皮及び種子を含む。） 3 ○ 1 2.5 米国 【0.056～0.45(n=8)(米国おうと
う)】

ネクタリン 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

あんず（アプリコットを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

すもも（プルーンを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

うめ 1 1 ○ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3 1 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 1 1 ○ 1
ラズベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.0902～0.513(n=6)(米国ラズ

ベリー)】

ブラックベリー 2 2 1 1.8 米国 【ラズベリー参照】

ブルーベリー 3 3 1 2.5 米国 【0.108～0.840(n=11)(米国)】

クランベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
ハックルベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
その他のベリー類果実 3 3 ○ 1 0.88,1.10(#)(\)（ふさすぐり）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 1 2 ○ 1 0.13,0.43(\)

かき 0.3 0.3 ○ 0.06,0.06(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aアボカド 0.5 0.5 0.3 0.5 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 【0.14,0.15(ニュージーランド)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aひまわりの種子 2 2 2
ごまの種子 0.3 0.3 ○ 0.3 米国 【0.006～0.34(n=14)(米国綿

実)】※2

べにばなの種子 2 2 2.0 米国 【0.030～0.82(n=6)(米国ひまわ
りの種子)】

綿実 0.3 0.3 0.3

なたね 2 2 2

その他のオイルシード 0.3 0.3 0.3 米国 【ごまの種子参照】※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.02 0.02
ペカン 0.02 0.02 0.02
アーモンド 0.02 0.02 0.02
くるみ 0.02 0.02 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 80 50 ○ 80

コーヒー豆 0.4 0.4 0.05 0.4 米国 【0.098～0.205(n=4)(米国)】
カカオ豆 0.08 0.08 0.08 米国 ※3 【0.003-0.015(n=6)(米国ペカ

ン)】※4

ホップ 40 40 40
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 90 90 90 米国 【17.6,24.3(米国ディル(種子))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 25 25 ○ 20 7.76,17.3(\)（しそ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #### #N/A #N/A牛の筋肉 0.2 0.2 0.2
豚の筋肉 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.12
豚の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.10
豚の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.2 0.2 0.2
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.2 0.2 0.2
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.02 0.02 0.02
その他の家きんの筋肉 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.08 0.08 0.08
その他の家きんの脂肪 0.08 0.08 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの肝臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの腎臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.2 0.2 0.2
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.05 0.05 推：0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 0.05 ※5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aとうがらし（乾燥させたもの） 5 ※6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの
斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）

※2）現行の基準値はIT（インポートトレランス）申請当時の米国分類に基づいた基準値を参照して設定したものであり、現在も米国におい
て基準値が設定されていることを考慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国におけるごまの種子及びその他のオイルシード
が属するオイルシード類subgroup 20Aの基準値は2.0 ppmに変更されている。

※3）現行の基準値は、IT申請当時の米国の基準値を参照して設定したものであり、現在も米国において基準値が設定されていることを考
慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国における牛の脂肪及び肝臓の基準値は0.5 ppmに変更されている。

※4）カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用するものとする。

※1）「米」の基準値について；
国際基準における「Rice」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国における「玄米」に相当する食品への基準は設定されていな
い。ただし、2014年のJMPRによる評価において、精米への加工係数が0.11、米ぬかへの加工係数が1.7と設定されている。また、米の基準
値設定のための試験データから、精米と米ぬかの重量比が88％：12％と算出されたことから、「米（玄米）」の基準値として0.1 ppmを設定す
ることとした。

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

推：推定される残留濃度

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの

※6）加工食品である「とうがらし（乾燥させたもの）」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算し
た値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質について、JMPRの評価書はとうがらし（乾
燥させたもの）の加工係数を7と算出している。

※5）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和元年7月30日農薬・動物用医薬品部会（令和5年3月31日一部改訂））の
別添3「はちみつ中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.1 0.03 4.9 2.6 3.2 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 1.93 115.4 85.5 133.2 96.3
大麦 6 1.93 10.2 8.5 17.0 8.5
ライ麦 6 1.93 0.2 0.2 1.0 0.2
とうもろこし 0.05 0.01 0.0 0.1 0.1 0.0
そば 6 1.93 2.1 1.0 3.5 2.1
その他の穀類 6 1.93 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.2 0.012 0.5 0.2 0.4 0.6
小豆類 0.7 0.37 0.9 0.3 0.3 1.4
えんどう 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
そら豆 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.06 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.01 0.4 0.3 0.4 0.4
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.01 0.1 0.0 0.0 0.1
かんしょ 0.02 0.01 0.1 0.1 0.1 0.1
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.01 0.3 0.3 0.4 0.3
さとうきび 14 3.1 304.4 259.2 384.7 310.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.055 1.8 0.6 1.1 2.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 10.5 17.9 6.3 32.6 29.4
かぶ類の根 0.2 0.025 0.1 0.0 0.0 0.1
かぶ類の葉 20 7.3 2.2 0.7 0.7 4.4
西洋わさび 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 20 7.3 0.7 0.7 0.7 0.7
はくさい 20 7.3 129.2 37.2 121.2 157.7
キャベツ 4 0.495 11.9 5.7 9.4 11.8
芽キャベツ 4 0.495 0.0 0.0 0.0 0.0
ケール 20 7.3 1.5 0.7 0.7 1.5
こまつな 20 7.3 36.5 13.1 46.7 46.7
きょうな 20 7.3 16.1 2.9 10.2 19.7
チンゲンサイ 20 7.3 13.1 5.1 13.1 13.9
カリフラワー 4 0.495 0.2 0.1 0.0 0.2
ブロッコリー 4 0.495 2.6 1.6 2.7 2.8
その他のあぶらな科野菜 20 7.3 24.8 4.4 5.8 35.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
サルシフィー 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 2 0.56 0.1 0.1 0.1 0.1
チコリ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
エンダイブ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
しゅんぎく 20 7.3 11.0 2.2 19.0 18.3
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 6.98 67.0 30.7 79.6 64.2
その他のきく科野菜 30 6.98 10.5 0.7 4.2 18.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 0.717 6.7 2.7 4.9 7.7
にら 3 0.717 1.4 0.6 1.3 1.5
アスパラガス 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のゆり科野菜 3 0.717 0.4 0.1 0.1 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.08 0.02 0.4 0.3 0.5 0.4
パースニップ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 15 6.41 0.6 0.6 0.6 1.3
セロリ 15 6.41 7.7 3.8 1.9 7.7
みつば 15 6.41 2.6 0.6 0.6 3.2
その他のせり科野菜 15 6.41 1.3 0.6 1.9 1.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.6 0.066 2.1 1.3 2.1 2.4
ピーマン 1 0.28 1.3 0.6 2.1 1.4
なす 0.7 0.135 1.6 0.3 1.4 2.3
その他のなす科野菜 20 7.3 8.0 0.7 8.8 8.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.065 1.3 0.6 0.9 1.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.065 0.6 0.2 0.5 0.8
しろうり 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.1
すいか（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.5 0.4 0.9 0.7
メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.2 0.2 0.3 0.3
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 20 7.3 19.7 8.8 4.4 24.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 7.3 93.4 43.1 103.7 127.0
オクラ 0.7 0.21 0.3 0.2 0.3 0.4
しょうが 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 2 0.545 0.9 0.3 0.1 1.3
未成熟いんげん 0.8 0.16 0.4 0.2 0.0 0.5
えだまめ 0.7 0.19 0.3 0.2 0.1 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.066 0.0 0.0 0.1 0.0
しいたけ 0.6 0.066 0.4 0.2 0.2 0.5
その他のきのこ類 0.6 0.066 0.7 0.3 0.7 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 7.3 97.8 46.0 73.7 102.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.06 1.1 1.0 0.0 1.6
なつみかんの果実全体 0.7 0.06 0.1 0.0 0.3 0.1
レモン 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.06 0.4 0.9 0.8 0.3
グレープフルーツ 0.7 0.06 0.3 0.1 0.5 0.2
ライム 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.7 0.06 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 0.26 6.3 8.0 4.9 8.4
日本なし 1 0.072 0.5 0.2 0.7 0.6
西洋なし 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
マルメロ 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 0.07 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 3 0.195 0.7 0.7 1.0 0.9
ネクタリン 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.1
すもも（プルーンを含む。） 3 0.195 0.2 0.1 0.1 0.2
うめ 1 0.2 0.3 0.1 0.1 0.4
おうとう（チェリーを含む。） 3 0.195 0.1 0.1 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 0.119 0.6 0.9 0.6 0.7
ラズベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブルーベリー 3 0.181 0.2 0.1 0.1 0.3
クランベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 3 0.99 0.1 0.1 0.2 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 0.28 2.4 2.3 5.7 2.5
かき 0.3 0.06 0.6 0.1 0.2 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.145 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 0.119 0.1 0.0 0.1 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
ごまの種子 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0
べにばなの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.3 0.049 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 2 0.295 1.7 1.1 1.6 1.4
その他のオイルシード 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

茶 80 24.5 161.7 24.5 90.7 230.3
コーヒー豆 0.4 0.152 0.5 0.0 0.0 0.4
カカオ豆 0.08 0.008 0.0 0.0 0.0 0.0
ホップ 40 10.9 1.1 1.1 1.1 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 20.95 2.1 2.1 2.1 4.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 12.53 11.3 3.8 1.3 17.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.3 2.7 2.0 3.0 1.9

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.18 0.3 0.1 0.9 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.05 0.006 1.6 2.0 2.2 1.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.08 0.028 0.6 0.4 0.6 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 0.099 4.1 3.3 4.8 3.8
魚介類 0.05 0.016 1.5 0.6 0.9 1.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 1243.5 642.4 1231.1 1440.0
ADI比（％） 1.5 2.6 1.4 1.7

米（玄米をいう。）の暴露評価には、国際基準における「Rice（籾米）」のSTMRから基準値と同様の手法で算出した数値

を用いた。

牛の脂肪及び肝臓のSTMRは、米国での肉牛における最大飼料由来負荷72.6 ppmを用いて算出した。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

筋肉 0.009
脂肪　0.2

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比
率をそれぞれ80％、20％として試算した。

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定
残留濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量
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農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：せり科葉菜類(パセリを除く)及びパセ

リ) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 
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食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 
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● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  国立医薬品食品衛生研究所薬品部長 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

クロラントラニリプロール

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1

#N/A#N/A小麦 6

大麦 6

ライ麦 6

とうもろこし 0.05

そば 6

その他の穀類注1） 6

#N/A#N/A大豆 0.2

小豆類注2） 0.7

えんどう 0.3

そら豆 0.3

らっかせい 0.06

その他の豆類注3） 0.3

#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05

かんしょ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05

こんにゃくいも 0.02

その他のいも類注4） 0.02

#N/A#N/Aてんさい 0.02

さとうきび 14

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40

かぶ類の根 0.2

かぶ類の葉 20

西洋わさび 0.02

クレソン 20

はくさい 20

クロラントラニリプロールについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定するこ
とが適当である。

今回残留基準を設定する「クロラントラニリプロール」の規制対象は、クロラントラニリプ
ロールとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aキャベツ 4

芽キャベツ 4

ケール 20

こまつな 20

きょうな 20

チンゲンサイ 20

カリフラワー 4

ブロッコリー 4

その他のあぶらな科野菜注5） 20

#N/A#N/Aごぼう 0.02

サルシフィー 0.02

アーティチョーク 2

チコリ 30

エンダイブ 30

しゅんぎく 20

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30

その他のきく科野菜注6） 30

#N/A#N/Aねぎ（リーキを含む。） 3

にら 3

アスパラガス 0.1

その他のゆり科野菜注7） 3

#N/A#N/Aにんじん 0.08

パースニップ 0.02

パセリ 15

セロリ 15

みつば 15

その他のせり科野菜注8） 15

#N/A#N/Aトマト 0.6

ピーマン 1

なす 0.7

その他のなす科野菜注9） 20

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3

しろうり 0.3

すいか（果皮を含む。） 0.3

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3

まくわうり（果皮を含む。） 0.3



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aその他のうり科野菜注10） 20

#N/A#N/Aほうれんそう 20

オクラ 0.7

しょうが 0.05

未成熟えんどう 2

未成熟いんげん 0.8

えだまめ 0.7

#N/A#N/Aマッシュルーム 0.6

しいたけ 0.6

その他のきのこ類注11） 0.6

#N/A#N/Aその他の野菜注12） 20

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.7

なつみかんの果実全体 0.7

レモン 0.7

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7

グレープフルーツ 0.7

ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注13） 0.7

#N/A#N/Aりんご 1

日本なし 1

西洋なし 1

マルメロ 1

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4
#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 3

ネクタリン 3

あんず（アプリコットを含む。） 3

すもも（プルーンを含む。） 3

うめ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3
#N/A#N/Aいちご 1

ラズベリー 2

ブラックベリー 2

ブルーベリー 3

クランベリー 3

ハックルベリー 3

その他のベリー類果実注14） 3
#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aぶどう 1

かき 0.3
#N/Aアボカド 0.5
#N/A#N/Aその他の果実注15） 1
#N/A#N/Aひまわりの種子 2

ごまの種子 0.3

べにばなの種子 2

綿実 0.3

なたね 2

その他のオイルシード注16） 0.3
#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02

ペカン 0.02

アーモンド 0.02

くるみ 0.02

その他のナッツ類注17） 0.02
#N/A#N/A茶 80

コーヒー豆 0.4

カカオ豆 0.08

ホップ 40
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス注18） 90
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ注19） 25
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注20）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.3

豚の肝臓 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2

豚の腎臓 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分注21） 0.2

豚の食用部分 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A乳 0.05
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.02

その他の家きん注22）の筋肉 0.02

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.08

その他の家きんの脂肪 0.08

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.07

その他の家きんの肝臓 0.07

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.07

その他の家きんの腎臓 0.07

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.07

その他の家きんの食用部分 0.07
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2

その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A



注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類（やつがしらを含
む。）、かんしょ、やまいも（長いもをいう。）及びこんにゃくいも以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。

注2）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア
豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及
びスパイス以外のものをいう。

注16）「その他のオイルシード」とは、オイルシードのうち、ひまわりの種子、ごまの種
子、べにばなの種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをいう。

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、
かぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の
ものをいう。

注11）「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、マッシュルーム及びしいたけ以外のも
のをいう。

注12）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注13）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注14）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラッ
クベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

注15）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プ
ルーンを含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、
バナナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。

注17）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド
及びくるみ以外のものをいう。



注18）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに
く、とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注19）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注20）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注21）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注22）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



 令和７年 11 月 28 日開催部会 

クロラントラニリプロール 

 
今般の残留基準の検討については、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく適用拡

大申請に伴う基準値設定依頼が農林水産省からなされたことから、農薬・動物用医薬品部

会（以下「本部会」という。）において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものであ

る。 

なお、本報告では、今般提出された作物残留試験成績に基づき、前回審議からの変更点

をとりまとめる。また、今般の基準値設定依頼に当たって、毒性や代謝に関する新たな知

見の提出がなく、既存の食品健康影響評価の結果に影響はないと考えられることから、本

部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要請を行

うこととしている。 

 

１．概要 

（１）品目名：クロラントラニリプロール[ Chlorantraniliprole (ISO) ] 

（２）分 類（用途）：農薬（殺虫剤） 

（３）化学名、CAS番号、構造式及び物性：変更なし（添付資料1参照） 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1、海外における適用の範囲及び

使用方法は別紙1-2～1-4のとおり。なお、今般の基準値設定依頼にかかる新たな適用の範

囲及び使用方法は網掛けとしている。 

 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲、りんご、レタス、トマト及び綿で実施されており、可食部で

の主要残留物は親化合物で、10%TRR注）以上認められた代謝物はなかった。 

 
注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、産卵鶏の筋肉以外の組織並

びに乳及び卵で親化合物の残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝

物は、代謝物C（産卵鶏の卵黄）、代謝物D（泌乳山羊の乳）、代謝物E（産卵鶏の卵黄）、

代謝物G（泌乳山羊の乳）及び代謝物N（産卵鶏の卵白）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

C IN-H2H20 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-[[(ヒドロキシメチル)アミノ]カルボニ

ル]-6-メチルフェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール

-5-カルボキサミド 

 

 

添付資料



【代謝物略称一覧】（つづき） 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

D IN-HXH44 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[(メチルアミノ)カ

ルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-

カルボキサミド 

E IN-K7H29 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-8-(ヒドロキシメチル)-4(3H)-キナゾリノン 

G IN-K9T00 

3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[((ヒドロキシメチ

ル)アミノ)カルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-

ピラゾール-5-カルボキサミド 

M IN-F9N04 
N-[2-(アミノカルボニル)-4-クロロ-6-メチルフェニル]-3-ブロモ-

1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド 

N IN-GAZ70 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-8-メチル-4(3H)-キナゾリノン 

O IN-EQW78 
2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-

6-クロロ-3,8-ジメチル-4(3H)-キナゾリノン 

          

４．作物残留試験 

  今回追加のあった分析法については以下のとおり。 

（１）分析の概要 

【国内】 

①  分析対象物質 

・クロラントラニリプロール 

 

②  分析法の概要 

試料からアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、酢酸エチルに転溶後、液

体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計(LC-MS/MS)で定量する。 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリル・水(4：1)混液で抽出し、トリメ

チルアミノプロピルシリル化シリカゲル（SAX）カラム及びスチレンジビニルベン

ゼン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、ろ過・濃縮後、0.5 mol/L リン酸

緩衝液（pH 7.0）に転溶する。オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）カラム及

びグラファイトカーボン/アミノプロピルシリル化シリカゲル（NH2）積層カラム

を用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、酢酸エチルに転溶する。

グラファイトカーボン/SAX/エチレンジアミン-N-プロピルシリル化シリカゲル

（PSA）積層カラムを用いて精製した後、液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-

MS）で定量する｡  

または、必要に応じて試料を水で膨潤後、アセトニトリルで抽出し、塩化ナト

リウム及びリン酸緩衝液による塩析並びにn-ヘキサン洗浄を行う。グラファイト

カーボン/SAX/PSA積層カラム及び必要に応じてグラファイトカーボン/NH2/シリ

カゲル積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、グラフ

ァイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、LC-



MS/MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、塩化ナトリウム及びリン酸緩衝液

を加えて塩析する。グラファイトカーボン/SAX/PSA積層カラムを用いて精製した

後、LC-MS/MSで定量する｡  

または、試料からアセトンで抽出し、C18カラム、スチレンジビニルベンゼン共

重合体カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、紫外分光光度型検出器

付き高速液体クロマトグラフ(HPLC-UV)で定量する。 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、LC-MSで定量する｡ 

または、試料からアセトニトリルで抽出し、グラファイトカーボン/PSA積層カ

ラム又はグラファイトカーボン/NH2積層カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで

定量する｡  

あるいは、試料に水を加えアセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、

グラファイトカーボン/NH2積層カラム及びフロリジルカラムを用いて精製した後、

HPLC-UVで定量する。 

 

定量限界 0.01～0.05 mg/kg 

 

 【海外】 

変更なし（添付資料1参照） 

 

（２）作物残留試験結果 

国内作物残留試験については、レタス等の試験成績を追加した。試験成績の概要を別

紙2-1に示す。 

海外作物残留試験成績の概要については、別紙2-2～2-4を参照。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

変更なし（添付資料1参照） 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

  変更なし（添付資料1参照） 
 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

先の審議の際に、食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基

づき、食品安全委員会あて意見を求めたクロラントラニリプロールに係る食品健康影響評

価において、クロラントラニリプロールのADIを1.5 mg/kg体重/日、ARfDは設定の必要な

しと評価されている。 

 

８．諸外国における状況 

  変更なし（添付資料1参照） 

  なお、国際基準は、2021年及び2023年にアボカド、茶等に基準値が設定されている。 

   

９．残留規制 

（１）残留の規制対象：変更なし 

クロラントラニリプロールとする。 



農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。いくつかの代謝物が10%TRR以上認められたが、分析の指

標としては親化合物のみで十分であると考えられる。 

これらのことから、規制対象はクロラントラニリプロールのみとする。 

 

(２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象：変更なし 

   クロラントラニリプロールとする。 

 

農産物については、植物代謝試験において可食部での主な残留物は親化合物であり、

10%TRR以上認められる代謝物はなかった。 

畜産物については、家畜代謝試験において筋肉以外のすべての組織並びに乳及び卵で

親化合物の残留が認められた。卵全体で代謝物N、乳で代謝物D及び代謝物Gが10%TRR以

上認められた。卵黄で代謝物C及び代謝物Eが10%TRR以上認められたが、卵全体では

10%TRR未満であった。家畜残留試験においては、乳牛では高投与量以外では親化合物が

主要な残留物だが、産卵鶏では親化合物より代謝物の残留量が多い組織もみられた。し

かしながら、JMPR評価書によれば、いずれの代謝物も毒性面での懸念はなく、親化合物

も代謝物も生体内から急速に消失し、毒性も低いと考えられる。 

以上のことに加え、JMPRの評価において、農産物及び畜産物の暴露評価対象はクロラ

ントラニリプロールのみであることを踏まえ、暴露評価対象はクロラントラニリプロー

ルのみとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物、畜産物及び魚介類中

の暴露評価対象物質をクロラントラニリプロール(親化合物のみ)としている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注) 

国民全体（1歳以上） 1.5 

幼小児（1～6歳） 2.6 

妊婦 1.4 

高齢者（65歳以上） 1.7 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

1.5% WP
配合剤1

ペースト肥料に混
合し側条施肥田植
機で施用する。

500 g/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤2

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤3

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤4

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤5

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤6

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤7

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤8

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤9

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤10

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤11

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤12

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤13

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

0.75% GR
配合剤14

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg当たり

原液4～7 mL
は種前浸種前 － 1回

1.0% GR
育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植当日 － 1回

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

は種時

は種時～出芽時
ただし、移植
15日前まで

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

稲 1回

稲(箱育苗) 1回

0.75% GR

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌
約5 L)1 箱当たり50～

100 g) － 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

25.0% WP
配合剤15

土壌灌注

1000倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液1 L

1回

500倍

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5

L)1箱当たり
希釈液500 mL
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤2

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤5

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤3

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤4

育苗箱の上から均
一に散布する。

0.75% GR
配合剤6

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 － 1回

0.75% GR
配合剤7

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日 － 1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～
移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時(覆土前)

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時(覆土前)～
移植当日

は種時覆土前

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

0.75% GR
配合剤9

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)1箱当た

り50 g

0.75% GR
配合剤10

本剤の所定量を育
苗箱の床土に均一

に混和する。

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤8

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

は種前 － 1回

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

は種前 － 1回

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

移植当日

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤12

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤13

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤11

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤14

移植7日前～
移植当日

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤16

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤17

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)1箱当た

り50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土後～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時覆土後～
移植当日

は種時覆土後～
緑化始期

移植当日

緑化期～移植当日

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤18

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－

0.75% GR
配合剤19

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤20

育苗箱の床土に均
一に混和する。

は種前 － 1回

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前 － 1回

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g) － 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤21

育苗箱の上から均
一に散布する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

0.75% GR
配合剤22

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

は種時覆土前

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

移植3日前～
移植当日

移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植当日

育苗培土に均一に
混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤26

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～当日 － 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植3日前～移植

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

緑化期～移植当日

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－ 1回

0.75% GR
配合剤24

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤25

育苗箱の床土に均
一に散布する。

は種時覆土前 － 1回

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤23

0.75% GR
配合剤27

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

0.75% GR
配合剤28

育苗箱の苗の上か
ら均一に散布

する。

移植3日前～
移植当日

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

移植3日前～
移植当日

移植当日

緑化期～移植当日

育苗箱の床土に均
一に混和する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種前 － 1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

－ 1回

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

は種時覆土前～
移植当日

移植3日前～
移植当日

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

移植3日前～
移植当日

0.75% GR
配合剤11

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

0.75% GR
配合剤12

は種同時施薬機を
用いて土中施用

する。
1 kg/10 a は種時 － 1回

直播水稲 50.0% SC
種子吹き付け処理

又は塗沫処理
乾燥種もみ1 kg

当たり原液4～7 mL
は種前 － 1回 1回

50.0% SC 塗沫処理
乾燥種子1000粒

当たり原液1.5～2.5 mL
は種前 － 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

20倍 1～2 L/10 a

16倍 1.6 L/10 a

稲(箱育苗)

0.75% GR
配合剤29

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一

に散布する。

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

－

－

0.75% GR
配合剤33

育苗箱の上から均
一に散布する。

－

1回

育苗箱の上から均
一に散布する。

高密度には種する場合
は1 kg/10 a(育苗箱(30
×60×3 cm、使用土壌

約5 L)1箱
当たり50～100 g)

－ 1回

育苗箱(30×60×3 cm、
使用土壌約5 L)
1箱当たり50 g

1回

1回

0.75% GR
配合剤30

0.75% GR
配合剤31

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

0.75% GR
配合剤32

育苗箱の床土又は
覆土に均一に混和

する。
は種前

1回

湛水直播水稲 1回

とうもろこし
4回以内(は種前の塗
沫処理は1回以内、
は種後は3回以内)

5.0% SC
無人航空機に

よる散布
収穫前日まで 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫7日前まで 0.8 L/10 a 2回以内

あずき 5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

豆類(種実、ただ
し、だいず、あず
き、らっかせいを

除く)

5.0% SC 散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000～4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16倍 収穫前日まで 0.8～1.6 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

てんさい 5.0% SC 散布 4000～5000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 5000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

50倍 収穫30日前まで 2.4 L/10 a 3回以内

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

6 kg/10 a

4～6 kg/10 a

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫30日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

はつかだいこん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 1回 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

かぶ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

クレソン
(土耕栽培)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

かんしょ

5.0% SC

3回以内

やまのいも 5.0% SC 3回以内

だいず 5.0% SC 2回以内

さといも 5.0% SC 3回以内

－ 1回

だいこん

5.0% SC

3回以内

さとうきび

10.0% SC

4回以内(粒剤は1回
以内、水和剤は

3回以内)
0.50% GR

株元散布
生育期 ただし最終

培土まで
－ 1回

植溝土壌混和 植付時
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土
壌約1.5～4 L)当たり50

g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

はくさい

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

非結球はくさい 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

500倍
苗地床1 ㎡
当たり2 L

100倍

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土
壌約1.5～4 L)当たり

50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

1000倍
は種時～育苗期

後半
苗地床1 ㎡
当たり2 L

200倍
育苗期後半～

定植当日
セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

キャベツ

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は3回

以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

灌注 1回

カリフラワー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

ブロッコリー

5.0% SC

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

茎ブロッコリー 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)

タアサイ 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

非結球あぶらな科
葉菜類(タアサ

イ、非結球はくさ
い、なばな類

を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000倍

1000～2000倍

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

本剤の所定量をセ
ル成型育苗トレイ
又はペーパーポッ
トの上から均一に

散布する。

セル成型育苗トレイ1箱
又はペーパーポット1冊
(約30×60 cm、使用土

壌約1.5～4 L)
当たり50 g

育苗期後半～
定植当日

－ 1回

散布 4000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

レタス類

なばな類

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、散布は

3回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

0.50% GR

8.7% SC
配合剤36

レタス
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

ふき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ふき(ふきのとう) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫120日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫3日前まで 1～2 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

灌注 100倍 定植前日～定植時

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー
ポット1冊(30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

アスパラガス 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

らっきょう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 2回以内

5.0% SC 散布 2000倍 収穫7日前まで 100～300 L/10 a 1回

8.7% SC
配合剤36

灌注 200倍
育苗期後半～

定植当日

セル成型育苗トレイ
1箱又はペーパー

ポット1冊(約30×60
cm、使用土壌約1.5

～4 L)
当たり0.5 L

1回

せり科葉菜類
(パセリを除く)

5.0% SC 散布 2000倍

収穫7日前まで ただ
し、みつばの伏せ込
み栽培は伏せ込み前

まで

100～300 L/10 a 1回 1回

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、
定植後の処理は

3回以内)

ねぎ

5.0% SC

4回以内(灌注は1回
以内、定植後の
処理は3回以内)

にんじん 5.0% SC 2回以内

非結球レタス

パセリ

2回以内(灌注は1回
以内、散布は

1回以内)
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

灌注 100倍
育苗期後半～

定植当日
1株当たり25 mL 1回

2000倍

1000～2000倍

200倍 1株当たり50 mL

100～200倍 1株当たり25 mL

0.50% GR 株元散布 1 g/株
育苗期後半～

定植時
－ 1回

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

ズッキーニ 5.0% SC 散布 1000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

すいか 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

5.0% WP
配合剤34

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

とうがん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

にがうり 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ほうれんそう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

育苗期後半～
定植当日

1回

ミニトマト 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)灌注

育苗期後半～
定植当日

1回

トマト

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
3回以内)

灌注

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

とうがらし類 5.0% SC
4回以内(灌注は1回

以内、散布は
3回以内)

ピーマン 5.0% SC
3回以内(灌注は1回

以内、散布は
2回以内)

なす

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内

3回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
2回以内)

4回以内(定植時まで
の処理は1回以内、

散布は
3回以内)

灌注
育苗期後半～

定植当日
1回

メロン 3回以内

きゅうり

5.0% SC

散布 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

20倍 収穫前日まで 1～2 L/10 a 3回以内

さやえんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

さやいんげん 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

実えんどう 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

散布 4000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内

無人航空機
による散布

16～32倍 収穫3日前まで 0.8 L/10 a 3回以内

アマランサス(茎
葉)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

えごま(葉) 5.0% SC 散布 2000倍 収穫3日前まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

エンサイ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

つるむらさき 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

モロヘイヤ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

未成熟ささげ 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

未成熟そらまめ 5.0% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

りんご 10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 2500～5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内

あんず 10.0% SC 散布 2500倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

2500～5000倍

2500倍

2500～5000倍

2500倍

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内

えだまめ 5.0% SC 3回以内

なし 3回以内

もも 2回以内

オクラ 5.0% SC 3回以内

しょうが 5.0% SC 3回以内

ネクタリン 2回以内

すもも 10.0% SC 散布 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

3回以内うめ

10.0% SC 散布 収穫14日前まで 200～700 L/10 a 3回以内
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
クロラントラニリプ

ロールを含む
農薬の総使用回数

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（国内）

2025年9月18日時点版

2500～5000倍

2500倍

いちご 5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

ふさすぐり 10.0% SC 散布 2500倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 2回以内 2回以内

ぶどう 10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

10.0% SC 散布 5000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

4.0% WP
配合剤35

散布 2000倍 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内

ごま 5.0% SC 散布 2000倍 収穫14日前まで 100～300 L/10 a 2回以内 2回以内

2000～4000倍

2000倍

しそ科葉菜類(え
ごま(葉)を除く)

5.0% SC 散布 2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

おうとう 10.0% SC 散布 収穫前日まで 200～700 L/10 a 3回以内 3回以内

WP：水和剤
GR：粒剤
SC：フロアブル
配合剤1：48.0%プロベナゾール
配合剤2：0.75%トリフルメゾピリム
配合剤3：0.75%トリフルメゾピリム・10.0%プロベナゾール

かき 3回以内

茶 10.0% SC 散布 摘採3日前まで 200～400 L/10 a 1回 1回

配合剤10：12.0%チアジニル
配合剤11：24.0%プロベナゾール
配合剤12：3.0%チフルザミド・24.0%プロベナゾール
配合剤13：3.0%ピメトロジン・10.0%プロベナゾール
配合剤14：6.0%ジノテフラン・4.0%トルプロカルブ
配合剤15：12.5%アミスルブロム

配合剤4：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル
配合剤5：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス
配合剤6：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トルプロカルブ
配合剤7：0.75%トリフルメゾピリム・4.5%シメコナゾール・4.0%トルプロカルブ
配合剤8：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル
配合剤9：0.75%トリフルメゾピリム・6.0%チアジニル・3.0%チフルザミド

配合剤22：12.0%イソプロチオラン
配合剤23：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル
配合剤24：2.0%イミダクロプリド・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤25：20.0%プロベナゾール
配合剤26：3.0%チフルザミド・4.0%トリシクラゾール
配合剤27：3.0%ピメトロジン

配合剤16：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・2.0%ペンフルフェン
配合剤17：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%イソチアニル・4.0%フラメトピル
配合剤18：0.75%トリフルメゾピリム・2.0%ジクロベンチアゾクス・1.5%フルキサピロキサド
配合剤19：0.75%トリフルメゾピリム・4.0%トリシクラゾール
配合剤20：1.5%クロチアニジン・2.0%イソチアニル
配合剤21：1.5%クロチアニジン・2.0%イソチアニル・4.0%フラメトピル

配合剤34：2.0%エマメクチン安息香酸塩
配合剤35：15.0%ジノテフラン
配合剤36：17.5%チアメトキサム
今回基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。
－：規定されていない項目

配合剤28：3.0%ピメトロジン・3.0%チフルザミド・10.0%プロベナゾール
配合剤29：3.0%ピメトロジン・6.0%チアジニル
配合剤30：4.0%トリシクラゾール
配合剤31：5.0%ベンフラカルブ
配合剤32：6.0%ジノテフラン
配合剤33：6.0%ベンフラカルブ・10.0%プロベナゾール



（別紙1-2）

作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

穀類
(とうもろこし及び稲を

除く。)
（Group 15）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

とうもろこし 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

さとうきび 18.4% SC 散布 収穫14日前まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

散布

植付時土壌処理

滴下処理

鱗茎野菜類
（Subgroup 3-07A

及び3-07B)
18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内

0.2 lb
ai/acre

根菜類 18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

仁果類
（Group 11-10)

35% WG 散布
収穫5日前まで
(mayhawは収穫
14日前まで)

0.055～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

核果類
（Group 12-12)

35% WG 散布 収穫10日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ケインベリー類
（Subgroup 13-07A)

35% WG 散布 収穫3日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

ブッシュベリー類
（Subgroup 13-07B)

35% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

オイルシード類
（Group 20）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.026～0.098 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

ナッツ類
（Group 14-12)

35% WG 散布 収穫10日前まで 0.044～0.099 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

コーヒー豆 35% WG 散布 収穫7日前まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

カカオ豆 35% WG 散布 収穫前日まで 0.066～0.099 lb ai/acre 3回以内
0.2 lb
ai/acre

スパイス類
（Subgroup 19B）

18.4% SC 散布 収穫前日まで 0.045～0.065 lb ai/acre 4回以内
0.2 lb
ai/acre

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（米国）

あぶらな属野菜
（Subgroup 5A及び5B)

18.4% SC 収穫3日前まで 0.045～0.098 lb ai/acre

4回以内
(滴下処理は2回以
内、ただし既に植
付時土壌処理を

行っている場合は
1回以内)

0.2 lb
ai/acre

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m2）

SC：フロアブル

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）

lb：ポンド（1 lb = 0.45359237 kg）
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数

緑豆 35% WG 散布 収穫14日前まで 22.5 g ai/ha 2回以内

ai：active ingredient（有効成分）

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（豪州）

WG：顆粒水和剤
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作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たりの使用量 使用回数
栽培期間中の

総使用量

アボカド 35% WG 散布 収穫14日前まで 3.15 g ai/100 L 2回以内 94.5 g ai/ha

クロラントラニリプロールの適用の範囲及び使用方法（ニュージーランド）

WG：顆粒水和剤

ai：active ingredient（有効成分）



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

119 圃場A：<0.01

137 圃場B：<0.01

121 圃場A：<0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：<0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

121 圃場A：0.01

128 圃場B：<0.01

134 圃場C：0.01

139 圃場D：<0.01

146 圃場E：<0.01

147 圃場F：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

78 圃場A：<0.01

80 圃場B：<0.01

92 圃場C：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

191～200 L/10 a 圃場B：<0.01

4000倍 散布 圃場A：0.02 (#)

200 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 (#)

圃場B：<0.01 (#)

圃場C：<0.01 (#)

圃場D：<0.01 (#)

圃場A：<0.01 

圃場B：<0.01 

圃場C：<0.01 

圃場D：<0.01 

16倍 0.8 L/10 a 圃場A：0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：0.01

4000倍 散布 圃場A：<0.01

180,183 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

166,200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

180,175 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

16倍 1.6 L/10 a 圃場A：<0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

195,200 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：<0.01 (#)

222,243 L/10 a 圃場B：<0.01 (#)

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：1.66

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：1.00

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：<0.01

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：6.62 (1回,3日)

200 L/10 a 圃場B：6.50

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：2.98

200 L/10 a 圃場B：3.28

2000倍 散布 圃場A：0.02 (3回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.03

水稲
（玄米）

3 50% SC
2.5 mL原液/種子1000粒

塗抹処理
1

未成熟とうもろこ
し(子実)

6 50% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

水稲
（籾米）

6

1,3,7

2
0.50% GR
+10.0% SC

1+3 30,45,60

2 5.0% SC 3

1,3,7

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

50% SC
7 mL原液/1 kg 乾燥種籾

塗抹処理
1

2 5.0% SC 3

1,3,7,14

1,3,7,14

7,14,21

2 1,3,75.0% SC 3

1,3,7,14

5.0% SC

2 3

2

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

1,3,7

2 3 1,3,7

かんしょ
（塊根）

かぶ
（根部）

かぶ
（葉部）

2 5.0% SC 3

はつかだいこん
（茎部）

2 5.0% SC 1

だいこん
（根部）

だいず
（乾燥子実）

いんげんまめ
（乾燥子実）

2 5.0% SC 2

とうもろこし
(乾燥子実)

2 5.0% SC 3

24

2

5.0% SC

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2 1.0% GR
50 g/箱

育苗箱処理
1

◎

2 3 7,14,21

◎

◎

2 7,14,21

4
4000倍 散布

177～189 L/10 a
3 7,14,21

4000倍 散布
177～200 L/10 a

　
さとうきび

（茎）

はつかだいこん
（根部）

2 5.0% SC 1

さといも
（塊茎）

だいこん
（葉部）

2 5.0% SC 3

やまのいも
（塊茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7

2 5.0% SC 3 30,45,60

◎

3

7,14,21

1,3,7

6 kg株元 散布+
5000倍散布

278,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01

2000倍散布 圃場A：3.08

200 L/10 a 圃場B：1.22

圃場A：0.22（4回,3日)

圃場B：0.30（4回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.09（4回,3日)

圃場A：0.24

圃場B：1.69

圃場A：0.08（4回,3日)

圃場B：0.08（4回,3日)

圃場C：0.04

圃場D：0.53

圃場A：0.31 (4回,3日)

圃場B：0.32

2000倍 散布 圃場A：3.04（2回,3日)

150,200 L/10 a 圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：5.76

200 L/10 a 圃場B：1.02

2000倍 散布 圃場A：0.46

180,200 L/10 a 圃場B：1.56

2000倍 散布 圃場A：0.24（3回,3日)

300,210 L/10 a 圃場B：<0.01

圃場A：0.22

圃場B：0.18

圃場A：0.19（4回,3日)

圃場B：0.10（4回,3日)(#)

圃場A：0.60（4回,1日)(#)

圃場B：0.34（4回,1日)(#)

圃場A：0.25

圃場B：0.26

圃場A：0.35

圃場B：0.66

圃場A：0.54

圃場B：0.52

圃場A：2.73

圃場B：2.70

100倍 圃場A：<0.02 (1回,82日)

500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注 圃場B：<0.02 (1回,82日)

圃場A：1.00

圃場B：0.50

圃場A：0.72 

圃場B：0.53 

圃場A：2.51 (4回,7日)

圃場B：0.46 (4回,3日)

圃場A：1.24

圃場B：0.69

圃場A：2.24

圃場B：1.34

圃場A：1.91 (4回,3日)

圃場B：1.22

2000倍 散布 圃場A：1.83

200 L/10 a 圃場B：6.70

圃場A：6.98 ◎

圃場B：8.46

0.50% GR
+5.0% SC

1+35.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300,202
L/10 a

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
2000倍 散布

278～292,250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

なばな
（茎葉）

2
8.7% SC
+5.0% SC

200倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍 散布

200,250～300 L/10 a
1+3 1,3,7

カリフラワー
（花蕾）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
267,250,271 L/10 a

1+3 1,3,7,14

みずな
（茎葉）

2 5.0% SC 2

タアサイ
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,3,7,14

はなっこりー
（茎葉）

2

レタス
（茎葉）

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
223,250～300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

2

5.0% SC

100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+1000倍 散布

199～203,197～201 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
250,300 L/10 a

1+3

茎ブロッコリー
（花蕾及び花茎）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,240～260 L/10 a

1+3 1,3,7

1,3,7,14

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

273,160～250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

ブロッコリー
（花蕾）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,70～150 L/10 a

はくさい
（茎葉）

4 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3

3,7,14,21

チンゲンサイ
（茎葉）

2 5.0% SC 2 1,3,7,14,21

こまつな
（茎葉）

2

キャベツ
(葉球)

4

1 g/株 植穴処理+
2000倍 散布

231,281 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0% SC 2 1,3,7,14,21

3,7,14,21

1,3,7,14

2

クレソン
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

てんさい
（根部）

3 5.0% SC
4000倍 散布
200 L/10 a

2 1,7,14,21

1+3 3,7,14,21

1,3,7,14,21

1,3,7,14,21

あすっこ
（花・花茎）

2 5.0% SC 1 82,89,96

2
0.50% GR
+5.0% SC

1 g/株 植穴処理
+1000倍 散布

250～258,278～279 L/10 a
1+3 1,3,7,14

リーフレタス
（茎葉）

2

5.0% SC

2

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
150,193.3 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ひろしまな
（茎葉）

2 5.0% SC
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：2.40 (2回,3日)

200 L/10 a 圃場B：2.31

圃場A：5.82 

圃場B：8.63 

2000倍 散布 圃場A：0.19

300 L/10 a 圃場B：0.29

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.19

200 L/10 a 圃場B：0.61

圃場A：0.09

圃場B：0.26

2000倍 散布 圃場A：0.02

200 L/10 a 圃場B：0.02

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：5.62

200,397  L/10 a 圃場B：6.10 (#)

圃場A：7.72 (2回,14日）

圃場B：5.10

2000倍 散布 圃場A：1.98

176,183 L/10 a 圃場B：1.18

圃場A：0.04 (4回,7日)

圃場B：0.16

圃場A：0.10 (4回,3日)

圃場B：0.06

圃場A：0.21

圃場B：0.35

圃場A：0.05

圃場B：0.22

圃場A：1.12 (4回,1日)

圃場B：2.50 (4回,1日)

圃場A：1.04 (4回,1日)

圃場B：1.26 (4回,1日)

圃場A：0.04

圃場B：0.06

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.29

300 L/10 a 圃場B：0.12

2000倍 散布 圃場A：0.06注2）

300 L/10 a 圃場B：0.04注2）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200,250～251 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.54 (3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.48 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.10注3）(3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.10注3）

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.12 (3回,3日）

300 L/10 a 圃場B：0.47

2000倍 散布 152.4, 圃場A：3.99 (3回,14日)

182.65～182.86 L/10 a 圃場B：3.99

2000倍 散布 圃場A：0.15

280,225～275 L/10 a 圃場B：0.27

2000倍 散布 圃場A：0.01 (3回,7日)

166,178～180 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.26

200,181 L/10 a 圃場B：0.13

2000倍 散布 圃場A：0.18

168～194,183 L/10 a 圃場B：0.14 (3回,7日)

4000倍 散布 圃場A：0.12

150～200,200 L/10 a 圃場B：0.26

さやいんげん
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

えだまめ
（さや）

2 5.0% SC 3 3,7,14,21

1,3,7,14

しょうが
(根茎）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

さやえんどう
（さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7

3

メロン
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

メロン
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

すいか
（果肉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

すいか
（果皮）

2 5.0% SC 3 1,3,7

きゅうり
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,300 L/10 a

1+3 1,7,14

甘長とうがらし
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
180,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

ししとう
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
281,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

なす
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,7,14

120,135,150

ふき
（茎葉）

1+3

ピーマン
(果実)

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200,250 L/10 a

1+2

アスパラガス
(若茎)

2 5.0% SC 3

1,7,14

1,7,14

ミニトマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+2000倍 散布
250 L/10 a

1+3 1,3,7,14

トマト
（果実）

2 5.0% SC
100倍 25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注

+1000倍 散布
200 L/10 a

1,3,7

コリアンダー
（茎葉）

2 5.0% SC 1 3 ,7,14

ねぎ
（茎葉）

2

5.0% SC

3 3,7,14,21

2
100倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+2000倍散布
192,180 L/10 a

1+3 1 ,3,7,14

らっきょう
（鱗茎）

2 5.0% SC 1 7,14,21

1+3 1,3,7,14

◎

◎

◎

◎

すいか
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

◎

◎

メロン
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

とうがん
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7

ほうれんそう
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

オクラ
(果実)

2 5.0% SC

2

◎

パセリ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 3,7,14

ふきのとう
（花穂）

2 5.0% SC 2

8.7% SC
+5.0% SC

200倍 500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注
+2000倍散布
200 L/10 a

1+1 7,14,21 ◎

にがうり
（果実）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2 5.0% SC 3 3,7,14

サラダ菜
（茎葉）

2

5.0% SC

2 1,3,7,14,21

2
100倍 500m L/ｾﾙﾄﾚｲ灌注

+1000倍 散布
193.3,200 L/10 a



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：6.80

200 L/10 a 圃場B：13.6

2000倍 散布 圃場A：6.50（2回,3日）

200 L/10 a 圃場B：3.64

2000倍 散布 圃場A：1.38

300 L/10 a 圃場B：2.20

1,3,7,14 圃場A：14.4 (2回,1日)(#)

圃場B：8.32 (2回,1日)(#)

圃場C：7.26 (2回,1日)(#)

2000倍 散布 圃場A：0.66

300 L/10 a 圃場B：0.42

1000倍 散布 圃場A：0.04

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：4.83

300 L/10 a 圃場B：3.25

圃場A：0.26 (3回,3日)

圃場B：0.10 (3回,3日)

圃場C：0.34

圃場D：0.18

圃場A：0.14 (3回,3日)

圃場B：0.15 (3回,3日)

圃場C：0.30

圃場D：0.16

5000倍 散布 圃場A：0.02 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：<0.01

360,400 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：1.38 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.59 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：1.14

360,400 L/10 a 圃場B：1.22

5000倍 散布 圃場A：0.22注4 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.10注4）(2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.18注4）

360,400 L/10 a 圃場B：0.19注4）

5000倍 散布 圃場A：0.11

400 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.62

625,400 L/10 a 圃場B：0.32 (3回,14日)

2500倍 散布 圃場A：0.04 (3回,14日)

500 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.44

313,400 L/10 a 圃場B：0.32

圃場A：0.38 (3回,3日)

圃場B：0.23 (3回,3日)

圃場C：0.12

圃場D：0.18

2000倍 散布 圃場A：0.22

200 L/10 a 圃場B：0.22

2500倍 散布 圃場A：0.88

250,111  L/10 a 圃場B：1.10 (#)

5000倍 散布 圃場A：0.13 (3回,3日)

300,500 L/10 a 圃場B：0.43 (3回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.06

500 L/10 a 圃場B：0.06 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：0.04

200 L/10 a 圃場B：0.03

2000倍 散布 圃場A：27.5

400 L/10 a 圃場B：33.8

2000倍 散布 圃場A：16.9

400 L/10 a 圃場B：19.6

2000倍 散布 圃場A：8.08

200 L/10 a 圃場B：5.86

アマランサス
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（浸出液）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

バジル
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

かき
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

茶
（荒茶）

2 10.0% SC 1 3,7,14,21

いちご
（果実）

2 5.0% SC 2 1,7,14

ぶどう
（果実）

2 10.0% SC 3 1,3,7,14

ふさすぐり
（果実）

2 10.0% SC 2 1,3,7

ごま
（種子）

2 5.0% SC

おうとう
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

700,500,417,450 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

すもも
（果実）

2 10.0% SC 3 3,7,14,21

うめ
(果実)

2 10.0% SC 3 1 ,3 ,7 ,14

3

3,7,14,21

1,3,7,14

もも
（果皮）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

もも
（果肉）

2

10.0% SC

2 3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

2 3 ,7 ,14

モロヘイヤ
（茎葉）

3 5.0% SC
2000倍 散布

480 ,420 ,750  L/10 a
2

未成熟そらまめ
（さや）

2 5.0% SC

なし
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

400,700,500 L/10 a
3

3,7,14,21

1,3,7,14

りんご
（果実）

4 10.0% SC
2500倍 散布

600,500,500,450 L/10 a

もも
（果実）

2

10.0% SC

1,3,7

えごま
（葉）

2 5.0% SC 3 1 ,3,7

つるむらさき
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

1,3,7

◎

◎

◎

◎

ネクタリン
（果実）

2 10.0% SC 2 3,7,14,21

3,7,14,21

2 3 1,3,7,14

未成熟ささげ
（未成熟さや）

2 5.0% SC 3 1,3,7,14

2

3 1,3,7,14

エンサイ
（葉茎）

2 5.0% SC 2

あんず
(果実)

2 10.0% SC 3 3,7,14,21



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（国内）

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1）

2000倍 散布 圃場A：7.76

200 L/10 a 圃場B：17.3

　GR：粒剤
　SC：フロアブル
　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注4）果肉、果皮及び種子の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%、果皮15%及び種子8%として果実全体の残留濃
度を算出した。また、種子の残留濃度は測定していないことから残留していないものとして算出した。

しそ
（茎葉）

2 5.0% SC 3 1,3,7

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

◎

注3）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉88%及び果皮12%として果実全体の残留濃度を算出した。

注2）果肉及び果皮の重量割合が不明のため、過去の作物残留試験等のデータからそれぞれの割合を果肉77%及び果皮23%として果実全体の残留濃度を算出した。

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条
件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

   表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場
合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.225(#)

圃場B：0.192(#)

圃場C：0.183(#)

圃場D：0.254(#)

圃場E：0.409(#)

圃場A：1.96(#)

圃場B：1.91(#)

圃場C：1.93(#)

圃場A：1.16(#)

圃場B：1.49(#)

圃場C：0.786(#)

圃場A：5.4

圃場B：5.315

圃場C：2.615

圃場D：0.69

圃場E：12.04

圃場F：3.635

圃場G：3.955

圃場H：0.824

圃場I：2.085

圃場J：2.075

圃場K：7.69

圃場L：4.52

圃場M：7.1

15 圃場N：2.36

13 圃場A：1.7

圃場B：3.1

圃場C：3.1

圃場D：2.8

圃場E：3.7

圃場F：2.2

圃場G：3.8

圃場A：0.64

圃場B：0.28

圃場C：0.033

圃場D：0.51

圃場E：0.48

圃場F：0.066

圃場G：0.29

圃場H：1.1

圃場I：0.75

圃場J：2.9

圃場K：2.2

1 18.4% SC 112～116 g ai/ha散布 2 4 圃場A：0.10

圃場A：0.037

圃場B：0.078

圃場C：0.077

1 18.4% SC 113～114 g ai/ha散布 2 0,1 ,3,7,10 圃場A：0.67 (2回,1日)

圃場A：0.32

圃場B：0.30

圃場C：0.40

圃場D：0.38

圃場E：0.32

圃場F：0.41

圃場G：0.35

圃場H：0.12

圃場A：0.653(#)

圃場B：0.406(#)

圃場C：0.787(#)

圃場D：1.49(#)

圃場E：0.717(#)

◎

2 3

ブロッコリー
(花蕾) 8 18.4% SC 109～116 g ai/ha散布

1

5 18.4% SC 0.199～0.203  lb ai/acre散布 2

18.4% SC

1

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

大麦

キャベツ
(外葉なし)

とうもろこし
(茎葉)

14

110～118 g ai/ha散布 2

◎

農作物
 試験
圃場数

試験条件

3

13

18.4% SC 0.098～0.104 lb ai/acre散布 2

7

3 18.4% SC

15

小麦 5 18.4% SC 0.201～0.209  lb ai/acre散布 2

ソルガム 2

キャベツ
(外葉あり)

11 18.4% SC 110～118 g ai/ha散布 2 3
◎

設定
の根
拠等

◎

14

残留濃度（mg/kg）
注）

3 18.4% SC 0.200～0.207  lb ai/acre散布 2 1

3 18.4% SC 0.200～0.202  lb ai/acre散布 1

14
0.094～0.104 lb ai/acre散布 2

ねぎ



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
 試験
圃場数

試験条件 設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注）

1 35% WG 112 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.13

圃場A：0.022

圃場B：0.056

圃場C：0.11

圃場D：0.074

圃場E：0.038

圃場F：0.010

圃場G：0.012

圃場H：0.088

圃場I：0.045

圃場J：0.093

圃場K：0.061

圃場L：0.23

圃場M：0.078

圃場A：0.073

圃場B：0.072

圃場C：0.030

1 35% WG 113～115 g ai/ha散布 2 10 圃場A：0.054

圃場A：0.033

圃場B：0.059

圃場C：0.085

圃場A：0.026

圃場B：0.070

圃場C：0.10

圃場D：0.016

圃場E：0.12

圃場F：0.13

圃場G：0.070

1 35% WG 115.71～116.13 g ai/ha散布 2 1,3 ,8 ,10,14 圃場A：0.158

1 35% WG 111.69～112.42 g ai/ha散布 2 1,3 ,8 ,11,15 圃場A：0.318

圃場A：0.0720

圃場B：0.125

圃場A：0.247

圃場B：0.144

圃場C：0.132

圃場D：0.165

圃場E：0.0639

圃場F：0.0916

圃場G：0.101

圃場H：0.0827

圃場I：0.122

圃場A：0.106

圃場B：0.891

圃場C：0.142

圃場A：0.114

圃場B：0.132

圃場C：0.101

圃場A：0.0897

圃場B：0.105

圃場C：0.309

圃場D：0.183
1 35% WG  111～112 g ai/ha散布 2 0,5 ,10,14,21 圃場A：0.004

圃場A：0.026

圃場B：0.017

圃場C：0.067

圃場D：0.066
圃場E：0.006
圃場F：0.015

圃場G：0.006

圃場H：0.007

圃場I：0.007

圃場J：0.009

圃場A：0.011

圃場B：0.022
圃場C：0.049
圃場A：0.011

圃場B：0.029

圃場C：0.076

なし
(果実)

3 35% WG 112 g ai/ha散布 2 13

7 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 14

りんご
(果実)

13 35% WG 111～118 g ai/ha散布 2 14

3 35% WG 109～113 g ai/ha散布 2 15

2

35% WG  105～112 g ai/ha散布 2

2 11

◎

もも
(果実)

35% WG
110.35～115.85 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 10

3 35% WG

29 35% WG

2 35% WG

10

110.69～112.34 g ai/ha散布 2

111.37～113.65 g ai/ha散布

4 35% WG

1010

10

10

9

すもも
(果実)

112～118 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

3 35% WG
108～111 g ai/ha散布

野菜オイル加用

10

3

3 35% WG
112.42～115.47 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2

109.77～115.87 g ai/ha散布



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-2）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
 試験
圃場数

試験条件 設定
の根
拠等

残留濃度（mg/kg）
注）

圃場A：0.11

圃場B：0.18
圃場A：0.26
圃場B：0.10

圃場C：0.056

圃場D：0.36

圃場E：0.21

圃場F：0.45

圃場A：0.15
圃場B：0.48

圃場A：0.19

圃場B：0.57

1 35% WG 0.199  lb ai/acre散布 2 1,3 ,6 ,10,15 圃場A：0.171(#)

1 35% WG 0.099～0.103 lb ai/acre散布 2 1,3,7,10 圃場A：0.0902
圃場A：0.235
圃場B：0.481
圃場C：0.482
圃場D：0.513
圃場E：0.095
圃場A：0.049

圃場B：0.436

圃場A：0.176(#)
圃場B：0.122(#)
圃場C：0.163(#)
圃場D：0.108(#)
圃場E：0.206(#)
圃場F：0.132(#)
圃場G：0.749(#)
圃場H：0.840(#)
圃場I：0.181(#)

1 1,3,6,13 圃場A：0.234(#)

1 1,3,8,14 圃場A：0.460(#)

圃場A：0.79(#)
圃場B：0.12(#)
圃場C：0.21(#)
圃場D：0.030(#)
圃場E：0.82(#)
圃場F：0.16(#)

1 35% WG 110～118 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.078

1 35% WG 110～112 g ai/ha散布 2 0,6,14,20,25 圃場A：0.34(2回,6日)

1 35% WG 112 g ai/ha散布 2 20 圃場A：0.016
圃場A：0.022

圃場B：0.029

圃場C：0.047
圃場D：0.082
圃場E：0.049
圃場F：0.13
圃場G：0.083
圃場A：0.031
圃場B：0.054
圃場C：0.081

1 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 23 圃場A：0.006

1 35% WG 112～113 g ai/ha散布 2 9 圃場A：0.015
圃場A：0.003
圃場B：0.003
圃場C：0.007
圃場D：0.014
圃場E：0.009
圃場A：0.006
圃場B：0.007
圃場C：0.004
圃場D：0.006
圃場E：0.004

1 35% WG 111～112 g ai/ha散布 2 11 圃場A：0.008
圃場A：0.098
圃場B：0.115
圃場A：0.188
圃場B：0.205
圃場A：17.6(#)
圃場B：24.3(#)

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

0.097～0.100 lb ai/acre散布 2

3

112 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

2

◎

112 g ai/ha散布
野菜オイル加用

3

ブルーベリー
(果実)

9

35% WG 0.198～0.212  lb ai/acre散布

綿実
(種子)

7 35% WG 109～114 g ai/ha散布 2 21

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

　WG：顆粒水和剤
　SC：フロアブル
ND：not dectected（検出限界0.003 mg/kg未満）

ディル
（種子）

2 18.4% SC 0.100～0.101  lb ai/acre散布 2 1

7,21

2
35% WG

コーヒー豆
(豆)

2

ひまわり
(種子)

1,3 ,7,14,21
 52.5 g ai/ha散布 3

アーモンド
(可食部)

10

22

5 35% WG 111～114 g ai/ha散布 2 10

16 18.4% SC 219～230  g ai/ha散布 1

3 35% WG 110～114 g ai/ha散布 2

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合 にのみ最大残
留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試
験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

◎

◎

◎

◎

◎

10

ペカン
(可食部) 5 35% WG 112～114 g ai/ha散布 2

2 35% WG

2

ブラックベリー
(果実)

2

10

10

9

◎

ラズベリー
(果実) 5 35% WG 0100～0.105 lb ai/acre散布 2

35% WG 112 g ai/ha散布 2

おうとう
(果実)

35% WG

111～112 g ai/ha散布 2

2

6 35% WG

1

2 35% WG

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.42(#)

圃場B：0.32(#)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

（別紙2-3）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（豪州）

設定の
根拠等

　WG：顆粒水和剤

緑豆 2 35% WG 45 g ai/ha散布 2 ◎

農作物
 試験
圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

14



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 1,7 ,14,21,28 圃場A：0.16 (2回,7日)

1 14 圃場A：0.15

1 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.34 (3回,1日)(#)

1 14 圃場A：0.31(#)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

（別紙2-4）
クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

　WG：顆粒水和剤

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件
下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。

アボカド

設定の
根拠等

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）

注）

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

35% WG  94.5 g ai/ha散布 2

35% WG
189  g ai/ha

散布
3

◎



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.1 0.05 ○ ※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦 6 6 0.02 6.0 米国 【1.91,1.93,1.96(#)(米国大麦)】

大麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

ライ麦 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

とうもろこし 0.05 0.6 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

そば 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

その他の穀類 6 6 0.02 6.0 米国 【小麦参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.05 0.2 ○ 0.05

小豆類 0.7 1 ○ 0.3 0.7 豪州 【0.32,0.42(#)(豪州緑豆）】

えんどう 0.3 1 ○ 0.3

そら豆 0.3 1 ○ 0.3

らっかせい 0.06 0.06 0.06

その他の豆類 0.3 1 ○ 0.3

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.02 0.02 0.02
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)

かんしょ 0.02 0.05 ○ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01(\)
こんにゃくいも 0.02 0.02 0.02
その他のいも類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.02 0.02 ○ 0.02
さとうきび 14 14 ○ 0.5 14 米国 【0.69～12.04(n=21)

(米国とうもろこし茎葉)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 ○ 0.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 40 ○ 40
かぶ類の根 0.2 0.2 ○ 0.02 0.02,0.03(\)
かぶ類の葉 20 20 ○ 20
西洋わさび 0.02 0.02 0.02
クレソン 20 20 ○ 20
はくさい 20 20 ○ 20
キャベツ 4 4 ○ 2 4.0 米国 【0.033～2.9(n=12)

(米国キャベツ外葉あり)】

芽キャベツ 4 4 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ケール 20 20 ○ 20
こまつな 20 20 ○ 20
きょうな 20 20 ○ 20
チンゲンサイ 20 20 ○ 20
カリフラワー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
ブロッコリー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.02 0.02 0.02
サルシフィー 0.02 0.02 0.02
アーティチョーク 2 2 2
チコリ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを

含む。）参照）

エンダイブ 30 20 申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

しゅんぎく 20 20 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 20 ○・申 20 5.82,8.63(#)(サラダ菜)、

6.98(#)(リーフレタス)

その他のきく科野菜 30 20 ○・申 20 （レタス（サラダ菜及びちしゃを
含む。）参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aねぎ（リーキを含む。） 3 3 ○ 3.0 米国 【0.406～1.49(#)(n=5)(米国)】

にら 3 3 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
アスパラガス 0.1 0.1 ○ 0.02,0.02(\)

参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

その他のゆり科野菜 3 3 ○ 3.0 米国 【ねぎ（リーキを含む。）参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.08 0.08 ○ 0.08
パースニップ 0.02 0.02 0.02
パセリ 15 15 ○ 5.10,7.72(\)
セロリ 15 15 ○ 7  （パセリ参照）
みつば 15 15 ○ （パセリ参照）
その他のせり科野菜 15 15 ○ 0.02 （パセリ参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.6 0.7 ○ 0.6

ピーマン 1 1 ○ 0.6 0.21,0.35(\)
なす 0.7 0.7 ○ 0.6 0.05,0.22(\)
その他のなす科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3

すいか 0.1 ○

すいか（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

メロン類果実 0.1 ○

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 ○ 0.3

まくわうり 0.1

まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.3

その他のうり科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aほうれんそう 20 20 ○ 20
オクラ 0.7 0.7 ○ 0.6 0.15,0.27(\)
しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,0.01(\)
未成熟えんどう 2 2 ○ 2

未成熟いんげん 0.8 2 ○ 0.8

えだまめ 0.7 1 ○ 0.12,0.26(\)

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aマッシュルーム 0.6 0.6 0.6
しいたけ 0.6 0.6 0.6
その他のきのこ類 0.6 0.6 0.6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん 0.2
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.7
なつみかんの果実全体 0.7 0.7 0.7
レモン 0.7 0.7 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.7 0.7
グレープフルーツ 0.7 0.7 0.7
ライム 0.7 0.7 0.7
その他のかんきつ類果実 0.7 0.7 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 1 1 ○ 0.4 0.34,0.18(\)
日本なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.010～0.23(n=17)(米国りん

ご))】
西洋なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】

マルメロ 1 1 0.4 1.2 米国 【日本なし参照】
びわ #REF! 0.4

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 #REF! 0.4

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも 0.4 ○

もも（果皮及び種子を含む。） 3 ○ 1 2.5 米国 【0.056～0.45(n=8)(米国おうと
う)】

ネクタリン 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

あんず（アプリコットを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

すもも（プルーンを含む。） 3 4 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

うめ 1 1 ○ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3 1 ○ 1 2.5 米国 【もも（果皮及び種子を含む。）
参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 1 1 ○ 1
ラズベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.0902～0.513(n=6)(米国ラズ

ベリー)】

ブラックベリー 2 2 1 1.8 米国 【ラズベリー参照】

ブルーベリー 3 3 1 2.5 米国 【0.108～0.840(#)(n=11)(米
国)】

クランベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
ハックルベリー 3 3 1 2.5 米国 【ブルーベリー参照】
その他のベリー類果実 3 3 ○ 1 0.88,1.10(\)（ふさすぐり）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 1 2 ○ 1 0.13,0.43(\)

かき 0.3 0.3 ○ 0.06,0.06(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aアボカド 0.5 0.5 0.3 0.5 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 【0.15,0.16(ニュージーランド)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aひまわりの種子 2 2 2
ごまの種子 0.3 0.3 ○ 0.3 米国 【0.006～0.34(#)(n=14)(米国綿

実)】※2

べにばなの種子 2 2 2.0 米国 【0.030～0.82(n=6)(米国ひまわ
りの種子)】

綿実 0.3 0.3 0.3

なたね 2 2 2

その他のオイルシード 0.3 0.3 0.3 米国 【ごまの種子参照】※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.02 0.02
ペカン 0.02 0.02 0.02
アーモンド 0.02 0.02 0.02
くるみ 0.02 0.02 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 80 50 ○ 80

コーヒー豆 0.4 0.4 0.05 0.4 米国 【0.098～0.205(n=4)(米国)】
カカオ豆 0.08 0.08 0.08 米国 ※3 【0.003-0.015(n=6)(米国ペカ

ン)】※4

ホップ 40 40 40
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 90 90 90 米国 【17.6,24.3(#)(米国ディル(種

子))】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 25 25 ○ 20 7.76,17.3(\)（しそ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #### #N/A #N/A牛の筋肉 0.2 0.2 0.2
豚の筋肉 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.12
豚の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 推：0.10
豚の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.3 0.2 0.3 米国 ※3 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 クロラントラニリプロール
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

牛の腎臓 0.2 0.2 0.2
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.2 0.2 0.2
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.05 0.05 0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.02 0.02 0.02
その他の家きんの筋肉 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.08 0.08 0.08
その他の家きんの脂肪 0.08 0.08 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの肝臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの腎臓 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.07 0.07 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07 0.07 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.2 0.2 0.2
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.05 0.05 推：0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 0.05 ※5
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aとうがらし（乾燥させたもの） 5 ※6
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの
斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）

※2）現行の基準値はIT（インポートトレランス）申請当時の米国分類に基づいた基準値を参照して設定したものであり、現在も米国におい
て基準値が設定されていることを考慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国におけるごまの種子及びその他のオイルシード
が属するオイルシード類subgroup 20Aの基準値は2.0 ppmに変更されている。

※3）現行の基準値は、IT申請当時の米国の基準値を参照して設定したものであり、現在も米国において基準値が設定されていることを考
慮し、現行の基準値を維持することとする。なお、米国における牛の脂肪及び肝臓の基準値は0.5 ppmに変更されている。

※4）カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用するものとする。

※1）「米」の基準値について；
国際基準における「Rice」については、「籾米」に対する基準値であり、我が国における「玄米」に相当する食品への基準は設定されていな
い。ただし、2014年のJMPRによる評価において、精米への加工係数が0.11、米ぬかへの加工係数が1.7と設定されている。また、米の基準
値設定のための試験データから、精米と米ぬかの重量比が88％：12％と算出されたことから、「米（玄米）」の基準値として0.1 ppmを設定す
ることとした。

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

推：推定される残留濃度

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの

※6）加工食品である「とうがらし（乾燥させたもの）」について、国際基準が設定されているが、加工係数を用いて原材料中の濃度に換算し
た値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質について、JMPRの評価書はとうがらし（乾
燥させたもの）の加工係数を7と算出している。

※5）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和元年7月30日農薬・動物用医薬品部会（令和5年3月31日一部改訂））の
別添3「はちみつ中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.1 0.03 4.9 2.6 3.2 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 1.93 115.4 85.5 133.2 96.3
大麦 6 1.93 10.2 8.5 17.0 8.5
ライ麦 6 1.93 0.2 0.2 1.0 0.2
とうもろこし 0.05 0.01 0.0 0.1 0.1 0.0
そば 6 1.93 2.1 1.0 3.5 2.1
その他の穀類 6 1.93 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.05 0.01 0.4 0.2 0.3 0.5
小豆類 0.7 0.37 0.9 0.3 0.3 1.4
えんどう 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
そら豆 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.06 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他の豆類 0.3 0.0305 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.01 0.4 0.3 0.4 0.4
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.01 0.1 0.0 0.0 0.1
かんしょ 0.02 0.01 0.1 0.1 0.1 0.1
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.01 0.3 0.3 0.4 0.3
さとうきび 14 3.1 304.4 259.2 384.7 310.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.055 1.8 0.6 1.1 2.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 10.5 17.9 6.3 32.6 29.4
かぶ類の根 0.2 0.025 0.1 0.0 0.0 0.1
かぶ類の葉 20 7.3 2.2 0.7 0.7 4.4
西洋わさび 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 20 7.3 0.7 0.7 0.7 0.7
はくさい 20 7.3 129.2 37.2 121.2 157.7
キャベツ 4 0.495 11.9 5.7 9.4 11.8
芽キャベツ 4 0.495 0.0 0.0 0.0 0.0
ケール 20 7.3 1.5 0.7 0.7 1.5
こまつな 20 7.3 36.5 13.1 46.7 46.7
きょうな 20 7.3 16.1 2.9 10.2 19.7
チンゲンサイ 20 7.3 13.1 5.1 13.1 13.9
カリフラワー 4 0.495 0.2 0.1 0.0 0.2
ブロッコリー 4 0.495 2.6 1.6 2.7 2.8
その他のあぶらな科野菜 20 7.3 24.8 4.4 5.8 35.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
サルシフィー 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 2 0.56 0.1 0.1 0.1 0.1
チコリ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
エンダイブ 30 6.98 0.7 0.7 0.7 0.7
しゅんぎく 20 7.3 11.0 2.2 19.0 18.3
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30 6.98 67.0 30.7 79.6 64.2
その他のきく科野菜 30 6.98 10.5 0.7 4.2 18.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 0.717 6.7 2.7 4.9 7.7
にら 3 0.717 1.4 0.6 1.3 1.5
アスパラガス 0.1 0.02 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のゆり科野菜 3 0.717 0.4 0.1 0.1 0.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.08 0.02 0.4 0.3 0.5 0.4
パースニップ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 15 6.41 0.6 0.6 0.6 1.3
セロリ 15 6.41 7.7 3.8 1.9 7.7
みつば 15 6.41 2.6 0.6 0.6 3.2
その他のせり科野菜 15 6.41 1.3 0.6 1.9 1.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.6 0.066 2.1 1.3 2.1 2.4
ピーマン 1 0.28 1.3 0.6 2.1 1.4
なす 0.7 0.135 1.6 0.3 1.4 2.3
その他のなす科野菜 20 7.3 8.0 0.7 8.8 8.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.065 1.3 0.6 0.9 1.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.065 0.6 0.2 0.5 0.8
しろうり 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.1
すいか（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.5 0.4 0.9 0.7
メロン類果実（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.2 0.2 0.3 0.3
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.065 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 20 7.3 19.7 8.8 4.4 24.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 7.3 93.4 43.1 103.7 127.0
オクラ 0.7 0.21 0.3 0.2 0.3 0.4
しょうが 0.05 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 2 0.545 0.9 0.3 0.1 1.3
未成熟いんげん 0.8 0.16 0.4 0.2 0.0 0.5
えだまめ 0.7 0.19 0.3 0.2 0.1 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.066 0.0 0.0 0.1 0.0
しいたけ 0.6 0.066 0.4 0.2 0.2 0.5
その他のきのこ類 0.6 0.066 0.7 0.3 0.7 0.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 7.3 97.8 46.0 73.7 102.9zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 0.7 0.06 1.1 1.0 0.0 1.6
なつみかんの果実全体 0.7 0.06 0.1 0.0 0.3 0.1
レモン 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.06 0.4 0.9 0.8 0.3
グレープフルーツ 0.7 0.06 0.3 0.1 0.5 0.2
ライム 0.7 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 0.7 0.06 0.4 0.2 0.2 0.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 0.26 6.3 8.0 4.9 8.4
日本なし 1 0.072 0.5 0.2 0.7 0.6
西洋なし 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
マルメロ 1 0.072 0.0 0.0 0.0 0.0
びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4 0.07 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 3 0.195 0.7 0.7 1.0 0.9
ネクタリン 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 3 0.195 0.0 0.0 0.0 0.1
すもも（プルーンを含む。） 3 0.195 0.2 0.1 0.1 0.2
うめ 1 0.2 0.3 0.1 0.1 0.4
おうとう（チェリーを含む。） 3 0.195 0.1 0.1 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 0.119 0.6 0.9 0.6 0.7
ラズベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 2 0.358 0.0 0.0 0.0 0.0
ブルーベリー 3 0.181 0.2 0.1 0.1 0.3
クランベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 3 0.181 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 3 0.99 0.1 0.1 0.2 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 1 0.28 2.4 2.3 5.7 2.5
かき 0.3 0.06 0.6 0.1 0.2 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.155 0.0 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 0.119 0.1 0.0 0.1 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
ごまの種子 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0
べにばなの種子 2 0.185 0.0 0.0 0.0 0.0
綿実 0.3 0.049 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 2 0.295 1.7 1.1 1.6 1.4
その他のオイルシード 0.3 0.052 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
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食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

クロラントラニリプロールの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値
（ppm)

茶 80 24.5 161.7 24.5 90.7 230.3
コーヒー豆 0.4 0.152 0.5 0.0 0.0 0.4
カカオ豆 0.08 0.008 0.0 0.0 0.0 0.0
ホップ 40 10.9 1.1 1.1 1.1 1.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 20.95 2.1 2.1 2.1 4.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 12.53 11.3 3.8 1.3 17.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.3 2.7 2.0 3.0 1.9

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.18 0.3 0.1 0.9 0.2zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.05 0.006 1.6 2.0 2.2 1.3zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.08 0.028 0.6 0.4 0.6 0.5zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 0.099 4.1 3.3 4.8 3.8
魚介類 0.05 0.016 1.5 0.6 0.9 1.8zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 1243.4 642.4 1231.1 1439.9
ADI比（％） 1.5 2.6 1.4 1.7

米（玄米をいう。）の暴露評価には、国際基準における「Rice（籾米）」のSTMRから基準値と同様の手法で算出した数値

を用いた。

牛の脂肪及び肝臓のSTMRは、米国での肉牛における最大飼料由来負荷72.6 ppmを用いて算出した。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

筋肉 0.009
脂肪　0.2

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比
率をそれぞれ80％、20％として試算した。

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定
残留濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量
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係る食品健康影響評価について要請 

インポートトレランス申請(ばれいしょ、ほうれんそう等) 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

初回農薬登録 
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農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：オクラ及びしょうが) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

インポートトレランス申請(小麦、たまねぎ等) 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 
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農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼(適用拡大：せり科葉菜類(パセリを除く)及びパセ

リ) 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

薬事・食品衛生審議会への諮問（基本原則の一部改訂に伴う残

留基準設定） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から消費者庁へ農薬登録申請に係る連絡及び基準設
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 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  北里大学薬学部教授 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

クロラントラニリプロール

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.1

#N/A#N/A小麦 6

大麦 6

ライ麦 6

とうもろこし 0.05

そば 6

その他の穀類注1） 6

#N/A#N/A大豆 0.05

小豆類注2） 0.7

えんどう 0.3

そら豆 0.3

らっかせい 0.06

その他の豆類注3） 0.3

#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05

かんしょ 0.02

やまいも（長いもをいう。） 0.05

こんにゃくいも 0.02

その他のいも類注4） 0.02

#N/A#N/Aてんさい 0.02

さとうきび 14

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40

かぶ類の根 0.2

かぶ類の葉 20

西洋わさび 0.02

クレソン 20

はくさい 20

クロラントラニリプロールについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定するこ
とが適当である。

今回残留基準を設定する「クロラントラニリプロール」の規制対象は、クロラントラニリプ
ロールとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aキャベツ 4

芽キャベツ 4

ケール 20

こまつな 20

きょうな 20

チンゲンサイ 20

カリフラワー 4

ブロッコリー 4

その他のあぶらな科野菜注5） 20

#N/A#N/Aごぼう 0.02

サルシフィー 0.02

アーティチョーク 2

チコリ 30

エンダイブ 30

しゅんぎく 20

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 30

その他のきく科野菜注6） 30

#N/A#N/Aねぎ（リーキを含む。） 3

にら 3

アスパラガス 0.1

その他のゆり科野菜注7） 3

#N/A#N/Aにんじん 0.08

パースニップ 0.02

パセリ 15

セロリ 15

みつば 15

その他のせり科野菜注8） 15

#N/A#N/Aトマト 0.6

ピーマン 1

なす 0.7

その他のなす科野菜注9） 20

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3

しろうり 0.3

すいか（果皮を含む。） 0.3

メロン類果実（果皮を含む。） 0.3

まくわうり（果皮を含む。） 0.3



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aその他のうり科野菜注10） 20

#N/A#N/Aほうれんそう 20

オクラ 0.7

しょうが 0.05

未成熟えんどう 2

未成熟いんげん 0.8

えだまめ 0.7

#N/A#N/Aマッシュルーム 0.6

しいたけ 0.6

その他のきのこ類注11） 0.6

#N/A#N/Aその他の野菜注12） 20

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 0.7

なつみかんの果実全体 0.7

レモン 0.7

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7

グレープフルーツ 0.7

ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注13） 0.7

#N/A#N/Aりんご 1

日本なし 1

西洋なし 1

マルメロ 1

びわ（果梗を除き、果皮及び種子を含む。） 0.4
#N/A#N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 3

ネクタリン 3

あんず（アプリコットを含む。） 3

すもも（プルーンを含む。） 3

うめ 1

おうとう（チェリーを含む。） 3
#N/A#N/Aいちご 1

ラズベリー 2

ブラックベリー 2

ブルーベリー 3

クランベリー 3

ハックルベリー 3

その他のベリー類果実注14） 3
#N/A#N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aぶどう 1

かき 0.3
#N/Aアボカド 0.5
#N/A#N/Aその他の果実注15） 1
#N/A#N/Aひまわりの種子 2

ごまの種子 0.3

べにばなの種子 2

綿実 0.3

なたね 2

その他のオイルシード注16） 0.3
#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02

ペカン 0.02

アーモンド 0.02

くるみ 0.02

その他のナッツ類注17） 0.02
#N/A#N/A茶 80

コーヒー豆 0.4

カカオ豆 0.08

ホップ 40
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス注18） 90
zzz #N/Azzz #N/Aその他のハーブ注19） 25
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注20）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.3

豚の肝臓 0.3

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2

豚の腎臓 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分注21） 0.2

豚の食用部分 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A乳 0.05
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.02

その他の家きん注22）の筋肉 0.02

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.08

その他の家きんの脂肪 0.08

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.07

その他の家きんの肝臓 0.07

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.07

その他の家きんの腎臓 0.07

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.07

その他の家きんの食用部分 0.07
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2

その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A



注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれいしょ、さといも類（やつがしらを含
む。）、かんしょ、やまいも（長いもをいう。）及びこんにゃくいも以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、とう
もろこし及びそば以外のものをいう。

注2）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア
豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆類、えんどう、そら豆、らっかせい及
びスパイス以外のものをいう。

注16）「その他のオイルシード」とは、オイルシードのうち、ひまわりの種子、ごまの種
子、べにばなの種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをいう。

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、
かぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外の
ものをいう。

注11）「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、マッシュルーム及びしいたけ以外のも
のをいう。

注12）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注13）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、な
つみかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注14）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラッ
クベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

注15）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋な
し、マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プ
ルーンを含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、
バナナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ
ルーツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。

注17）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド
及びくるみ以外のものをいう。



注18）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんに
く、とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注19）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの
葉、セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注20）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注21）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注22）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。



平成 29 年９月７日開催部会 

クロラントラニリプロール 

 
今般の残留基準の検討については、農薬取締法に基づく適用拡大申請に伴う基準値設定依

頼及び畜産物への基準値設定依頼が農林水産省からなされたことに伴い、食品安全委員会に

おいて食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬･動物用医薬品部会において審議を

行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

 

１．概要 

（１）品目名：クロラントラニリプロール[ Chlorantraniliprole(ISO) ] 

 

（２）用 途：殺虫剤 

アントラニリックジアミド系殺虫剤である。昆虫の筋小胞体膜のカルシウムチャネル

(リアノジン受容体)に作用してカルシウムイオンを放出させ、筋収縮を起こすことによ

り殺虫効果を示すと考えられている。 

 

（３）化学名及び CAS 番号 

3-Bromo-N-[4-chloro-2-methyl-6-(methylcarbamoyl)phenyl]-1- 

(3-chloropyridin-2-yl)-1H-pyrazole-5-carboxamide (IUPAC) 

1H-Pyrazole-5-carboxamide, 3-bromo-N-[4-chloro-2-methyl-6- 

[(methylamino)carbonyl]phenyl]-1-(3-chloro-2-pyridinyl)- 

 (CAS：No. 500008-45-7) 

 

（４）構造式及び物性 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 子 式 C18H14BrCl2N5O2 

分 子 量 483.14 

水溶解度 1.023 mg/L (20℃) 

分配係数 log10Pow ＝ 2.76 (20℃) 

 添付資料１



２．適用の範囲及び使用方法

本剤の適用の範囲及び使用方法は以下のとおり。

作物名及び適用病害虫名となっているものについては、今回農薬取締法（昭和 23 年法

律第 82 号）に基づく適用拡大申請がなされたものを示している。

（１）国内での使用方法

① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ﾈｷﾘﾑｼ類
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｳﾜﾊﾞ類

500倍
苗地床

1 m2当たり2 L

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｳﾜﾊﾞ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫前
日
まで

3回以内 散布

はくさい

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ 2000倍 100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

かぶ

ｺﾅｶﾞ

3回以内

非結球あぶら
な科葉菜類
(ﾀｱｻｲを除く)

2回以内 2回以内



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ﾀｱｻｲ

ｺﾅｶﾞ 2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内 散布 3回以内
(灌注は1回以内、
散布は2回以内)

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

あすっこ ｱｵﾑｼ 1回

だいこん
ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ
ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内

散布

3回以内

はつか
だいこん

1回 1回

ｶﾘﾌﾗﾜｰ
ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

3回以内 4回以内

(灌注は1回以

内、散布は3回以

内)

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

4回以内

(定植時までの

処理は1回以内、

散布は3回以内)

ｺﾅｶﾞ
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

はなっこりー ｱｵﾑｼ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注 3回以内

(灌注は1回以

内、散布は2回以

内)

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内 散布



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

ﾚﾀｽ

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布 4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾋﾒﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ

100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ
1箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

非結球
ﾚﾀｽ

4回以内
(灌注は1回以

内、散布は3回以
内)

ﾖﾄｳﾑｼ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

ﾄﾏﾄ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

4回以内
(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 2000倍

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

100倍 1株当たり25 mL

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
200倍 1株当たり50 mL

ﾐﾆﾄﾏﾄ

100倍 1株当たり25 mL

4回以内
(灌注は1回以

内、
散布は3回以内)

200倍 1株当たり50 mL

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍 100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

3回以内 散布

なす

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ﾈｷﾘﾑｼ類

100倍 1株当たり25 mL
育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
3回以内

(定植時までの
処理は1回以内、
散布は2回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

200倍 1株当たり50 mL

1000～
2000倍

100～300 L/10 a
収穫
前日
まで

2回以内

散布
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

2000倍

とうがらし類
1000～
2000倍

3回以内 3回以内

ﾋﾟｰﾏﾝ

2回以内
3回以内

(灌注は1回以
内、

散布は2回以内)
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

100倍 1株当たり25 mL

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

きゅうり
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

100～
200倍

1株当たり25 mL
育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注
4回以内

(定植時までの
処理は1回以内、
散布は3回以内)

200倍 1株当たり50 mL

1000～
2000倍

100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ 2000倍

ｽﾞｯｷｰﾆ ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 1000倍

3回以内
ﾒﾛﾝ

すいか
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

とうがん

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳいちご 2回以内 2回以内

ﾊﾟｾﾘ

収穫
7日前
まで

1回 1回

ﾖﾄｳﾑｼ

せり科葉菜類
(ﾊﾟｾﾘを除く)

ﾖﾄｳﾑｼ

らっきょう ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
収穫
3日前
まで

3回以内

3回以内

ねぎ

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ
ﾈｷﾞｺｶﾞ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

4回以内
(灌注は1回以内、
散布は3回以内)

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 100倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1
箱又は

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1冊
(約30×60 cm、

使用土壌
約1.5～4 L)
当たり0.5 L

育苗期
後半
～定植
当日

1回 灌注

えだまめ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ
ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ

4000倍 100～300 L/10 a

収穫
3日前
まで

3回以内

散布

3回以内

だいず
収穫7
日前ま
で

2回以内 2回以内
16～32
倍

0.8 L/10 a

無人
ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰ
に
よる
散布



① 5.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名
適用

病害虫名
希釈
倍数

使用
液量

使用
時期

本剤の
使用
回数

使用
方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ
を含む農薬の
総使用回数

未成熟
そらまめ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
1000～
2000倍

100～300 L/10 a

収穫
前日
まで

3回以内

散布

3回以内さやいんげん
実えんどう
さやえんどう

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

2000倍

ｱﾏﾗﾝｻｽ
(茎葉)

ｼﾛｵﾋﾞﾉﾒｲｶﾞ

なばな
ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

4回以内
(灌注は1回以内、
散布は3回以内)

やまのいも
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
ﾅｶﾞｲﾓｺｶﾞ

3回以内
かんしょ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
2000～
4000倍

ﾅｶｼﾞﾛｼﾀﾊﾞ 4000倍

さといも
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ

ほうれんそう

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

2000倍

ﾓﾛﾍｲﾔ 2回以内 2回以内

ﾊﾞｼﾞﾙ
しそ

3回以内 3回以内
えごま(葉)

ふき 収穫
3日前
までｸﾚｿﾝ

(土耕栽培)
ｺﾅｶﾞ

ごま ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
収穫
14日前
まで

2回以内 2回以内

とうもろ
こし

ｱﾜﾉﾒｲｶﾞ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

収穫
前日
まで

3回以内 3回以内ｵｸﾗ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

しょうが ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ



② 10.0%クロラントラニリプロールフロアブル

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量 使用時期

本剤の

使用回

数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

りんご

ｼﾝｸｲﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ

ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ

2500～

5000 倍

200～700

L/10 a

収穫前日

まで

3 回

以内

散布

3 回以内

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ 5000 倍

なし

ｹﾑｼ類

ｼﾝｸｲﾑｼ類

2500～

5000 倍

ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾋﾒﾎﾞｸﾄｳ
5000 倍

かき

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ﾋﾛﾍﾘｱｵｲﾗｶﾞ

ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾌﾀﾓﾝﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ

5000 倍

ぶどう

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ

ｸﾋﾞｱｶｽｶｼﾊﾞ

5000 倍

おうとう

ﾊﾏｷﾑｼ類

ｹﾑｼ類

2500～

5000 倍

ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 2500 倍

ｺｽｶｼﾊﾞ 5000 倍

うめ

ｹﾑｼ類
2500～

5000 倍
収穫 14日

前までﾊﾏｷﾑｼ類 2500 倍

ﾉｺﾒﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ 5000 倍

すもも

ｼﾝｸｲﾑｼ類 2500 倍

収穫 3日

前までｹﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

2500～

5000 倍

あんず 2500 倍

もも ｼﾝｸｲﾑｼ類

ﾊﾏｷﾑｼ類

ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ

5000 倍

収穫前日

まで 2 回

以内
2 回以内

ﾈｸﾀﾘﾝ
収穫 3日

前まで



② 10.0%クロラントラニリプロールフロアブル（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量 使用時期

本剤の

使用回

数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

さとう

きび
ｲﾈﾖﾄｳ 5000 倍

100～300

L/10 a

収穫 30日

前まで

3 回

以内
散布

4 回以内(粒剤

は 1 回以内、

水和剤は 3回

以内)

茶

ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ

ﾁｬﾊﾏｷ

ﾖﾓｷﾞｴﾀﾞｼｬｸ

2000 倍

200～400

L/10 a

摘採 3日

前まで
1 回 散布 1 回

ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ
2000～

4000 倍

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 4000 倍

③ 1.0%クロラントラニリプロール粒剤

作物名
適用病害

虫名
使用量 使用時期

本剤の

使用回数
使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

(箱育苗)
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

育苗箱

(30×60×3 cm、

使用土壌約5 L)

1箱当たり50 g

移植当日 1回

育苗箱の上

から均一に

散布する

1回

④ 0.75%クロラントラニリプロール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用

時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

(箱育苗)

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

移植

当日

1 回

育苗箱の

上から均

一に散布

する
1 回

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

は種時

覆土前

～移植

当日

育苗箱(30×60×3

cm､使用土壌約 5

L)1 箱当たり 50 g

は種前

育苗箱の

床土に均

一に混和

する



⑤ 0.50%クロラントラニリプロール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用

時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半

～定植

当日

1回

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

4回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

3回以内)

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布

はくさい

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半～

定植当

日

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

4回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

3回以内)

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布
ｱｵﾑｼ

ﾚﾀｽ
ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ1箱

又はﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ1

冊(約30×60 cm、

使用土壌約1.5～4

L)当たり50 g

育苗期

後半

～定植

当日

本剤の所定量

をｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ又はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄの上か

ら均一に散布

する

1 g/株

育苗期

後半～

定植時

株元散布

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾄﾏﾄ
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
きゅうり

なす
ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

3回以内

(定植時まで

の処理は1回

以内、散布は

2回以内)

さとう

きび
ﾒｲﾁｭｳ類 4～6 kg/10 a

植付時 植溝土壌混和
4回以内

(粒剤は1回

以内、水和剤

は3回以内)

生育期

ただし

最終倍

土まで

株元散布



⑥ 25.0%クロラントラニリプロール・12.5%アミスルブロム顆粒水和剤

作物名
適用病害虫

名

希釈

倍数
使用液量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

稲

(箱育苗)

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時～出

芽時 ただ

し､移植 15

日前まで

1 回
土壌

灌注
1回

1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時

苗立枯病

(ﾋﾟｼｳﾑ菌)
1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L

作物名 使用目的
希釈

倍数
使用液量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰ

ﾙを含む農薬

の総使用回数

稲

(箱育苗)
ﾑﾚ苗防止

500 倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 500 ml
は種時～出

芽時 ただ

し､移植 15

日前まで

1 回
土壌

灌注
1回

1000

倍

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当た

り希釈液 1 L



⑦ 8.7%クロラントラニリプロール・17.5%チアメトキサムフロアブル

作物名 適用病害虫名
希釈倍

数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｱｵﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｺﾅｶﾞ

ﾈｷﾘﾑｼ類

ﾖﾄｳﾑｼ

1000 倍
苗地床 1 ㎡当

たり 2 L

は種時

～育苗

期後半

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

ｱｵﾑｼ

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

4000 倍
100～300

L/10 a

収穫

3 日前

まで

3 回

以内
散布

はくさい

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ

ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

4000 倍
100～300

L/10 a

収穫

3 日前

まで

3 回以

内
散布

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注



⑦ 8.7%クロラントラニリプロール・17.5%チアメトキサムフロアブル（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ﾚﾀｽ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾋﾒﾌﾀﾃﾝﾖｺﾊﾞｲ

200 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(約 30×60 cm､

使用土壌約

1.5～4 L)当た

り 0.5 L

育苗期

後半～

定植当

日

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

非結球

ﾚﾀｽ
200 倍

4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)

ねぎ

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ

ﾀﾈﾊﾞｴ

ﾈｷﾘﾑｼ類

200 倍

なばな

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

200 倍

⑧ 5.0%クロラントラニリプロール・2.0%エマメクチン安息香酸顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用時

期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾀﾏﾅｷﾞﾝｳﾜﾊﾞ

2000 倍
100～300

L/10 a

収穫

7 日前

まで
3 回

以内

散布

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

はくさい

ｺﾅｶﾞ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾚﾀｽ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

3 日前

まで
非結球

ﾚﾀｽ

2 回

以内
4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)
ねぎ

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

7 日前

まで

3 回

以内



⑧ 5.0%クロラントラニリプロール・2.0%エマメクチン安息香酸顆粒水和剤（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用時

期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

きゅうり
ｳﾘﾉﾒｲｶﾞ

ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

2000 倍
100～300

L/10 a

収穫

前日

まで

2 回

以内

散布

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

かんしょ ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 収穫

7 日前

まで

3 回

以内
3 回以内だいこん

ｱｵﾑｼ

ｺﾅｶﾞ

ﾒﾛﾝ ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

収穫

前日

まで

2 回

以内
なす ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

3 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

2 回以内)

⑨ 4.0%クロラントラニリプロール・15.0%ジノテフラン顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

ｷｬﾍﾞﾂ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

100 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60 cm･使

用土壌約 1.5

～4.0 L)当た

り 0.5 L

定植前

日～定

植時

1 回 灌注

4 回以内(定

植時までの

処理は 1 回

以内､散布は

3 回以内)

はくさい

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ﾖﾄｳﾑｼ

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

ｺﾅｶﾞ

ｱｵﾑｼ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾚﾀｽ
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ



⑨ 4.0%クロラントラニリプロール・15.0%ジノテフラン顆粒水和剤（つづき）

作物名 適用病害虫名
希釈

倍数
使用液量

使用

時期

本剤の

使用

回数

使用

方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

非結球

ﾚﾀｽ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ

ｶﾌﾞﾗﾔｶﾞ

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ
100 倍

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱又はﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60 cm･使

用土壌約 1.5

～4.0 L)当た

り 0.5 L

定植前

日～定

植時

1 回 灌注

4 回以内(灌

注は 1回以

内､散布は 3

回以内)

ねぎ

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類

ｱｻﾞﾐｳﾏ類

ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

⑩ 1.5%クロラントラニリプロール・48.0%プロベナゾール顆粒水和剤

作物名 適用病害虫名 使用量
使用時

期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛｰﾙ

を含む農薬の

総使用回数

稲

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

500 g/10 a 移植時 1 回

ﾍﾟｰｽﾄ肥料に

混合し側条施

肥田植機で施

用する｡

1 回

⑪ 0.75%クロラントラニリプロール・24.0%プロベナゾール粒剤

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

稲

いもち病

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
1 kg/10 a

は種時

1 回

は種同時施

薬機を用い

て土中施用

する｡

1 回

いもち病

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ
移植時 側条施用

稲

(箱育苗)

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ
育苗箱(30×60

×3 cm､使用土

壌約 5 L)1箱当

たり 50 g

移植当日

育苗箱の上

から均一に

散布する｡

もみ枯細菌病

白葉枯病

内穎褐変病

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ

移植 3日

前～移植

当日



⑪ 0.75%クロラントラニリプロール・24.0%プロベナゾール粒剤（つづき）

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期

本剤の

使用

回数

使用方法

ｸﾛﾗﾝﾄﾗﾆﾘﾌﾟﾛ

ｰﾙを含む農

薬の総使用

回数

稲

(箱育苗)

いもち病

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ

ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ

ﾆｶﾒｲﾁｭｳ

ｲﾈﾂﾄﾑｼ

育苗箱(30×60

×3 cm､使用土

壌約 5 L)1箱当

たり 50 g

緑化期～

移植当日
1 回

育苗箱の上

から均一に

散布する｡

1 回

（２）海外での使用方法

① 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（米国）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間

中の総使

用量

使用時期 使用方法

ｱｰﾃｨﾁｮｰｸ
0.045-0.098

lb ai/A
4 回以内

0.2 lbs

ai/A

収穫 3日前まで

散布ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 0.045-0.065

lb ai /A
収穫前日まで

鱗茎野菜類

あぶらな属

野菜

0.045-0.065

lb ai /A

4 回以内

(滴下処理は 2回以

内、ただし既に植付

時土壌処理を行っ

ている場合は1回以

内)

収穫 3日前まで

植付時土壌処理

0.045-0.098

lb ai /A
滴下処理

穀類

(とうもろこし

及び稲を除く)
0.045-0.065

lb ai /A
4 回以内

収穫 14 日前まで

散布
とうもろこし 収穫前日まで

綿実
0.045-0.098

lb ai /A
収穫 21 日前まで

うり科野菜

0.026-0.09

lb ai /A

4 回以内

(滴下処理は 2回以

内、ただし既に植付

時土壌処理を行っ

ている場合は1回以

内)

0.2 lb

ai/A
収穫前日まで

0.045-0.098

lb ai /A
植付時土壌処理

0.026-0.098

lb ai /A

滴下処理

果菜類

散布

0.045-0.098

lb ai /A

植付時土壌処理

滴下処理

葉菜類

(あぶらな属

野菜を除く)

0.045-0.098

lb ai /A

植付時土壌処理

滴下処理

散布



① 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（米国）（つづき）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間

中の総使

用量

使用時期 使用方法

ﾊｰﾌﾞ類 0.045-0.065

lb ai /A

4 回以内
0.2 lb

ai/A

収穫当日まで

散布

ﾎｯﾌﾟ

豆類

(大豆を除く)

0.045-0.098

lb ai /A
収穫前日まで

ﾐﾝﾄ

0.045-0.065

lb ai /A

収穫 3日前まで

らっかせい 収穫前日まで

ばれいしょ 収穫 14 日前まで

ｵｲﾙｼｰﾄﾞ 収穫 21 日前まで

ｽﾊﾟｲｽ類

収穫前日までいちご

だいず

さとうきび 収穫 14 日前まで

根菜類 収穫前日まで

ai：active ingredient(有効成分)

② 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（米国）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

ﾊﾞﾅﾅ

0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

0.2 lb

ai /A

収穫前日まで

散布

ﾍﾞﾘｰ類

収穫前日まで

（caneberry は

収穫 3日前まで)

つる性果実類
収穫前日まで

かんきつ類

ｺｰﾋｰ豆 収穫 7日前まで

いちじく 収穫前日まで

ぶどう
0.044-0.099

lb ai /A
4 回以内 収穫 14 日前まで

ｵﾘｰﾌﾞ 0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内 収穫前日まで

かき

仁果類
0.055-0.099

lb ai /A
4 回以内

収穫 5日前まで

(mayhaw は収穫

14 日前まで)

ざくろ 0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

収穫前日まで

核果類

収穫 10 日前まで
ﾅｯﾂ類

0.044-0.099

lb ai /A
4 回以内



② 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（米国）（つづき）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数

栽培期間中の

総使用量
使用時期 使用方法

ﾄﾛﾋﾟｶﾙﾌﾙｰﾂ
0.066-0.099

lb ai /A
3 回以内

0.2 lb

ai /A

収穫前日まで

(ただし、ｱｾﾛﾗ、ｼﾞｬﾎﾞ

ﾁｶﾊﾞ、ﾗｲﾁ、ﾊﾟﾊﾟｲﾔ、

ﾊﾟｯｼｮﾝﾌﾙｰﾂは

収穫 10 日前まで)

散布

③ 18.4%クロラントラニリプロールフロアブル（EU）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数
栽培期間中の総使用量 使用時期 使用方法

なす 85 g ai/ha

3 回以内

255 g ai/ha

収穫 2日前

まで
散布

ｷｬﾍﾞﾂ
55～70 g/ha 210 g ai/ha

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ

きゅうり

85 g/ha

255 g ai/ha

ｽﾞｯｷｰﾆ

ﾚﾀｽ

ﾒﾛﾝ
70～85 g/ha

ﾋﾟｰﾏﾝ

ﾄﾏﾄ 85 g/ha

④ 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（豪州）

作物名
1 回当たりの

使用量
本剤の使用回数 使用時期 使用方法

ひよこ豆

31.5 g ai/ha 2 回以内
収穫 14 日前

まで
散布緑豆

だいず

⑤ 35%クロラントラニリプロール顆粒水和剤（ニュージーランド）

作物名
1 回当たりの

使用量

本剤の

使用回数
栽培期間中の総使用量 使用時期 使用方法

ｱﾎﾞｶﾄﾞ 3.15 g ai/100 L 2 回以内 270 g ai/ha
収穫 14 日前

まで
散布

３．作物残留試験

（１）分析の概要

① 分析対象の化合物

・クロラントラニリプロール

② 分析法の概要

【国内】



試料からアセトニトリル・水(4：1)混液で抽出、又はアセトンで抽出し、酢酸エチ

ルに転溶する。SAX カラム及びスチレンジビニルベンゼン共重合体カラム、スチレン

ジビニルベンゼン共重合体・C18連結カラム又はフロリジルカラム及び PSA カラムを用

いて精製し、液体クロマトグラフ・質量分析計(LC-MS)又は液体クロマトグラフ・タ

ンデム型質量分析計(LC-MS/MS)で定量する｡

または、試料からアセトンで抽出し、凝固法、フロリジルカラム及び PSA カラムを

用いて精製した後、LC-MS で定量する。

または、試料に水を加え、アセトニトリルで抽出し、SAX・HLB 連結カラムを用いて

精製した後、LC-MS/MS で定量する｡

あるいは、試料からアセトンで抽出し、多孔性ケイソウ土カラム、グラファイトカ

ーボンカラム、フロリジルカラム、PSA カラム、スチレンジビニルベンゼン共重合体

カラム及び C18 カラムを用いて精製し、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマト

グラフ(HPLC-UV)で定量する。

定量限界 0.01 ppm

【海外】

試料に水を加え、アセトニトリル及びヘキサンで抽出し、アセトニトリル層を採る。

HLB カラムを用いて精製し、LC-MS/MS で定量する｡

または、試料に水を加え、アセトニトリルで抽出する。SAXカラム及びHLBカラムを

用いて精製した後、加熱してクロラントラニリプロールを2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ

-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-3,8-ジメチル-4(3H)- キナゾリ

ノン（以下、代謝物Oという）に変換し、電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフ

(GC-ECD)で定量する。

定量限界 0.01 ppm

代謝物O

（２）作物残留試験結果

国内で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙 1-1、海外で実施された

作物残留試験の結果の概要については別紙 1-2～1-4 を参照。

４．魚介類への推定残留濃度

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省から魚

介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本剤の水産動植

物被害予測濃度注 1)及び生物濃縮係数(BCF:Bioconcentration Factor)から、以下のとおり

魚介類中の推定残留濃度を算出した。



（１）水産動植物被害予測濃度

本剤が水田及び水田以外のいずれの場面においても使用されることから、水田

PECtier2 注 2)及び非水田 PECtier1 注 3)について算出したところ、水田 PECtier2 は 0.19

µg/L、非水田 PECtier1 は 0.0044 µg/L となったことから、水田 PECtier2 の 0.19 µg/L

を採用した。

（２）生物濃縮係数

本剤はオクタノール/水分配係数(log10Pow)が 2.76 であり、魚類濃縮性試験が実施さ

れていないことから、BCF については実測値が得られていない。このため、log10Pow か

ら、回帰式(log10BCF ＝ 0.80 × log10Pow － 0.52)を用いて 48.8 L/kg と算出された。

（３）推定残留濃度

（１）及び（２）の結果から、クロラントラニリプロールの水産動植物被害予測濃度：

0.19 µg/L、BCF：48.8 L/kg とし、下記のとおり推定残留濃度が算出された。 

推定残留濃度 ＝ 0.19 µg/L × ( 48.8 L/kg × 5 ) ＝ 0.04636 mg/kg ≒ 0.05 mg/kg 

注1)農薬取締法第3条第1項第6号に基づく水産動植物の被害防止にかかる農薬の登録保留基準設定

における規定に準拠

注 2)水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出したもの。

注 3)既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。

(参考)：平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基

準設定法」報告書

５．畜産物への推定残留濃度

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、農林水産省から畜産物に関する個別の残留基準の設定について要請されている。

このため、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験

の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。

（１）分析の概要

① 分析対象の化合物

・クロラントラニリプロール

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-[[(ヒドロキシメチル)アミノ]カルボニル]-6-メチル

フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Cという）

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[(メチルアミノ)カルボニル]

フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Dという）

・2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-8-

(ヒドロキシメチル)-4(3H)-キナゾリノン

（以下、代謝物Eという）

・3-ブロモ-N-[4-クロロ-2-(ヒドロキシメチル)-6-[[(ヒドロキシメチル)アミノ）



カルボニル]フェニル]-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-

カルボキサミド

（以下、代謝物Gという）

・N-[2-(アミノカルボニル)-4-クロロ-6-メチルフェニル]-3-ブロモ-1-(3-クロロ

-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-カルボキサミド

（以下、代謝物Mという）

・2-[3-ブロモ-1-(3-クロロ-2-ピリジニル)-1H-ピラゾール-5-イル]-6-クロロ-8-

メチル-4(3H)- キナゾリノン

（以下、代謝物Nという）

・代謝物O

代謝物C 代謝物D 代謝物E

代謝物 G 代謝物 M 代謝物 N

② 分析法の概要

試料からアセトニトリル・水・ヘキサン(4：1：2)混液で抽出し、SAX カラム又は HLB

カラムを用いて精製した後、LC-MS/MS で定量する。

牛の試料ではクロラントラニリプロール、代謝物 D、G、N 及び O、鶏の試料ではク

ロラントラニリプロール、代謝物 C、E、M、N及び Oを分析した。

定量限界：0.01 ppm

（２）家畜残留試験（動物飼養試験）

NH

Cl

NH2

N
N

N

Br

Cl

O

O



① 乳牛における残留試験

乳牛（3頭/群）に対して、飼料中濃度として 1、3、10 及び 50 ppm に相当する量の

クロラントラニリプロールを含有するゼラチンカプセルを28日間にわたり摂食させ、

最終投与 1日後の筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるクロラントラニリプロール及

び代謝物濃度を測定した（検出限界：筋肉：0.003 ppm、脂肪：0.004 ppm、肝臓：0.005

ppm、腎臓：0.003 ppm）。また、乳については、乳を最終投与の 1、3、5、7、10、14、

21 及び 28 日後に搾乳し、14 及び 21 日後に採取した乳よりスキムミルク及びクリー

ム試料を調製し、クロラントラニリプロール及び代謝物濃度を測定した（検出限界：

0.003 ppm）。結果については表 1を参照。ほとんどの試料からは代謝物 N及び代謝物

Oは検出されなかった。

表 1．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）
1 ppm

投与群

3 ppm

投与群

10 ppm

投与群

50 ppm

投与群

筋肉

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.029

(0.021)

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.012

(0.011)

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

脂肪

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

0.015

0.012

0.036

0.029

0.156

0.138

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.020

(0.013)

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

肝臓

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

0.014

0.011

0.035

0.029

0.133

0.127

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.019

(0.017)

0.050

0.045

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

腎臓

クロラントラ

ニリプロール

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.035

0.022

0.081

0.068

代謝物 D
<0.01

(<0.01)

不明

0.005

0.011

0.010

0.042

0.039

代謝物 G
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

0.014

0.012

乳注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 <0.01 <0.01 0.022

代謝物 D <0.01 <0.01 0.012 0.035

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 0.012

スキムミルク注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 <0.01 <0.01 0.016

代謝物 D <0.01 <0.01 0.013 0.028

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 0.012



表 1．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）（つづき）
1 ppm

投与群

3 ppm

投与群

10 ppm

投与群

50 ppm

投与群

クリーム注)

クロラントラ

ニリプロール
<0.01 0.013 0.026 0.108

代謝物 D <0.01 <0.01 0.08 0.275

代謝物 G <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

注)乳、スキムミルク及びクリームは平均的な残留濃度

② 産卵鶏における残留試験

産卵鶏（10 羽/群）に対して、飼料中濃度として 3、9 及び 30 ppm に相当する量の

クロラントラニリプロールを含有するゼラチンカプセルを 28 日間にわたり摂食させ

た後、筋肉、肝臓並びに皮膚及び脂肪に含まれるクロラントラニリプロール及び代謝

物濃度を測定した。また、鶏卵については、投与期間中毎日採卵し、3～6日毎にクロ

ラントラニリプロール及び代謝物濃度を測定した（定量限界：0.01 ppm）。結果につ

いては表 2を参照。

表 2．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）
投与量 3 ppm 投与群 9 ppm 投与群 30 ppm 投与群

摂餌量を考慮した投与量 4.8 ppm 18.8 ppm 51.9 ppm

筋肉

クロラントラ

ニリプロール

0.016

(0.011)

0.036

(0.027)

0.054

(0.049)

代謝物 C
0.014

(0.010)

0.033

(0.028)

0.610

(0.052)

代謝物 M
0.018

(0.013)

0.032

(0.031)

0.075

(0.064)

代謝物 E
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 N ND
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 O ND ND ND

肝臓

クロラントラ

ニリプロール

0.054

(0.038)

0.122

(0.092)

0.178

(0.147)

代謝物 C
0.060

(0.042)

0.132

(0.113)

0.222

(0.199)

代謝物 M
0.082

(0.062)

0.194

(0.153)

0.372

(0.286)

代謝物 E
0.026

(0.021)

0.065

(0.060)

0.200

(0.159)

代謝物 N
<0.010

(<0.010)

0.019

(0.018)

0.035

(0.031)

代謝物 O ND ND ND



表 2．組織中のクロラントラニリプロール及び代謝物の残留濃度（mg/kg）（つづき）
投与量 3 ppm 投与群 9 ppm 投与群 30 ppm 投与群

摂餌量を考慮した投与量 4.8 ppm 18.8 ppm 51.9 ppm

皮膚及

び脂肪

クロラントラ

ニリプロール

0.066

(0.043)

0.141

(0.095)

0.212

(0.168)

代謝物 C
0.032

(0.019)

0.089

(0.068)

0.101

(0.092)

代謝物 M
0.072

(0.046)

0.116

(0.103)

0.236

(0.204)

代謝物 E
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

代謝物 N ND
<0.01

(<0.010)

0.018

(0.163)

代謝物 O ND
<0.01

(<0.01)

<0.01

(<0.01)

鶏卵

クロラントラ

ニリプロール

0.162

(0.112)

0.512

(0.185)

0.680

(0.397)

代謝物 C
0.077

(0.057)

0.220

(0.106)

0.490

(0.243)

代謝物 M
0.071

(0.053)

0.193

(0.105)

0.365

(0.215)

代謝物 E
0.015

(0.010)

0.033

(0.023)

0.077

(0.050)

代謝物 N
0.069

(0.051)

0.183

(0.100)

0.375

(0.222)

代謝物 O
0.028

(0.016)

0.073

(0.029)

0.100

(0.060)

ND：検出限界（0.003 ppm）未満

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

JMPRは肉牛及び乳牛におけるMDB注1)をそれぞれ36 ppm 及び30 ppmと評価している。

また、STMR dietary burdenをそれぞれ18 ppm及び17 ppmと評価している。また、家き

んでは、産卵鶏及び肉用鶏においてMDBとSTMR dietary burdenをそれぞれ4.8 ppm及び

1.454 ppm、3.6 ppm及び0.869 ppmと評価している。

日本では肉牛及び乳牛におけるMDBをそれぞれ17.17 ppm 及び5.97 ppmと評価してい

る。また、家きんでは、産卵鶏及び肉用鶏においてMDBとSTMR dietary burdenを1.38 ppm

及び1.90 ppmと評価している。

注1)最大理論的飼料由来負荷（Maximum Dietary Burden：MDB）: 飼料として用いられる全ての飼

料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露さ

れうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。

注2)平均飼料負荷（STMR dietary burden又はmean dietary burden）: 飼料として用いられる全て

の飼料品目に農薬が平均的に残留していると仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留

濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中

残留濃度として表示される。

(３）推定残留濃度

乳牛、肉牛及び産卵鶏について、JMPR の MDB 及び STMR dietary burden と各試験にお



ける投与量から、畜産物中の推定最大残留濃度を算出した。結果については表 4-1 及び

4-2 を参照。

表 4-1．畜産物中の推定残留濃度；牛（mg/kg）

筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳

乳牛
0.019

(0.0091)

0.098

(0.048)

0.083

(0.026)

0.058

(0.030)

0.013

(0.008)

肉牛
0.022

(0.0094)

0.117

(0.051)

0.097

(0.028)

0.065

(0.031)

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

表 4-2．畜産物中の推定残留濃度；鶏（mg/kg）

筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 卵

肉用鶏
0.005

(0.002)

0.02

(0.008)

0.016

(0.007)
－

産卵鶏
0.016

(0.008)

0.066

(0.032)

0.054

(0.029)
－

0.162

(0.08)

－ ：分析せず。

上段：最大残留濃度 下段：平均的な残留濃度

６．ADI 及び ARfD の評価

食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）第 24 条第 1項第 1号の規定に基づき、食品

安全委員会あて意見を求めたクロラントラニリプロールに係る食品健康影響評価におい

て、以下のとおり評価されている。

（１）ADI

無毒性量：158 mg/kg 体重/day（発がん性は認められなかった。）

(動物種) 雄マウス

(投与方法) 混餌

(試験の種類) 発がん性試験

(期間) 18 か月間

安全係数：100

ADI：1.5 mg/kg 体重/day

（２）ARfD 設定の必要なし

クロラントラニリプロールの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響は

認められなかったため、急性参照用量(ARfD)は設定する必要がないと判断した。

７．諸外国における状況

JMPR における毒性評価が行われ、2008 年に ADI が設定され、ARfD は設定の必要なしと

されている。国際基準は穀類、葉菜類等に設定されている。

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国においてり

んご、びわ等に、カナダにおいてりんご、あんず等に、EU においてりんご、ナッツ類等

に、豪州においてぶどう、レタス等に、ニュージーランドにおいてアボカド、ばれいしょ



等に基準値が設定されている。

８．基準値案

（１）残留の規制対象

クロラントラニリプロールとする。

なお、食品安全委員会による食品健康影響評価においても、農産物、畜産物及び魚介

類中の暴露評価対象物質としてクロラントラニリプロール(親化合物のみ)を設定して

いる。

(２）基準値案

別紙 2のとおりである。

（３）暴露評価

1日当たり摂取する農薬等の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴

露評価は別紙3参照。

TMDI／ADI(%)注)

一般(1 歳以上) 5.0

幼小児(1～6 歳) 9.6

妊婦 4.9

高齢者(65 歳以上) 5.5

注）各食品の平均摂取量は、平成 17～19 年度の食品摂取頻度・摂取量

調査の特別集計業務報告書による。

TMDI 試算は、基準値案×各食品の平均摂取量の総和として計算した。
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

119 圃場A：<0.01

137 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

191-200 L/10 a 圃場B：<0.01

4000倍 散布 圃場A：0.03 (3回,7日)(#)注2）

200 L/10 a 圃場B：<0.01 (3回,7日)(#)

16倍 0.8 L/10 a 圃場A：0.01

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布 圃場B：0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

166,200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

180,175 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：<0.01

195,200 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：<0.01

222,243 L/10 a 圃場B：<0.01

(茎） 6kg株元 散布+ 圃場A：<0.01

5000倍散布
278, 200 L/10 a

圃場B：<0.01

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：1.78

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：1.29

2000倍 散布 1,3,7,15 圃場A：<0.01

200 L/10 a 1,3,7,14 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：6.62 (1回,3日)

200 L/10 a 圃場B：6.50

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：3.21

200 L/10 a 圃場B：3.36

2000倍 散布 圃場A：0.02 (3回,14日)

200 L/10 a 圃場B：0.03

2000倍散布 圃場A：3.08

200 L/10 a 圃場B：1.22

圃場A：0.12（4回,7日)

圃場B：0.12（4回,3日)

圃場C：0.04

圃場D：0.76

圃場A：0.32 (4回,3日)

圃場B：0.36

圃場A：0.26（4回,3日)

圃場B：0.46（4回,3日)

圃場C：0.36

圃場D：0.10（4回,3日)

圃場A：0.29

圃場B：2.00

2000倍 散布 圃場A：3.18

150,200 L/10 a 圃場B：1.29

2000倍 散布 圃場A：5.76

200 L/10 a 圃場B：1.02

2000倍 散布 圃場A：0.54

180,200 L/10 a 圃場B：1.80

圃場A：0.20（4回,3日)

圃場B：0.10（4回,3日)(#)

圃場A：0.65（4回,1日)(#)

圃場B：0.37（4回,1日)(#)

圃場A：0.30

圃場B：0.30

さとうきび

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
250,300 L/10 a

1+3 1,3,7,14

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1 g/株 植穴処理
+2000倍 散布

273,160～250 L/10 a
1+3 1,3,7,14

1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

2 1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,70～150 L/10 a

1+3 3,7,14,21

1,3,7,14

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,300 L/10 a

1 g/株 植穴処理
2000倍 散布

278-292,250 L/10 a

5.0%
フロアブル

2 1,3,7,14,21

1+3 1,3,7,14

4
5.0%

フロアブル

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

3,7,14,21

1,3,7,14

1+3

1+3

2

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,250～300,202

L/10 a

5.0%
フロアブル

1+3

3,7,14,21

1,3,7,14

4

5.0%
フロアブル

3

3

1,3,7,14

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

3 3,7,14

5.0%
フロアブル

1 1,3,7

1 1,3,7

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 30,45,60

1+3 30,45,60

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

0.50%粒剤+
10.0%フロアブル

10.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

1,3,7,14

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

3

2

7,14,21

7,14,21

1

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

1.0%
粒剤

50 g/箱
育苗箱処理

2

2

2

2

2

2

2

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1 g/株 植穴処理+
2000倍 散布

231,281 L/10 a

5.0%
フロアブル

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

最大残留量（ppm）注１）

水稲
（玄米）

2

2

2

だいこん
（根部）

だいこん
（葉部）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

ブロッコリー
（花蕾）

未成熟とうもろこ
し(子実)

とうもろこし
(乾燥子実)

だいず
（乾燥子実）

かんしょ
（塊根）

はくさい
（茎葉）

さといも
（塊茎）

やまのいも
（塊茎）

はつかだいこん
（茎部）

かぶ
（根部）

かぶ
（葉部）

クレソン
（茎葉）

キャベツ
(葉球)

はつかだいこん
（根部）

こまつな
（茎葉）

みずな
（茎葉）

チンゲンサイ
（茎葉）



（別紙1-1）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

2000倍 散布 圃場A：0.26（3回,3日)

300,210 L/10 a 圃場B：<0.01

圃場A：0.22

圃場B：0.18

圃場A：0.54

圃場B：0.52

圃場A：2.73

圃場B：2.70

圃場A：3.00 (4回,7日)

圃場B：0.60 (4回,3日)

圃場A：1.26

圃場B：0.80

圃場A：1.94 (4回,3日)

圃場B：1.28

2000倍 散布 圃場A：1.83

200 L/10 a 圃場B：6.70

圃場A：6.98

圃場B：8.46

2000倍 散布 圃場A：2.40 (2回,3日)

200 L/10 a 圃場B：2.31

圃場A：5.82

圃場B：8.63

2000倍 散布 圃場A：0.19

300 L/10 a 圃場B：0.29

2000倍 散布 圃場A：0.21

200 L/10 a 圃場B：0.66

圃場A：0.09

圃場B：0.26

2000倍 散布 圃場A：0.02

200 L/10 a 圃場B：0.02

2000倍 散布 圃場A：5.62

200,397  L/10 a 圃場B：6.10 (#)

2000倍 散布 圃場A：1.98

176,183 L/10 a 圃場B：1.18

圃場A：0.04 (4回,7日)

圃場B：0.19

圃場A：0.12 (4回,3日)

圃場B：0.07

圃場A：0.22

圃場B：0.38

圃場A：0.06

圃場B：0.26

圃場A：1.12 (4回,1日)(#)

圃場B：2.50 (4回,1日)(#)

圃場A：1.04 (4回,1日)(#)

圃場B：1.26 (4回,1日)(#)

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

180,300 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

281,300 L/10 a
1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+2000倍 散布
250 L/10 a

1+3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

200,250 L/10 a
1+2 1,7,14

5.0%
フロアブル

1 3 ,7,14

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布
200 L/10 a

1+3 1,7,14

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

5.0%
フロアブル

1 7,14,21

5.0%
フロアブル

3 3,7,14

3 3,7,14,21

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍散布
192,180 L/10 a

1+3 1 ,3,7,14

1,3,7,14

1,3,7,14

2 1,3,7,14,21

100倍500m L/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
193.3,200 L/10 a

5.0%
フロアブル

1+3 1,3,7,14

0.50%粒剤
+5.0%フロアブル

1+3

1+3

1+3

2 1,3,7,14,21

5.0%
フロアブル

1+3

3,7,14,21

1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
200 L/10 a

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
223,250～300 L/10 a

1 g/株 植穴処理
+1000倍 散布

250～258,278～279
L/10 a

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+1000倍 散布
150,193.3 L/10 a

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
300 L/10 a

1+2 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200 L/10 a

1+2 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

100倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
267,250,271 L/10 a

1+3 1,3,7,14

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

サラダ菜
（茎葉）

ふき
（茎葉）

ねぎ
（茎葉）

アスパラガス
(若茎)

パセリ
（茎葉）

2

2

2

2

はなっこりー
（茎葉）

タアサイ
（茎葉）

レタス
（茎葉）

リーフレタス
（茎葉）

カリフラワー
（花蕾）

コリアンダー
（茎葉）

トマト
（果実）

ミニトマト
（果実）

ピーマン
(果実)

なす
（果実）

ししとう
（果実）

甘長とうがらし
（果実）
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

圃場A：0.05

圃場B：0.07

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.33

300 L/10 a 圃場B：0.14

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200,250～251 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.54 (3回,3日)

200,250～251 L/10 a 圃場B：0.48 (3回,3日)

2000倍 散布 圃場A：<0.01

200 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 152.4, 圃場A：4.10 (3回,14日)

182.65～182.86 L/10 a 圃場B：4.66

2000倍 散布 圃場A：0.15

280,225～275 L/10 a 圃場B：0.27

2000倍 散布 圃場A：0.01 (3回,7日)

166,178～180 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.26

200,181 L/10 a 圃場B：0.13

2000倍 散布 圃場A：0.19

168～194,183 L/10 a 圃場B：0.14 (3回,7日)

4000倍 散布 圃場A：0.14

150～200,200 L/10 a 圃場B：0.32

1000倍 散布 圃場A：0.04

300 L/10 a 圃場B：<0.01

2000倍 散布 圃場A：0.04

200 L/10 a 圃場B：0.03

1,3,7,14 圃場A：14.4 (2回,1日)(#)

圃場B：8.32 (2回,1日)(#)

圃場C：7.26 (2回,1日)(#)

2000倍 散布 圃場A：6.80

200 L/10 a 圃場B：13.6

圃場A：0.31 (3回,3日)

圃場B：0.10 (3回,3日)

圃場C：0.37

圃場D：0.18

圃場A：0.16 (3回,3日)

圃場B：0.18 (3回,3日)

圃場C：0.33

圃場D：0.17

5000倍 散布 圃場A：0.02 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：<0.01 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：<0.01

360,400 L/10 a 圃場B：<0.01

5000倍 散布 圃場A：1.67 (2回,3日)

400,500 L/10 a 圃場B：0.70 (2回,3日)

5000倍 散布 圃場A：1.42

360,400 L/10 a 圃場B：1.34

5000倍 散布 圃場A：0.11

400 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.62

625,400 L/10 a 圃場B：0.32 (3回,14日)

2500倍 散布 圃場A：0.04 (3回,14日)

500 L/10 a 圃場B：0.08

2500倍 散布 圃場A：0.44

313,400 L/10 a 圃場B：0.32

圃場A：0.38 (3回,3日)

圃場B：0.23 (3回,3日)

圃場C：0.12

圃場D：0.18

3,7,14,21

4

1,3,7,14

3,7,14,21

3 3,7,14,21

10.0%
フロアブル

3 1 ,3 ,7 ,14

2 3,7,14,21

3 1,3,7,14

10.0%
フロアブル

2 3,7,14,21

3

3,7,14,21

1,3,7,14

10.0%
フロアブル

2 3,7,14,21

3 1,3,7,14

2500倍 散布
400,700,500 L/10 a

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

3 1,3,7,14

1,3,7

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

1,3,7,14

メロン
（果皮）

2
5.0%

フロアブル
3 1,3,7,14

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

100倍25 mL/ﾎﾟｯﾄ灌注
+1000倍 散布

200,300 L/10 a
1+3 1,7,14

3

あんず
(果実)

2

2 3

10.0%
フロアブル

2500倍 散布
700,500,417,450

L/10 a
3

2

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

2

2

2

10.0%
フロアブル

2

2

2

2

2

4

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

きゅうり
（果実）

すいか
（果肉）

メロン
（果肉）

とうがん
（果実）

ほうれんそう
（茎葉）

すいか
（果皮）

もも
（果肉）

オクラ
(果実)

しょうが
(根茎）

えだまめ
（さや）

さやえんどう
（さや）

さやいんげん
（さや）

未成熟そらまめ
（さや）

もも
（果皮）

ネクタリン
（果実）

すもも
（果実）

おうとう
（果実）

うめ
(果実)

ごま
（種子）

モロヘイヤ
（茎葉）

えごま
（葉）

りんご
（果実）

なし
（果実）

3 1,3,7,14

3 1,3,7,14

3 1,3,7

3 1,3,7

3 3,7,14,21

3 1,3,7,14

2 3,7,14

5.0%
フロアブル

3
2000倍 散布

480 ,420 ,750  L/10 a
2

1,3,7

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3 1,3,7

10.0%
フロアブル

3,7,14,21

1,3,7,14

3
2500倍 散布

600,500,500,450
L/10 a
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
最大残留量（ppm）注１）

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表

農作物
試験

圃場数

試験条件

2000倍 散布 圃場A：0.23

200 L/10 a 圃場B：0.30

5000倍 散布 圃場A：0.16 (3回,3日)

300,500 L/10 a 圃場B：0.51 (3回,3日)

5000倍 散布 圃場A：0.07

500 L/10 a 圃場B：0.07 (3回,7日)

2000倍 散布 圃場A：29.8

400 L/10 a 圃場B：38.6

2000倍 散布 圃場A：16.9

400 L/10 a 圃場B：19.6

2000倍 散布 圃場A：8.08

200 L/10 a 圃場B：5.86

2000倍 散布 圃場A：7.76

200 L/10 a 圃場B：17.3

2000倍 散布 圃場A：<0.01

300 L/10 a 圃場B：<0.01

100倍 圃場A：<0.02 (1回,82日)

500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌注 圃場B：<0.02 (1回,82日)

2000倍 散布 圃場A：4.83

300 L/10 a 圃場B：3.25

圃場A：1.00

圃場B：0.50

8.7%フロアブル
+5.0%フロアブル

200倍500 mL/ｾﾙﾄﾚｲ灌
注

+2000倍 散布
200,250～300 L/10 a

1+3 1,3,7

3 3,7,14
5.0%

フロアブル

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

1 82,89,96

1,3,7,143

5.0%
フロアブル

5.0%
フロアブル

3

3

1,3,7

1,3,7

10.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

10.0%
フロアブル

10.0%
フロアブル

1

1

3,7,14,21

3,7,14,21

1,7,14

10.0%
フロアブル

3 1,3,7,14

バジル
（茎葉）

しそ
（茎葉）

らっきょう
（鱗茎）

あすっこ
（花・花茎）

アマランサス
（茎葉）

なばな
（茎葉）

2

2

2

2

ぶどう
（果実）

かき
（果実）

いちご
（果実）

茶
（荒茶）

茶
（浸出液）

2

2

2

2

2

2

5.0%
フロアブル

2

2

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。
注３）今回、新たに提出された作物残留試験成績に網を付けて示している。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付
「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用数
及び経過日数について（　）内に記載した。
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 35%顆粒水和剤  49 g ai/ha散布 3 0,7 ,14,21,28 圃場A：<0.003(#)
注2）

1 35%顆粒水和剤  50～52 g ai/ha散布 3 0,7,15,21,28 圃場A：<0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  74～76 g ai/ha散布 3 0,1 ,3 ,7 ,14,21 圃場A：0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  76 g ai/ha散布 3 0,1 ,3 ,7 ,14,21 圃場A：<0.003(#)

1 35%顆粒水和剤  380 g ai/ha散布 3 14 圃場A：0.003(#)

圃場A：ND(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：ND(#)

圃場D：ND(#)

圃場E：ND(#)

圃場F：ND(#)

圃場G：0.004(#)

圃場H：ND(#)

圃場I：ND(#)

圃場J：ND(#)

圃場K：ND(#)

圃場L：ND(#)

圃場M：ND(#)

圃場N：ND(#)

圃場O：ND(#)

圃場P：ND(#)

圃場Q：0.003(#)

圃場R：ND(#)

圃場S：ND(#)

圃場T：0.003(#)

圃場U：ND(#)

圃場A：0.003(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：0.004(#)

圃場D：ND(#)

圃場A：0.64(#)

圃場B：0.28(#)

圃場C：0.033(#)

圃場D：0.51(#)

圃場E：0.48(#)

圃場F：0.066(#)

圃場G：0.29(#)

圃場H：1.1(#)

圃場I：0.75(#)

圃場J：2.9

圃場K：2.2

1 18.4%フロアブル 112～116 g ai/ha散布 2 4 圃場A：0.10(#)

圃場A：0.037(#)

圃場B：0.078(#)

圃場C：0.077(#)

1 18.4%フロアブル 113～114 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.67(2回,1日)(#)

圃場A：0.32(#)

圃場B：0.30(#)

圃場C：0.40(#)

圃場D：0.38(#)

圃場E：0.32(#)

圃場F：0.41(#)

圃場G：0.35(#)

圃場H：0.12(#)

圃場A：1.7(#)

圃場B：4.6(#)

圃場C：1.2(#)

圃場D：5.6(#)

圃場E：2.9(#)

圃場F：3.7(#)

圃場G：4.8(#)

圃場H：2.2(#)

からしな
(茎葉)

8 18.4%フロアブル
112～116 g ai/ha

散布
2 3

ブロッコリー
(花蕾) 8 18.4%フロアブル

109～116 g ai/ha
散布

2 3

キャベツ
(外葉なし)

3 18.4%フロアブル
110～118 g ai/ha

散布
2 3

14

15

キャベツ
(外葉あり)

11 18.4%フロアブル
110～118 g ai/ha

散布
2 3

ばれいしょ
(塊茎) 21

4

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

3 73～78 g ai/ha散布

 73～78 g ai/ha散布 3

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 18.4%フロアブル 111～113 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.56(#)

圃場A：2.4(#)

圃場B：1.3(#)

圃場C：0.43(#)

圃場D：2.2(#)

圃場E：0.012(#)

圃場F：0.004(#)

圃場A：0.47(#)

圃場B：0.043(#)

圃場C：0.39(#)

圃場A：6.2(#)

圃場B：3.2(#)

圃場C：3.9(#)

圃場D：4.5(#)

圃場E：5.3(#)

圃場F：4.0(#)

圃場G：3.9(#)

圃場A：0.99(#)

圃場B：2.6(#)

圃場C：2.1(#)

圃場D：3.6(#)

圃場E：2.1(#)

圃場F：1.4(#)

圃場G：3.6(#)

圃場A：2.5(#)

圃場B：0.25(#)

圃場C：0.19(#)

1 18.4%フロアブル 110～113 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：3.7(#)

圃場B：6.8(#)

圃場C：8.6(#)

圃場D：7.4(#)

圃場E：5.6(#)

圃場F：8.9(#)

圃場G：7.3(#)

1 18.4%フロアブル 113  g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.14(#)

圃場A：0.071(#)

圃場B：0.040(#)

圃場C：0.018(#)

圃場D：0.032(#)

圃場E：0.040(#)

圃場F：0.032(#)

圃場G：0.18(#)

圃場H：0.14(#)

圃場I：0.092(#)

圃場J：0.14(#)

圃場K：0.14(#)

圃場L：0.044(#)

圃場M：0.059(#)

圃場N：0.051(#)

圃場O：0.061(#)

圃場P：0.11(#)

圃場Q：0.095(#)

圃場R：0.10(#)

圃場S：0.082(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.069(#)

圃場C：0.024(#)

圃場D：0.090(#)

圃場E：0.013(#)

圃場F：0.022(#)

圃場G：0.019(#)

圃場H：0.11(#)

圃場I：0.13(#)

圃場J：0.18(#)

圃場K：0.14(#)

ピーマン
(果実)

11 18.4%フロアブル
105～119 g ai/ha

散布
2 1

トマト
(果実) 19 18.4%フロアブル

106～120 g ai/ha
散布

2 1

ほうれんそう
(茎葉) 6 18.4%フロアブル

110～118 g ai/ha
散布

2 1

セルリー
(茎葉)

(外葉なし)
3 18.4%フロアブル

112～114 g ai/ha
散布

2 1

セルリー
(茎葉)

(外葉あり)
7 18.4%フロアブル

112～118 g ai/ha
散布

2 1

リーフレタス
(茎葉)

7 18.4%フロアブル
112～116 g ai/ha

散布
2 1

レタス
(茎葉)

(外葉なし)
3 18.4%フロアブル

110～118 g ai/ha
散布

2 1

レタス
(茎葉)

(外葉あり) 6 18.4%フロアブル
109～115 g ai/ha

散布
2 1
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

圃場A：0.21(#)

圃場B：0.019(#)

圃場C：0.035(#)

圃場D：0.066(#)

圃場E：0.059(#)

圃場F：0.41(#)

圃場G：0.063(#)

圃場H：0.13(#)

圃場I：0.069(#)

1 18.4%フロアブル 118～119 g ai/ha散布 2 0,1,3,7,10 圃場A：0.022(#)

圃場A：0.076(#)

圃場B：0.011(#)

圃場C：0.015(#)

圃場D：0.006(#)

圃場E：0.012(#)

圃場F：0.076(#)

圃場A：0.090(#)

圃場B：0.027(#)

圃場C：0.065(#)

圃場D：0.10(#)

圃場E：0.081(#)

圃場F：0.052(#)

マスクメロン
(果実)

1 18.4%フロアブル 113～114 g ai/ha散布 2 1 圃場A：0.010(#)

圃場A：0.017(#)

圃場B：0.081(#)

圃場C：0.023(#)

圃場D：0.054(#)

圃場E：0.076(#)

圃場F：0.040(#)

1 35%顆粒水和剤 112  g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.13(#)

圃場A：0.022(#)

圃場B：0.056(#)

圃場C：0.11(#)

圃場D：0.074(#)

圃場E：0.038(#)

圃場F：0.010(#)

圃場G：0.012(#)

圃場H：0.088(#)

圃場I：0.045(#)

圃場J：0.093(#)

圃場K：0.061(#)

圃場L：0.23(#)

圃場M：0.078(#)

圃場A：0.073(#)

圃場B：0.072(#)

圃場C：0.030(#)

1 35%顆粒水和剤 113～115 g ai/ha散布 2 10 圃場A：0.054(#)

圃場A：0.033(#)

圃場B：0.059(#)

圃場C：0.085(#)

圃場A：0.026(#)

圃場B：0.070(#)

圃場C：0.10(#)

圃場D：0.016(#)

圃場E：0.12(#)

圃場F：0.13(#)

圃場G：0.070(#)

カンタロープ
(果実)

6 18.4%フロアブル
110～121 g ai/ha

散布
2 1

ペポカボチャ
(果実)

6 18.4%フロアブル

きゅうり
(果実) 6 18.4%フロアブル

109～124 g ai/ha
散布

2 1

とうがらし
(果実)

9 18.4%フロアブル
109～119 g ai/ha

散布
2 1

108～121 g ai/ha
散布

2 1

りんご
(果実)

13 35%顆粒水和剤

3 35%顆粒水和剤

111～118 g ai/ha
散布

109～113 g ai/ha
散布

2

2

14

15

なし
(果実)

3 35%顆粒水和剤
112 g ai/ha

散布
2 13

7 35%顆粒水和剤
112～113 g ai/ha

散布
2 14
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤 116.13～115.71 g ai/ha散布 2 1,3,8,10,14 圃場A：0.158(#)

1 35%顆粒水和剤 111.69～112.42 g ai/ha散布 2 1,3,8,11,15 圃場A：0.318(#)

圃場A：0.0720(#)

圃場B：0.125(#)

圃場A：0.247(#)

圃場B：0.144(#)

圃場C：0.132(#)

圃場D：0.165(#)

圃場E：0.0639(#)

圃場F：0.0916(#)

圃場G：0.101(#)

圃場H：0.0827(#)

圃場I：0.122(#)

圃場A：0.106(#)

圃場B：0.891(#)

圃場C：0.142(#)

圃場A：0.114(#)

圃場B：0.132(#)

圃場C：0.101(#)

圃場A：0.0897(#)

圃場B：0.105(#)

圃場C：0.309(#)

圃場D：0.183(#)

1 35%顆粒水和剤  111～112 g ai/ha散布 2 0,5,10,14,21 圃場A：0.004(2回,10日)(#)

圃場A：0.026(#)

圃場B：0.017(#)

圃場C：0.067(#)

圃場D：0.066(#)

圃場E：0.006(#)

圃場F：0.015(#)

圃場G：0.006(#)

圃場H：0.007(#)

圃場I：0.007(#)

圃場J：0.009(#)

圃場A：0.011(#)

圃場B：0.022(#)

圃場C：0.049(#)

圃場A：0.011(#)

圃場B：0.029(#)

圃場C：0.076(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.18(#)

圃場A：0.26(#)

圃場B：0.10(#)

圃場C：0.056(#)

圃場D：0.36(#)

圃場E：0.21(#)

圃場F：0.45(#)

圃場A：0.15(#)

圃場B：0.48(#)

圃場A：0.19(#)

圃場B：0.57(#)

11

もも
(果実)

2 35%顆粒水和剤
110.69～112.34 g ai/ha

散布
2 9

9 35%顆粒水和剤
111.37～113.65 g ai/ha

散布
2 10

3 35%顆粒水和剤
112.42～115.47 g ai/ha

散布
野菜オイル加用

2 10

3 35%顆粒水和剤
110.35～115.85 g ai/ha

散布
非イオン系展着剤加用

2 10

4 35%顆粒水和剤
109.77～115.87 g ai/ha

散布
2

すもも
(果実)

10 35%顆粒水和剤
 105～112g ai/ha

散布
2 10

3

3

35%顆粒水和剤
108～111 g ai/ha

散布
野菜オイル加用

2 10

35%顆粒水和剤
112～118 g ai/ha

散布
非イオン系展着剤加用

2 10

おうとう
(果実)

2

6

2

2

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

112  g ai/ha
散布

111～112 g ai/ha
散布

112 g ai/ha散布
野菜オイル加用

112 g ai/ha散布
非イオン系展着剤加用

2

2

2

2

9

10

10

10
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剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤 115.60～118.95 g ai/ha散布 2 1,2,7,13,23 圃場A：0.0403(#)

1 35%顆粒水和剤 111.85～112.01 g ai/ha散布 2 1,4,7,15,20 圃場A：0.429(#)

圃場A：0.522(#)

圃場B：0.199(#)

圃場A：0.0826(#)

圃場B：0.0415(#)

圃場C：0.0933(#)

圃場D：0.175(#)

圃場E：0.335(#)

圃場F：0.257(#)

圃場G：0.108(#)

圃場H：0.0440(#)

圃場I：0.0426(#)

圃場J：0.0364(#)

圃場A：0.0442(#)

圃場B：0.0445(#)

圃場A：0.0909(#)

圃場B：0.0408(#)

圃場A：0.477(#)

圃場B：0.119(#)

圃場C：0.189(#)

1 35%顆粒水和剤
108.12～108.26 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2 15 圃場A：0.371(#)

1 35%顆粒水和剤
107.90～108.35 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 15 圃場A：0.461(#)

1 35%顆粒水和剤 110～118 g ai/ha散布 2 0,7,14,21,28 圃場A：0.078(#)

1 35%顆粒水和剤 110～112 g ai/ha散布 2 0,6,14,20,25 圃場A：0.34(2回,6日)(#)

1 35%顆粒水和剤 112  g ai/ha散布 2 20 圃場A：0.016(#)

圃場A：0.022(#)

圃場B：0.029(#)

圃場C：0.047(#)

圃場D：0.082(#)

圃場E：0.049(#)

圃場F：0.13(#)

圃場G：0.083(#)

圃場A：0.031(#)

圃場B：0.054(#)

圃場C：0.081(#)

1 35%顆粒水和剤 112～113 g ai/ha散布 2 23 圃場A：0.006(#)

圃場A：12(#)

圃場B：6.4(#)

圃場C：3.3(#)

圃場D：4.1(#)

圃場E：2.4(#)

圃場A：1.1(#)

圃場B：13(#)

圃場A：0.11（2回,1日)(#)

圃場B：0.13(2回,1日)(#)

圃場C：0.19(#)

圃場D：0.15(2回,1日)(#)

圃場E：0.13(2回,日)(#)

圃場A：0.11(#)

圃場B：0.081(#)

圃場C：0.11(#)

圃場D：0.30(#)

圃場A：0.088(#)

圃場B：0.25(#)

圃場C：0.093(#)

圃場D：0.16(#)

圃場E：0.19(#)

圃場F：0.024(#)

圃場A：0.055(#)

圃場B：0.031(#)

圃場C：0.12(#)

圃場D：0.083(#)

ぶどう
(果実)

2 35%顆粒水和剤
111.08～115.15 g ai/ha

散布
2 13

10 35%顆粒水和剤
108.82～114.80 g ai/ha

散布
14

2

2

3

35%顆粒水和剤
111.69～114.06 g ai/ha散布

野菜オイル加用
2 14

35%顆粒水和剤
112.25～114.86 g ai/ha散布

非イオン系展着剤加用
2 14

35%顆粒水和剤
107.90～114.01 g ai/ha

散布
2 15

綿実
(種子)

7 35%顆粒水和剤
109～114 g ai/ha

散布
2 21

3 35%顆粒水和剤
110～114 g ai/ha

散布
2 22

綿実
(綿花残渣)

5

2

35%顆粒水和剤

35%顆粒水和剤

109～113 g ai/ha
散布

110～114 g ai/ha
散布

2

2

21

22

グリーンビーン
(さや)

5 35%顆粒水和剤
59.66～60.52 g ai/ha

散布
2 0,1,7,14,21

4 35%顆粒水和剤
57.72～61.59 g ai/ha

散布
2 1

6 35%顆粒水和剤
38.86～40.91 g ai/ha

散布
2 1,3

4 35%顆粒水和剤
38.12～40.86 g ai/ha

散布
2 1



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 18.4%フロアブル 110～112 g ai/ha散布 2 13 圃場A：ND(#)

1 18.4%フロアブル 559～567g ai/ha散布 2 13 圃場A：ND(#)

圃場A：ND(#)

圃場B：ND(#)

圃場C：ND(#)

圃場D：ND

圃場A：0.005(#)

圃場B：0.009(#)

1 18.4%フロアブル 554～567 g ai/ha散布 2 15 圃場A：ND(#)

圃場A：<0.010(#)

圃場B：<0.010(#)

圃場A：<0.010(#)

圃場B：<0.010(#)

圃場C：<0.010(#)

圃場D：<0.010(#)

圃場E：<0.010(#)

圃場F：<0.010(#)

圃場G：<0.010(#)

圃場H：<0.010(#)

圃場I：<0.010(#)

圃場J：<0.010(#)

1 18.4%フロアブル 0.099～0.103 lb ai/A散布 4 15 圃場A：<0.010(#)

1 18.4%フロアブル 0.10 1 lb ai/A散布 5 14 圃場A：<0.010(#)

圃場A：5.4(#)

圃場B：5.315(#)

圃場C：2.615(#)

圃場D：0.69(#)

圃場E：12.04(#)

圃場F：3.635(#)

圃場G：3.955(#)

圃場H：0.824(#)

圃場I：2.085(#)

圃場J：2.075(#)

圃場K：7.69(#)

圃場L：4.52(#)

圃場M：7.1(#)

15 圃場N：2.36(#)

13 圃場A：1.7(#)

圃場B：3.1(#)

圃場C：3.1(#)

圃場D：2.8(#)

圃場E：3.7(#)

圃場F：2.2(#)

圃場G：3.8(#)

1 51.85%フロアブル  550 g ai/ha土壌処理 2 113 圃場A：0.063(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha散布 2 116 圃場A：0.040(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 117 圃場A：0.057(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha散布 2 120 圃場A：0.010(#)

1 51.85%フロアブル  546 g ai/ha土壌処理 2 120 圃場A：0.049(#)

1 51.85%フロアブル  1077 g ai/ha土壌処理 2 120 圃場A：0.037(#)

圃場A：0.051(#)

圃場B：0.050(#)

圃場C：0.072(#)

圃場D：0.087(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 123 圃場A：0.029(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 127 圃場A：0.052(#)

1 51.85%フロアブル  560 g ai/ha土壌処理 2 130 圃場A：0.028(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 134 圃場A：0.030(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 138 圃場A：0.046(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha散布 2 143 圃場A：0.033(#)

1 51.85%フロアブル  561 g ai/ha土壌処理 2 148 圃場A：0.031(#)

1 51.85%フロアブル  1121 g ai/ha土壌処理 2 148 圃場A：0.048(#)

1 5%フロアブル  20 g ai/ha散布 6 0,1,3,7,14 圃場A：3.080(#)

1 5%フロアブル  40 g ai/ha散布 6 0,1,3,7,14 圃場A：11.036(#)

圃場A：0.049

圃場B：0.436

とうもろこし
(穀粒)

4 18.4%フロアブル
105～112 g ai/ha

散布
2 14

2 18.4%フロアブル
108～116 g ai/ha

散布
2 15

2 18.4%フロアブル
0.100～0.109 lb ai/A

散布
4 13

10 18.4%フロアブル
0.095～0.109 lb ai/A

散布
4 14

とうもろこし
(茎葉)

14

7

18.4%フロアブル
0.098～0.104 lb ai/A

散布
2

13

14

18.4%フロアブル
0.094～0.104 lb ai/A

散布
2

14

15

稲
(穀粒)

4 51.85%フロアブル  560 g ai/ha散布 2 122

Polebeans
(さや)

ブラックベリー
(果実)

2 35%顆粒水和剤
0.097～0.100 lb ai/A

散布
2 3



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

1 35%顆粒水和剤
0.099～0.103 lb ai/A

散布
2 1,3,7,10 圃場A：0.0902

圃場A：0.235

圃場B：0.481

圃場C：0.482

圃場D：0.513

圃場E：0.095

2000倍散布 圃場A：0.23

200L/10a 圃場B：0.30

圃場A：0.176(#)

圃場B：0.122(#)

圃場C：0.163(#)

圃場D：0.108(#)

圃場E：0.206(#)

圃場F：0.132(#)

圃場G：0.749(#)

圃場H：0.840(#)

圃場I：0.181(#)

1 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1,3,6,13 圃場A：0.234(#)

1 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1,3,8,14 圃場A：0.460(#)

圃場A：4.61(#)

圃場B：4.64(#)

圃場C：5.68(#)

圃場D：5.33(#)

圃場E：2.22(#)

圃場A：0.098

圃場B：0.115

圃場A：0.188

圃場B：0.205

圃場A：0.006(#)

圃場B：0.007(#)

圃場C：0.004(#)

圃場D：0.006(#)

圃場E：0.004(#)

1 35%顆粒水和剤 111～112 g ai/ha散布 2 11 圃場A：0.008(#)

1 35%顆粒水和剤 112～113 g ai/ha散布 2 9 圃場A：0.015(#)

圃場A：0.003(#)

圃場B：0.003(#)

圃場C：0.007(#)

圃場D：0.014(#)

圃場E：0.009(#)

圃場A：1.0

圃場B：0.83

圃場C：0.14

圃場D：0.25

圃場E：0.34

圃場F：0.23

圃場A：0.79

圃場B：0.12

圃場C：0.21

圃場D：0.030

圃場E：0.82

圃場F：0.16

圃場A：0.136

圃場B：0.123

圃場C：0.097

圃場D：<0.01

圃場E：0.118

圃場F：0.407

圃場G：0.145

圃場H：0.161

圃場I：0.121

圃場A：0.640

圃場B：0.476

圃場C：0.444

圃場D：0.611

ラズベリー
(果実)

5 35%顆粒水和剤
0100～0.105 lb ai/A

散布
2 3

いちご
(果実)

2 5%フロアブル 2 1,7,14

ブルーベリー
(果実)

9 35%顆粒水和剤
0.198～0.212 lb ai/A

散布
2 1

ミント
(茎葉)

5 35%顆粒水和剤
0.097～0.103 lb ai/A

散布
2 3

コーヒー豆
(豆)

2

2

35%顆粒水和剤  52.5 g ai/ha散布 3 7,21

35%顆粒水和剤  52.5 g ai/ha散布 3 1,3,7,14,21

アーモンド
(可食部)

5 35%顆粒水和剤
111～114 g ai/ha

散布
2 10

ペカン
(可食部) 5 35%顆粒水和剤

112～114 g ai/ha
散布

2 10

なたね
(種子)

6 18.4%フロアブル  219～231 g ai/ha散布 1 1

ひまわり
(種子)

6 18.4%フロアブル  219～230 g ai/ha散布 1 1

さやいんげん 9 18.4%フロアブル
0.192～0.204 lb ai/A

散布
2 1

さやえんどう 4 18.4%フロアブル
0.201～0.205 lb ai/A

散布
2 1



（別紙1-2）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）

注１）

だいず
（乾燥子実）

1 18.4%フロアブル  0.1 lb ai/A散布 2 1 圃場A：0.19

圃場A：11

圃場B：10

圃場C：17

圃場D：6.8

圃場E：3.8

圃場F：18

圃場A：0.23

圃場B：0.031

圃場C：0.051

圃場D：0.046

圃場E：0.027

圃場F：0.071

圃場A：0.653

圃場B：0.406

圃場C：0.787

圃場D：1.49

圃場E：0.717

圃場A：0.004

圃場B：0.012

圃場C：<0.003

圃場D：0.003

圃場E：<0.003

圃場F：0.034

圃場A：1.96

圃場B：1.91

圃場C：1.93

圃場A：1.16

圃場B：1.49

圃場C：0.786

圃場A：0.225

圃場B：0.192

圃場C：0.183

圃場D：0.254

圃場E：0.409

圃場A：0.101

圃場B：0.0972

圃場C：0.0899

圃場D：0.125

圃場E：0.119

パパイヤ 1 35%顆粒水和剤  0.207 lb ai/Acre散布 2 1,3,7,10,14 圃場A：0.288

ライチ 1 35%顆粒水和剤  0.200 lb ai/Acre散布 2 1,3,6,9,13 圃場A：0.451

おうとう 1 35%顆粒水和剤  0.199 lb ai/Acre散布 2 1,3,6,10,15 圃場A：0.171

圃場A：17.6

圃場B：24.3

ND：not dectected（検出限界0.003 ppm未満）
注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用
条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残留農薬基準設定における暴露
評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最
短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）
内に記載した。

ラディッシュ
(葉部)

6 18.4%フロアブル
0.200～0.208 lb ai/A

散布
2 1

ラディッシュ
(根部)

6 18.4%フロアブル
0.200～0.208 lb ai/A

散布
2 1

ねぎ 5 18.4%フロアブル
0.199～0.203 lb ai/A

散布
2 1

らっかせい 6 18.4%フロアブル  0.200 lb ai/A散布 2 1

大麦 3 18.4%フロアブル
0.200～0.207 lb ai/A

散布
2 1

ソルガム 3 18.4%フロアブル
0.200～0.202 lb ai/A

散布
2 1

小麦 5 18.4%フロアブル
0.201～0.209 lb ai/A

散布
2 1

ディル
（種子）

2 18.4%フロアブル
0.100～0.101 lb ai/A

散布
2

ザクロ

1

5 35%顆粒水和剤
0.194～0.206 lb ai/A

散布
2 1



（別紙1-3）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：<0.005

圃場B：0.14

圃場A：0.42

圃場B：0.32

圃場A：0.013

圃場B：<0.005

圃場C：0.027

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,6,14 圃場A：0.47(2回,14日)

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,6,14 圃場A：1.32(2回,14日)

圃場A：0.09

圃場B：0.03

圃場A：0.24

圃場B：0.11

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7,12 圃場A：<0.01

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,7,12 圃場A：<0.01

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7,14 圃場A：0.09

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,7 圃場A：0.31

1 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2 0,1,3,7 圃場A：0.11

1 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,7 圃場A：0.24

緑豆

ひよこ豆 14

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわ
ゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付「残
留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（豪州）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）注）

2 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2

2 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2 14

だいず 3 35%顆粒水和剤  140g ai/ha散布 2 14

スナップえんどう

さやえんどう

2 18.4%フロアブル  20g ai/ha散布 2

グリーンピース

さやいんげん

いんげんまめ

0,1,3,7,14

2 18.4%フロアブル  112g ai/ha散布 2 0,1,3,7,14



（別紙1-4）

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

1 35%顆粒水和剤  94.5 g ai/ha散布 2 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.16(2回,7日)（#）注2）

1 35%顆粒水和剤  94.5 g ai/ha散布 2 14 圃場A：0.15

1 35%顆粒水和剤  189 g ai/ha散布 3 1 ,7 ,14,21,28 圃場A：0.34(3回,1日)（#）

1 35%顆粒水和剤  189 g ai/ha散布 3 14 圃場A：0.31

アボカド

注２）(＃)印で示した作物残留試験成績は、申請の範囲内で試験が行われていない。なお、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

注１）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留量。（参考：平成１０年８月７日付
「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に係る意見具申」）
  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留量が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留量が得られた場合は、その使用回
数及び経過日数について（　）内に記載した。

クロラントラニリプロール作物残留試験一覧表（ニュージーランド）

農作物
試験

圃場数

試験条件
最大残留量（ppm）注１）



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.05 0.05 ○ <0.01,<0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 6 0.02 6.0 米国 【0.183-0.409(n=5)(小麦)

（1.91,1.93,1.96）（大麦）
（0.786,1.16,1.49）（ソルガム）(米国)】

大麦 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
ライ麦 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
とうもろこし 0.6 0.6 ○ 0.6
そば 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
その他の穀類 6 6 0.02 6.0 米国 【米国小麦、大麦、ソルガム参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.2 0.2 ○ 0.05 <0.01,0.03($)
小豆類 1 1 【0.32,0.42(緑豆）（豪州)】
えんどう 1 1 【小豆類参照】
そら豆 1 1 【小豆類参照】
らっかせい 0.06 0.06 0.06 0.06 米国 【<0.003-0.034(n=6)(米国)】
その他の豆類 1 1 【小豆類参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.02 0.02
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
かんしょ 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.05 ○ 0.02 <0.01,<0.01
こんにゃくいも 0.02 0.02 0.02
その他のいも類 0.02 0.02 0.02zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.02 0.02
さとうきび 14 14 ○ 0.5 14 米国 【0.69-12.04(#)(n=21)

(とうもろこし茎葉)(米国)】zzz
#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

#N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 0.5 ○ 0.5
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 40 ○ 40
かぶ類の根 0.2 0.2 ○ 0.02 0.02,0.03($)
かぶ類の葉 20 20 ○ 20
西洋わさび 0.02 0.02 0.02
クレソン 20 20 ○ 20
はくさい 20 20 ○ 20
キャベツ 4 4 ○ 2 4.0 米国 【0.033-1.1(n=11)

(外葉あり)、0.037,0.077,0.078
(外葉なし)(米国)】

芽キャベツ 4 4 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
ケール 20 20 ○ 20
こまつな 20 20 ○ 20
きょうな 20 20 ○ 20
チンゲンサイ 20 20 ○ 20
カリフラワー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
ブロッコリー 4 4 ○ 2 4.0 米国 【米国キャベツ参照】
その他のあぶらな科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.02 0.02
サルシフィー 0.02 0.02 0.02

アーティチョーク 2 4 2

チコリ 20 20 20
エンダイブ 20 20 20
しゅんぎく 20 20 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20 20 ○ 20
その他のきく科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 3 ○ 3.0 米国 【0.406-1.49(n=5)(米国)】
にら 3 3 3.0 米国 【米国ねぎ参照】
アスパラガス 0.1 0.1 ○ 0.02,0.02
その他のゆり科野菜 3 3 ○ 3.0 米国 【米国ねぎ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

外国
基準値

ppm



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

にんじん 0.08 0.08 0.08
パースニップ 0.02 0.02 0.02
パセリ 15 13 ○・申 5.62,6.10(#)($)
セロリ 15 13 申 7 【パセリ参照】
みつば 15 申 【パセリ参照】
その他のせり科野菜 15 13 申 0.02 【パセリ参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.7 0.7 ○ 0.6 ※１
ピーマン 1 1 ○ 0.6 1 EU 0.22,0.38
なす 0.7 0.7 ○ 0.6 0.06,0.26($)
その他のなす科野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 ○ 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3
すいか※2 0.1 0.1 ○
メロン類果実※2 0.1 0.1 ○
まくわうり※2 0.1 0.1
その他のうり科野菜 20 20 ○ 20zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 20 ○ 20
オクラ 0.7 0.7 ○ 0.6 0.15,0.27
しょうが 0.05 0.05 ○ <0.01,0.01
未成熟えんどう 2 2 ○ 2

未成熟いんげん 2 0.8 ○ 2
えだまめ 1 1 ○ 0.14,0.32($)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.6 0.6
しいたけ 0.6 0.6 0.6
その他のきのこ類 0.6 0.6 0.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 20 ○ 20
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん※3 0.2 0.1
なつみかんの果実全体 0.7 0.5 0.7

レモン 0.7 0.5 0.7

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 0.5 0.7

グレープフルーツ 0.7 0.5 0.7

ライム 0.7 0.5 0.7

その他のかんきつ類果実 0.7 0.5 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.010(#)-0.23(#)(n=17)(米国)】
日本なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【米国西洋なし参照】
西洋なし 1 1 ○ 0.4 1.2 米国 【0.016(#)-0.13(#)(n=11)(米国)】
マルメロ 1 1 0.4 1.2 米国 【米国りんご及び西洋なし参照】
びわ 0.4 0.4
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも※4 0.4 0.4 ○ 4.0 米国 【0.0639(#)-0.891(#)(n=23)(米国)】
ネクタリン 4 4 ○ 1 4.0 米国 【米国もも、すもも、おうとう参照】
あんず（アプリコットを含む。） 4 4 ○ 1 4.0 米国 【米国もも、すもも、おうとう参照】
すもも（プルーンを含む。） 4 4 ○ 1 4.0 米国 【0.004(#)-0.076(#)(n=17)(米国)】
うめ 1 1 ○ 1 0.32, 0.44
おうとう（チェリーを含む。） 1 1 ○ 1 【0.056(#)-0.57(#)(n=12)(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 1 ○ 1
ラズベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.0902(#)-0.513(#)(n=6)(米国)】
ブラックベリー 2 2 1 1.8 米国 【0.049(#),0.436(#)(n=2)(米国)】
ブルーベリー 3 3 1 2.5 米国 【0.108(#)-0.840(#)(n=11)(米国)】
クランベリー 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
ハックルベリー 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
その他のベリー類果実 3 3 1 2.5 米国 【米国ブルーベリー参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 2 2 ○ 1 0.16,0.51($)
かき 0.3 0.3 ○ 0.07,0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.5 0.5 ニュージーランド 【0.15-0.34(#)(n=4)(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ)】zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 1 1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

ひまわりの種子 2 2 2 2.0 米国 【0.030-0.82(n=6)(米国)】
ごまの種子 0.3 0.3 ○ 【米国綿実参照】
べにばなの種子 2 2 2.0 米国 【米国ひまわり及びなたね参照】
綿実 0.3 0.3 0.3 0.3 米国 【0.006-0.34(#)(n=14）（米国）】
なたね 2 2 2 2.0 米国 【0.14-1.0(n=6)(米国)】
その他のオイルシード 0.3 0.3 【米国綿実参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.04 0.02

ペカン 0.02 0.04 0.02

アーモンド 0.02 0.04 0.02

くるみ 0.02 0.04 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.04 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 50 50 ○ 29.8,38.6（荒茶）
コーヒー豆 0.4 0.4 0.05 0.4 米国 【0.098-0.205(n=4)(米国)】

カカオ豆※5 0.08 0.08 0.08 米国 【米国カカオ豆基準値参照】
ホップ 40 40 40zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 90 【17.6,24.3(ﾃﾞｨﾙ(種子))(米国)】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 25 ○ 20 7.76,17.3($)（しそ）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の筋肉 0.2 0.2 0.2 推：0.02
豚の筋肉 0.2 0.2 0.2 【牛の筋肉参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.2 0.2 0.2 【牛の筋肉参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の脂肪 0.3 0.3 0.2 推：0.12
豚の脂肪 0.3 0.3 0.2 【牛の脂肪参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3 0.3 0.2 【牛の脂肪参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の肝臓 0.3 0.3 0.2 推：0.10
豚の肝臓 0.3 0.3 0.2 【牛の肝臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3 0.3 0.2 【牛の肝臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の腎臓 0.2 0.2 0.2 推：0.07
豚の腎臓 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
牛の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
豚の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2 0.2 0.2 【牛の腎臓参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
乳 0.05 0.05 0.05 推：0.01
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の筋肉 0.02 0.02 0.02 推：0.016
その他の家きんの筋肉 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の脂肪 0.08 0.01 申 0.08 推：0.066
その他の家きんの脂肪 0.08 0.01 申 0.08
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の肝臓 0.07 0.02 申 0.07 推：0.054
その他の家きんの肝臓 0.07 0.02 申 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の腎臓 0.07 0.02 0.07

その他の家きんの腎臓 0.07 0.02 0.07
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の食用部分 0.07 0.02 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07 0.02 0.07zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
鶏の卵 0.2 0.2 0.2 推：0.162
その他の家きんの卵 0.2 0.2 0.2

#N/A



農薬名 クロラントラニリプロール （別紙２）

食品名
基準値

案
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基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

外国
基準値

ppm

魚介類 0.05 0.05 推：0.05
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

($)これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした。

「作物残留試験」欄に「推」の記載のあるものは、推定残留濃度であることを示している。

申請（国内における登録、承認等の申請、ｲﾝﾎﾟｰﾄﾄﾚﾗﾝｽ申請）以外の理由により本基準（暫定基準以外の基準）を見直す基準値案については、太
枠線で囲んで示した。

※2すいか、メロン類果実及びまくわうりにおいては、国際基準の残留基準に加工係数0.3（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量
の比）を乗じた値を基準値案とした。
※3みかんにおいては、国際基準の残留基準に加工係数0.24（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量の比）を乗じた値を基準値
案とした。
※4ももにおいては、米国の残留基準に国内残留試験より算出した加工係数0.1（可食部係数。果実全体の残留量に対する果肉の残留量の比）を乗
じた値を基準値案とした。

※5カカオ豆の基準値については、外皮を含まないものに適用するものとする。

「登録有無」の欄に「申」の記載があるものは、国内で農薬の登録申請等の基準値設定依頼がなされたものであることを示している。

※1平成21年3月当時の米国基準値を参照した現行基準値を維持する。



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI
米（玄米をいう。） 0.05 8.2 4.3 5.3 9.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 6 358.8 265.8 414.0 299.4
大麦 6 31.8 26.4 52.8 26.4
ライ麦 6 0.6 0.6 3.0 0.6
とうもろこし 0.6 2.8 3.2 3.6 2.6
そば 6 6.6 3.0 10.8 6.6
その他の穀類 6 1.2 0.6 0.6 1.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.2 7.8 4.1 6.3 9.2
小豆類 1 2.4 0.8 0.8 3.9
えんどう 1 0.1 0.1 0.1 0.1
そら豆 1 0.7 0.2 0.8 0.8
らっかせい 0.06 0.1 0.0 0.0 0.1
その他の豆類 1 0.1 0.1 0.1 0.1zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.02 0.8 0.7 0.8 0.7
さといも類（やつがしらを含む。） 0.05 0.3 0.1 0.1 0.4
かんしょ 0.05 0.3 0.3 0.6 0.5
やまいも（長いもをいう。） 0.05 0.2 0.0 0.1 0.2
こんにゃくいも 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のいも類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.02 0.7 0.6 0.8 0.7
さとうきび 14 1374.8 1170.4 1737.4 1402.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5 16.5 5.7 10.3 22.9
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40 68.0 24.0 124.0 112.0
かぶ類の根 0.2 0.6 0.2 0.0 1.0
かぶ類の葉 20 6.0 2.0 2.0 12.0
西洋わさび 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
クレソン 20 2.0 2.0 2.0 2.0
はくさい 20 354.0 102.0 332.0 432.0
キャベツ 4 96.4 46.4 76.0 95.2
芽キャベツ 4 0.4 0.4 0.4 0.4
ケール 20 4.0 2.0 2.0 4.0
こまつな 20 100.0 36.0 128.0 128.0
きょうな 20 44.0 8.0 28.0 54.0
チンゲンサイ 20 36.0 14.0 36.0 38.0
カリフラワー 4 2.0 0.8 0.4 2.0
ブロッコリー 4 20.8 13.2 22.0 22.8
その他のあぶらな科野菜 20 68.0 12.0 16.0 96.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.02 0.1 0.0 0.1 0.1
サルシフィー 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
アーティチョーク 2 0.2 0.2 0.2 0.2
チコリ 20 2.0 2.0 2.0 2.0
エンダイブ 20 2.0 2.0 2.0 2.0
しゅんぎく 20 30.0 6.0 52.0 50.0
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20 192.0 88.0 228.0 184.0
その他のきく科野菜 20 30.0 2.0 12.0 52.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ねぎ（リーキを含む。） 3 28.2 11.1 20.4 32.1
にら 3 6.0 2.7 5.4 6.3
アスパラガス 0.1 0.2 0.1 0.1 0.3
その他のゆり科野菜 3 1.8 0.3 0.6 3.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.08 1.5 1.1 1.8 1.5
パースニップ 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
パセリ 15 1.5 1.5 1.5 3.0
セロリ 15 18.0 9.0 4.5 18.0
みつば 15 6.0 1.5 1.5 7.5
その他のせり科野菜 15 3.0 1.5 4.5 4.5zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.7 22.5 13.3 22.4 25.6

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)

ピーマン 1 4.8 2.2 7.6 4.9
なす 0.7 8.4 1.5 7.0 12.0
その他のなす科野菜 20 22.0 2.0 24.0 24.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.3 6.2 2.9 4.3 7.7
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 2.8 1.1 2.4 3.9
しろうり 0.3 0.2 0.0 0.0 0.3
すいか 0.1 0.8 0.6 1.4 1.1
メロン類果実 0.1 0.4 0.3 0.4 0.4
まくわうり 0.1 0.0 0.0 0.0 0.1
その他のうり科野菜 20 54.0 24.0 12.0 68.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 20 256.0 118.0 284.0 348.0
オクラ 0.7 1.0 0.8 1.0 1.2
しょうが 0.05 0.1 0.0 0.1 0.1
未成熟えんどう 2 3.2 1.0 0.4 4.8
未成熟いんげん 2 4.8 2.2 0.2 6.4
えだまめ 1 1.7 1.0 0.6 2.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
マッシュルーム 0.6 0.3 0.2 0.7 0.1
しいたけ 0.6 3.6 1.8 1.9 4.4
その他のきのこ類 0.6 6.1 2.8 6.3 6.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 20 268.0 126.0 202.0 282.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん 0.2 3.6 3.3 0.1 5.2
なつみかんの果実全体 0.7 0.9 0.5 3.4 1.5
レモン 0.7 0.4 0.1 0.1 0.4
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7 4.9 10.2 8.8 2.9
グレープフルーツ 0.7 2.9 1.6 6.2 2.5
ライム 0.7 0.1 0.1 0.1 0.1
その他のかんきつ類果実 0.7 4.1 1.9 1.8 6.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 1 24.2 30.9 18.8 32.4
日本なし 1 6.4 3.4 9.1 7.8
西洋なし 1 0.6 0.2 0.1 0.5
マルメロ 1 0.1 0.1 0.1 0.1
びわ 0.4 0.2 0.1 0.8 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも 0.4 1.4 1.5 2.1 1.8
ネクタリン 4 0.4 0.4 0.4 0.4
あんず（アプリコットを含む。） 4 0.8 0.4 0.4 1.6
すもも（プルーンを含む。） 4 4.4 2.8 2.4 4.4
うめ 1 1.4 0.3 0.6 1.8
おうとう（チェリーを含む。） 1 0.4 0.7 0.1 0.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 1 5.4 7.8 5.2 5.9
ラズベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ブラックベリー 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ブルーベリー 3 3.3 2.1 1.5 4.2
クランベリー 3 0.3 0.3 0.3 0.3
ハックルベリー 3 0.3 0.3 0.3 0.3
その他のベリー類果実 3 0.3 0.3 0.6 0.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 2 17.4 16.4 40.4 18.0
かき 0.3 3.0 0.5 1.2 5.5zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.5 0.2 0.1 0.1 0.2zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 1 1.2 0.4 0.9 1.7zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ひまわりの種子 2 0.2 0.2 0.2 0.2
ごまの種子 0.3 0.3 0.3 0.3 0.2
べにばなの種子 2 0.2 0.2 0.2 0.2
綿実 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0
なたね 2 11.8 7.4 10.8 9.2
その他のオイルシード 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A



（別紙３）

食品名
基準値案
(ppm)

一般
(1歳以上)

TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上)

TMDI

クロラントラニリプロール推定摂取量 （単位：μg／人／day)

ぎんなん 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 50 330.0 50.0 185.0 470.0
コーヒー豆 0.4 1.3 0.0 0.1 1.0
カカオ豆 0.08 0.0 0.0 0.0 0.0
ホップ 40 4.0 4.0 4.0 4.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 90 9.0 9.0 9.0 18.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 25 22.5 7.5 2.5 35.0zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の肉類 0.3 17.3 12.9 19.3 12.3

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.3 0.4 0.2 1.4 0.3

陸棲哺乳類の乳類 0.05 13.2 16.6 18.2 10.8zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.08 1.7 1.2 1.8 1.3zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.2 8.3 6.6 9.6 7.6zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.05 4.7 2.0 2.7 5.7

計 4119.9 2386.0 4303.7 4642.7
ADI比（％） 5.0 9.6 4.9 5.5

「陸棲哺乳類の肉類」については、TMDI計算では、牛・豚・その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉、
脂肪の摂取量にその範囲の基準値案で最も高い値を乗じた。

TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)
TMDI試算法：基準値案×各食品の平均摂取量
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平成２２年 ７月１４日

平成２２年 ８月１１日

平成２３年 ６月１６日

平成２４年１２月２８日

平成２４年 ４月１６日

平成２４年 ５月 ９日

平成２４年 ７月１８日

平成２４年１０月２４日

平成２４年１０月３１日

平成２４年１１月１２日

平成２５年１０月２２日

平成２６年 １月２４日

平成２６年 ３月２０日

平成２６年 ３月２７日

平成２６年 ６月２４日

平成２７年 ５月１９日

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準設定依頼(新規：水稲、りんご等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

インポートトレランス申請(ばれいしょ、ほうれんそう等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

初回農薬登録

残留農薬基準告示

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：だいこん、かぶ等)

インポートトレランス申請(米、かんきつ類、魚介類等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示

インポートトレランス申請(みかん、ラズベリー等)

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：さといも、やまのいも等)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

農林水産省から厚生労働省へ適用拡大申請に係る連絡及び基

準設定依頼(適用拡大：かんしょ)

インポートトレランス申請(ひまわり(種子)、なたね等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼(適用拡大：オクラ及びしょうが)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

インポートトレランス申請(小麦、たまねぎ等)

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

残留農薬基準告示



平成２８年 ７月 １日

平成２８年１１月１４日

平成２９年 ４月１８日

平成２９年 ８月２５日

平成２９年 ９月 ７日

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼(適用拡大：せり科葉菜類(パセリを除く)及びパ

セリ)

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知

薬事・食品衛生審議会へ諮問

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

● 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会

[委員]

○穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所食品部長

石井 里枝 埼玉県衛生研究所化学検査室長

井之上 浩一 立命館大学薬学部薬学科臨床分析化学研究室准教授

折戸 謙介 麻布大学獣医学部生理学教授

魏 民 大阪市立大学大学院医学研究科分子病理学准教授

佐々木 一昭 東京農工大学大学院農学研究院動物生命科学部門准教授

佐藤 清 元 一般財団法人残留農薬研究所理事

佐野 元彦 東京海洋大学海洋生物資源学部門教授

永山 敏廣 明治薬科大学薬学部薬学教育研究センター基礎薬学部門教授

根本 了 国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長

二村 睦子 日本生活協同組合連合会組織推進本部長

宮井 俊一 一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問

由田 克士 大阪市立大学大学院生活科学研究科公衆栄養学教授

吉成 浩一 静岡県立大学薬学部衛生分子毒性学分野教授

(○：部会長)



答申（案） 

クロラントラニリプロール

残留基準値

食品名

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.05

#N/A#N/A小麦 6
大麦 6
ライ麦 6
とうもろこし 0.6
そば 6

その他の穀類注1） 6
#N/A#N/A大豆 0.2

小豆類注2） 1

えんどう 1
そら豆 1
らっかせい 0.06

その他の豆類注3） 1
#N/A#N/Aばれいしょ 0.02

さといも類（やつがしらを含む。） 0.05
かんしょ 0.05
やまいも（長いもをいう。） 0.05
こんにゃくいも 0.02

その他のいも類注4） 0.02
#N/A#N/Aてんさい 0.02

さとうきび 14
#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.5

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 40
かぶ類の根 0.2
かぶ類の葉 20
西洋わさび 0.02
クレソン 20
はくさい 20
キャベツ 4
芽キャベツ 4
ケール 20
こまつな 20
きょうな 20
チンゲンサイ 20
カリフラワー 4
ブロッコリー 4

その他のあぶらな科野菜注5） 20
#N/A#N/Aごぼう 0.02

サルシフィー 0.02
アーティチョーク 2
チコリ 20
エンダイブ 20
しゅんぎく 20
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 20

その他のきく科野菜注6） 20
#N/A#N/A

注6）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のう
ち、ごぼう、サルシフィー、アーティチョーク、チコ
リ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス及びハーブ以外
のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、
大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをい
う。

注2）いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、
バター豆、ペギア豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレン
ズを含む。

注3）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆
類、えんどう、そら豆、らっかせい及びスパイス以外
のものをいう。

注4）「その他のいも類」とは、いも類のうち、ばれい
しょ、さといも類、かんしょ、やまいも及びこんにゃく
いも以外のものをいう。

注5）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科
野菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の葉、か
ぶ類の根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はく
さい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょ
うな、チンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及び
ハーブ以外のものをいう。



残留基準値

食品名

ppm
ねぎ（リーキを含む。） 3
にら 3
アスパラガス 0.1

その他のゆり科野菜注7） 3
#N/A#N/Aにんじん 0.08

パースニップ 0.02
パセリ 15
セロリ 15
みつば 15

その他のせり科野菜注8） 15
#N/A#N/Aトマト 0.7

ピーマン 1
なす 0.7

その他のなす科野菜注9） 20
#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.3

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3
しろうり 0.3
すいか 0.1
メロン類果実 0.1
まくわうり 0.1

その他のうり科野菜注10） 20
#N/A#N/Aほうれんそう 20

オクラ 0.7
しょうが 0.05
未成熟えんどう 2
未成熟いんげん 2
えだまめ 1

#N/A#N/Aマッシュルーム 0.6
しいたけ 0.6

その他のきのこ類注11） 0.6
#N/A#N/Aその他の野菜注12） 20
#N/A#N/Aみかん 0.2

なつみかんの果実全体 0.7
レモン 0.7
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 0.7
グレープフルーツ 0.7
ライム 0.7

その他のかんきつ類果実注13） 0.7
#N/A#N/Aりんご 1

日本なし 1
西洋なし 1
マルメロ 1
びわ 0.4

#N/A#N/Aもも 0.4
ネクタリン 4
あんず（アプリコットを含む。） 4
すもも（プルーンを含む。） 4
うめ 1
おうとう（チェリーを含む。） 1

#N/A#N/A

注12）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、て
んさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆ
り科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほ
うれんそう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えん
どう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注13）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類
果実のうち、みかん、なつみかん、なつみかんの外
果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ、
グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のもの
をいう。

注7）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、
わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注8）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のう
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつ
ば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注9）「その他のなす科野菜」とは，なす科野菜のう
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。

注10）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう
ち、きゅうり、かぼちゃ、しろうり、すいか、メロン類果
実及びまくわうり以外のものをいう。

注11）「その他のきのこ類」とは、きのこ類のうち、
マッシュルーム及びしいたけ以外のものをいう。



残留基準値

食品名

ppm
いちご 1
ラズベリー 2
ブラックベリー 2
ブルーベリー 3
クランベリー 3
ハックルベリー 3

その他のベリー類果実注14） 3
#N/A#N/Aぶどう 2

かき 0.3
#N/A#N/Aアボカド 0.5
#N/A#N/Aその他の果実注15） 1
#N/A#N/Aひまわりの種子 2

ごまの種子 0.3
べにばなの種子 2
綿実 0.3
なたね 2

その他のオイルシード注16） 0.3
#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02
ペカン 0.02
アーモンド 0.02
くるみ 0.02

その他のナッツ類注17） 0.02
#N/A#N/A茶 50

コーヒー豆 0.4

カカオ豆注18） 0.08

ホップ 40zzz
#N/A

zzz
#N/Aその他のスパイス注19） 90

その他のハーブ注20） 25zzz
#N/A

zzz
#N/A牛の筋肉 0.2

豚の筋肉 0.2

その他の陸棲哺乳類に属する動物注21）の筋肉 0.2
#N/A#N/A牛の脂肪 0.3

豚の脂肪 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.3zzz

#N/A
zzz

#N/A牛の肝臓 0.3
豚の肝臓 0.3
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.3

#N/A#N/A牛の腎臓 0.2
豚の腎臓 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.2

#N/A#N/A牛の食用部分注22） 0.2

豚の食用部分 0.2
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.2zzz

#N/A
zzz

#N/A乳 0.05zzz
#N/A

zzz
#N/A鶏の筋肉 0.02

その他の家きん注23）の筋肉 0.02
#N/A#N/A

注19）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パ
プリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジの果皮、
ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。
注20）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソ
ン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎及び
セロリの葉以外のものをいう。

注21）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外の
ものをいう。

注22）「食用部分」とは、食用に供される部分のう
ち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分をいう。

注23）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以
外のものをいう。

注14）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実
のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルー
ベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のもの
をいう。

注15）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ
類果実、りんご、日本なし、西洋なし、マルメロ、び
わ、もも、ネクタリン、あんず、すもも、うめ、おうとう、
ベリー類果実、ぶどう、かき、バナナ、キウィー、パ
パイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マン
ゴー、パッションフルーツ、なつめやし及びスパイス
以外のものをいう。

注18）カカオ豆の基準値については、外皮を含ま
ないものに適用するものとする。

注17）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎ
んなん、くり、ペカン、アーモンド及びくるみ以外の
ものをいう。

注16）「その他のオイルシード」とは、オイルシード
のうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばなの
種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものをい
う。



残留基準値

食品名

ppm
鶏の脂肪 0.08
その他の家きんの脂肪 0.08

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.07
その他の家きんの肝臓 0.07

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.07
その他の家きんの腎臓 0.07

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.07
その他の家きんの食用部分 0.07
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.2
その他の家きんの卵 0.2
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.05



再評価 令和８年７月 14 日開催部会

1,3-ジクロロプロペン 

今般の残留基準の検討については、農林水産大臣から食品安全委員会に対し、農薬取締法

（昭和23年法律第82号）に基づく農薬の再評価に係る食品健康影響評価の要請がなされたこ

とに伴い、食品安全委員会から農林水産大臣及び厚生労働大臣に食品健康影響評価の結果の

通知がなされたこと、並びに農林水産省から消費者庁に農薬の再評価に係る連絡がなされた

ことから、農薬・動物用医薬品部会（以下「本部会」という。）において審議を行い、以下

の報告を取りまとめるものである。 

なお、今般の残留基準の設定に当たって、現行の残留基準の見直しが行われることから、

本部会での審議後に内閣総理大臣から食品安全委員会に対して食品健康影響評価の要請を

行うこととしている。 

１．概要 

（１）品目名：1,3-ジクロロプロペン[ 1,3-Dichloropropene (ISO) ]

（２）分 類：農薬

（３）用 途：殺虫剤

土壌くん蒸用に使用される殺虫剤（殺線虫剤）である。線虫の酵素の求核反応中心（チ

オール基、アミノ基、水酸基等）と化学結合をすることにより、酵素活性を阻害し、殺

虫効果を示すと考えられている。

（４）化学名及びCAS番号

(1EZ)-1,3-Dichloroprop-1-ene （IUPAC）

1-Propene, 1,3-dichloro-（CAS：No. 542-75-6）

（５）構造式及び物性

E体  Z体 

（E体：Z体 ＝ 1.0：0.7～1.5） 

分 子 式 C3H4Cl2

分 子 量 110.97

水溶解度 E体 2.52 g/L (20℃) 

Z体 2.45 g/L (20℃) 

分配係数  log10Pow ＝ E体 2.1 (30℃) 

 Z体 1.82 (20℃) 



 
 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は、別紙1のとおり。 

 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

   植物代謝試験が、レタス、ほうれんそう、だいず及びてんさいで実施されており、い

ずれの植物においても未変化の1,3-ジクロロプロペンの残留は微量であり、大部分は植

物構成成分として取り込まれると考えられた。10%TRR注）を超える代謝物は認められな

かった。 

 
注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

  ① 分析対象物質 

・1,3-ジクロロプロペン（E体及びZ体） 

 

  ② 分析法の概要 

    試料に水及びn-ヘキサン又は水及び酢酸エチルを加え、必要に応じてディー

ン・スターク蒸留装置又はそれに類する蒸留抽出装置を用いて加熱還流する。留

出したn-ヘキサン及び水又は酢酸エチル及び水に必要に応じて塩化ナトリウム

を加えてn-ヘキサン層又は酢酸エチル層を分取し、液相分離ろ紙又は無水硫酸ナ

トリウムで脱水し、必要に応じてフロリジル又はエチレンジアミン-N-プロピル

シリル化シリカゲル（PSA）カラムを用いて精製した後、電子捕獲型検出器付き

ガスクロマトグラフ（GC-ECD）で定量する。 

    あるいは、試料から水及びメタノールで抽出し、ガスクロマトグラフ・質量分析計

（GC-MS）で定量する。 

        

    定量限界：1,3-ジクロロプロペン（E体及びZ体） 0.001～0.005 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果 

国内作物残留試験成績の概要については別紙2を参照。 

 

５．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第3項の規定に基づき､農林水産大臣から

食品安全委員会あて意見を求めた1,3-ジクロロプロペンに係る食品健康影響評価におい

て､以下のとおり評価されている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.025 mg/kg体重/日 

    （ADI設定根拠資料）慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種）    ラット 

（期間）      2年間 

    （投与方法）  強制経口 



 
 

（無毒性量） 2.5 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100 

 

   発がん性試験において、雌雄のラットで肝細胞腺腫の発生頻度増加が認められ、また、

雌雄のマウスで細気管支肺胞腺腫の発生頻度増加が認められた。しかし、腫瘍の発生機

序は遺伝毒性によるものとは考え難く、評価に当たり閾値を設定することは可能である

と考えられた。 

 

（２）ARfD 

ARfD：0.2 mg/kg体重 

 （ARfD設定根拠資料）亜急性毒性試験 

（動物種）    イヌ  

 （期間）   2週間 

（投与方法）  強制経口 

（無毒性量） 20 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100 

 

６．諸外国における状況 

  JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

  米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国及びカナダ

においてぶどうに、EUにおいてにんじん、ばれいしょ等に、ニュージーランドにおいて野

菜及び果実に基準値が設定されている。 

 

７．残留規制 

（１）残留の規制対象 

   1,3-ジクロロプロペン（E体）及び1,3-ジクロロプロペン（Z体）とする。 

 

   植物代謝試験において、親化合物及び代謝物の残留はいずれも10%TRR未満であり、作

物残留試験においても、すべての作物において親化合物の残留は定量限界未満であった

ことから、分析の実効性を考慮して残留の規制対象を1,3-ジクロロプロペン（E体）及

び1,3-ジクロロプロペン（Z体）とする。 

 

（２）基準値案 

   別紙3のとおりである。 

 

８．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

   1,3-ジクロロプロペン（E体）及び1,3-ジクロロプロペン（Z体）とする。 

 

   植物代謝試験において、親化合物及び代謝物の残留はいずれも10%TRR未満であり、適

用後の親化合物は最終的にショ糖、セルロース、タンパク質等の植物構成成分として作

物に取り込まれると考えられること、及び作物残留試験において、提出されたすべての

作物残留試験で親化合物の残留は定量限界未満であったことから、暴露評価対象を1,3-

ジクロロプロペン（E体）及び1,3-ジクロロプロペン（Z体）とする。 



 
 

 

   なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物質

を1,3-ジクロロプロペン（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

  ① 長期暴露評価 

    1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 0.2 

幼小児（1～6歳） 0.4 

妊婦 0.2 

高齢者（65歳以上） 0.2 

        注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計

業務報告書による。 

          EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 

 

  ② 短期（1日経口）暴露評価 

    各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価

は別紙5-1及び5-2参照。 
 

  注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は作物残留試験における中央値

（STMR）を用い、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科

学研究の結果に基づきESTIを算出した。 
 



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

らっかせい 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

30～40 L/10 a
(1穴当たり3～4 mL)

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し、

直ちに覆土鎮圧する。

40 L/10 a
(1穴当たり4 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

30～40 L/10 a
(1穴当たり3～4 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

ばれいしょ

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

だいず 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

さといも 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

15～30 L/10 a
(1穴当たり1.5～3 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

てんさい 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

かんしょ

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

1回

54.5% GA
配合剤2

－ 1回

こんにゃく 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

やまのいも 1回

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

はつかだいこん 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

40.0% OL
配合剤3

かぶ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種の21日前ま
で

－ 1回

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7日後に

ガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで(砂

質土)

だいこん 1回
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

40 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

カリフラワー 97.0% OL

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

ブロッコリー 97.0% OL

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

キャベツ

97.0% OL
作付の10～15日

前まで
－ 1回

はくさい

97.0% OL
作付の10～15日

前まで
－ 1回

こまつな 1回

1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

非結球あぶらな科
葉菜類

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

ごぼう 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種の21日前ま
で

－ 1回

レタス 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

非結球レタス 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

30 L/10 a

20～30 L/10 a

もりあざみ 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

食用ぎく 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

40 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

30 L/10 a

20～30 L/10 a

にら 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで

－

－

1回

たまねぎ
40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで

1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

－ 1回 1回

ふき
40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

植付の30日前ま
で

－ 1回

作付の10～15日
前まで

1回

1回

ねぎ

97.0% OL
作付の10～15日

前まで
－ 1回

1回にんにく
40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
30日前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

40 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

40 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

せり科葉菜類 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

わけぎ
40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで

－ 1回 1回

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

1回

らっきょう 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

あさつき
40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
14日前まで

－ 1回

1回

セルリー 1回
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

－ 1回

パセリ
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

にんじん 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

40 L/10 a

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

40 L/10 a

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

－ 1回

1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

トマト 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

ミニトマト

1回

ピーマン 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

－ 1回

とうがらし類 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

なす 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回

きゅうり 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

かぼちゃ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
30日前まで

－ 1回

－ 1回

メロン 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

すいか 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

まくわうり 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

うり類(漬物用) 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

全面処理 耕起整地後、縦横30 cm間
隔の碁盤の目に切り千鳥状に深さ15
～20 cmに所定量の薬液を注入し直

ちに覆土鎮圧する。

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40 L/10 a

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

にがうり 1回

1回

ほうれんそう

97.0% OL
作付の10～15日

前まで
－ 1回

1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土し、ポリエチレン、ビニール等
で被覆する。薬剤処理7～14日後に

ガス抜き作業を行う。

は種の30日前ま
で

－
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

葉しょうが
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

さやえんどう
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

実えんどう
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

オクラ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

－ 1回

さやいんげん 1回

しょうが 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

20 L/10 a
(1穴当たり2 mL)

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

豆類(未成熟、た
だし、えだまめ、
さやいんげんを除

く)

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

豆類(未成熟、た
だし、さやいんげ
ん、未成熟そらま
め、さやえんど

う、実えんどうを
除く)

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

未成熟そらまめ
54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

うど 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

つるむらさき 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

えだまめ 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回



（別紙1）

作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数
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2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

30 L/10 a

30～40 L/10 a

20～30 L/10 a

しそ 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

しそ(花穂) 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

バジル 97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回 1回

いちご 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

作付の10～15日
前まで

－ 1回

40.0% OL
配合剤3

圃場を耕起・整地した後、所定量を
深さ約12～15 cmに注入し、直ちに
覆土・鎮圧する。薬剤処理7～14日

後にガス抜き作業を行う。

は種又は植付の
21日前まで

－ 1回
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作物名 剤型 使用方法 使用量 使用時期 散布液量 使用回数
1,3-ジクロロプロ
ペンを含む農薬の

総使用回数

1,3-ジクロロプロペンの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年6月8日時点版

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

97.0% OL

 1) 全面処理 耕起整地後、縦横30
cm間隔の碁盤の目に切り千鳥状に深
さ15～20 cmに所定量の薬液を注入

し直ちに覆土鎮圧する。
 2) 作条処理 は種又は植付前にあ
らかじめ予定された溝に30 cm間隔
に所定量の薬液を注入し直ちに覆土

鎮圧する。

15～20 L/10 a
(1穴当たり1.5～2 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

60.0% GA
配合剤1

土壌くん蒸(30×30 cmごとの深さ15
cmの穴に1穴処理する。)

30 L/10 a
(1穴当たり3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

54.5% GA
配合剤2

耕起整地後、30 cm間隔の千鳥状に
深さ約15 cmに所定量を注入し、直
ちに覆土し、ポリエチレン、ビニー

ル等で被覆する。

20～30 L/10 a
(1穴当たり2～3 mL)

作付の10～15日
前まで

－ 1回

配合剤1：35.0%クロルピクリン
配合剤2：41.5%クロルピクリン
配合剤3：20.0%メチルイソチオシアネート
－：規定されていない項目

みょうが(花穂) 1回

みょうが(茎葉) 1回

OL：油剤
GA：くん蒸剤



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 使用時期

20 L/10 a
土壌かん注

94 作付の13日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

161 作付の17日前処理 圃場B:<0.004 (#) 圃場B:<0.002/<0.002 (#) a

190 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

112 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

132 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#) a

136 作付の24日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#) a

40 L/10 a 167 作付の17日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 197 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

30 L/10 a 113 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 150 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

40 L/10 a 132 作付の16日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 361 作付の218日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

112 作付の24,14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

112 作付の27,16日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

83 作付の12日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001 a

105 作付の13日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001 a

30 L/10  a 210 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 177 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

40 L/10 a
土壌かん注

138 作付の18日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

44 L/10 a
土壌かん注

154 作付の30日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

30 L/10 a 132 作付の11日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001 a

土壌かん注 132 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001 a

40 L/10 a 162 作付の6日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.0008 (#)$ a

土壌かん注 195 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.0008 (#)$ a

20又は30 L/10 a 174 作付の11日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 168 作付の22日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a 175 作付の25日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 204 作付の21日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

40 L/10 a 175 作付の25日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 204 作付の21日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

30 L/10  a 112 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 169 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

40 L/10 a 367 作付の209日前処理 圃場A:<0.006 (#) 圃場A:<0.003/<0.003 (#) a

土壌かん注 361 作付の194日前処理 圃場B:<0.006 (#) 圃場B:<0.003/<0.003 (#) a

60 L/10 a 367 作付の209日前処理 圃場A:<0.006 (#) 圃場A:<0.003/<0.003 (#) a

土壌かん注 361 作付の194日前処理 圃場B:<0.006 (#) 圃場B:<0.003/<0.003 (#) a

40 L/10 a 367 作付の209日前処理 圃場A:<0.006 (#) 圃場A:<0.003/<0.003 (#) a

土壌かん注 361 作付の194日前処理 圃場B:<0.006 (#) 圃場B:<0.003/<0.003 (#) a

60 L/10 a 367 作付の209日前処理 圃場A:<0.006 (#) 圃場A:<0.003/<0.003 (#) a

土壌かん注 361 作付の194日前処理 圃場B:<0.006 (#) 圃場B:<0.003/<0.003 (#) a

30 L/10 a 382 作付の224日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 387 作付の218日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

てんさい 30 L/10  a 382 作付の224日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

（根部） 土壌かん注 387 作付の218日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

40 L/10 a 86 作付の18日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.0008 (#)$ a

土壌かん注 151 作付の13日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

80 作付の12日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

91 作付の22日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

73 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

65 作付の9日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

40 L/10 a 86 作付の18日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.0008 (#)$ a

土壌かん注 151 作付の13日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

80 作付の12日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

91 作付の22日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

73 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

65 作付の9日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a 42 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 41 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 42 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 41 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a
土壌かん注

20 L/10 a
土壌かん注

◎

圃場A:<0.01/<0.01 (#) a1 1 94

30 L/10  a
土壌かん注

1

作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

だいこん
（間引き菜）
（茎葉部）

1 97.0% OL 1 25 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

だいこん
（つまみ菜）
（茎葉部）

1 97.0% OL 1 20

はつかだいこん
（葉部）

2 97.0% OL 1

はつかだいこん
（根部）

2 97.0% OL 1

だいこん
（葉部）

2 55.0% OL 1

97.0% OL4

30 L/10  a
土壌かん注

97.0% OL 1

だいこん
（根部）

2 55.0% OL 1

97.0% OL4 1

2

てんさい
（茎葉部）

2

55.0% OL

1

2 1

2 97.0% OL 1

てんさい
（塊根）

2

55.0% OL

1

2 1

こんにゃくいも
（塊茎）

2

55.0% OL

1

2 1

97.0% OL 12

やまのいも
（塊根）

2 55.0% OL 1

2 97.0% OL 1

さといも
（球茎）

97.0% OL 1

かんしょ
（塊根）

2 55.0% OL 1

2 97.0% OL 1

ばれいしょ
（塊茎）

2 55.0% OL 1

2

97.0% OL

2

1

らっかせい
（乾燥子実）

2 55.0% OL 1

97.0% OL 1

40 L/10 a
土壌かん注

（別紙2）
1,3-ジクロロプロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数
各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【E体/Z体】

設定
の根
拠等

試験条件

97.0% OL

大豆
（乾燥子実）

55.0% OL

作付の13日前処理 圃場A:<0.02 (#)

12

1
30 L/10 a
土壌かん注

4

40 L/10 a
土壌かん注

◎

◎

◎

◎

◎

2

2

2



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 使用時期

（別紙2）
1,3-ジクロロプロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数
各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【E体/Z体】

設定
の根
拠等

試験条件

59 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

62 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

57 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

48 作付の14日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

59 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

62 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

57 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

48 作付の14日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a 110 作付の10日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

土壌かん注 97 作付の10日前処理 圃場B:<0.02 (#) 圃場B:<0.01/<0.01 (#) a

40 L/10 a 110 作付の10日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

土壌かん注 97 作付の10日前処理 圃場B:<0.02 (#) 圃場B:<0.01/<0.01 (#) a

77 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

125 作付の16日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

87 作付の12日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

78 作付の9日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 71 作付の13日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 69 作付の12日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 34 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 34 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

20 L/10 a 56 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 62 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 65 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 65 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 37 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 31 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

106 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

65 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

90 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 圃場C:<0.001/<0.001

190 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

166 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

184 作付の15日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

184 作付の10日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

55 作付の14日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) ◎

62 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

63 作付の18日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#) ◎

31.2又は28.3 L/10  a 113 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 112 作付の12日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10 a 138 作付の35日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 115 作付の31日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 126 作付の15日前処理 圃場A:<0.005 圃場A:<0.0025/<0.0025

土壌かん注 126 作付の15日前処理 圃場B:<0.005 圃場B:<0.0025/<0.0025

194,201,208 作付の14日前処理 圃場A:<0.002(#) 圃場A:*<0.001/*<0.001 (*1回,194日)(#)

185,192,199 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:*<0.001/*<0.001 (*1回,185日)

201,208,215 作付の21日前処理 圃場C:<0.002(#) 圃場C:*<0.001/*<0.001 (*1回,201日)(#)

185,192,199 作付の21日前処理 圃場D:<0.002 圃場D:*<0.001/*<0.001 (*1回,185日)

20 L/10 a
土壌かん注

20 L/10 a
土壌かん注

292 作付の28日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

239 作付の28日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a 118 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 113 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

30 L/10  a 299 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 292 作付の11日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

ふき
（葉柄）

2 40.0% OL 1

2 97.0% OL

にら
（茎葉部）

2 97.0% OL 1

らっきょう
（鱗茎）

2 97.0% OL 1

にんにく
（鱗茎）

2 40.0% OL
40 L/10  a
土壌かん注

1

176 作付の10日前処理 圃場A:<0.011 圃場A:<0.006/<0.006$

ねぎ（葉ねぎ）
（茎葉）

1 97.0% OL 1 77 作付の10日前処理 圃場A:<0.011 圃場A:<0.006/<0.006$

ねぎ
（根深ねぎ）

（茎葉）
1 97.0% OL 1

もりあざみ
（根部）

2 97.0% OL 1

たまねぎ
（鱗茎）

2

40.0% OL

46.2又は40 L/10 a
土壌かん注

1

2
46.6又は40 L/10 a

土壌かん注
1

食用ぎく
（花器全体）

レタス
（茎葉部）

3 97.0% OL
30 L/10  a
土壌かん注

1

ごぼう
（根部）

97.0% OL

1

30～30.9 L/10  a
土壌かん注

14

ブロッコリー
（花蕾）

3 97.0% OL
20 L/10 a
土壌かん注

1

みずな
（茎葉部）

2 97.0% OL 1

チンゲンサイ
（茎葉部）

2 97.0% OL 1

こまつな
（茎葉部）

2

97.0% OL

1

2 1

キャベツ
（茎葉部）

2 97.0% OL 1

はくさい
（茎葉部）

2

55.0% OL

1

2 1

97.0% OL

かぶ
（葉部）

97.0% OL

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

かぶ
（根部）

97.0% OL ◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 使用時期

（別紙2）
1,3-ジクロロプロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数
各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【E体/Z体】

設定
の根
拠等

試験条件

153 作付の24日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

118 作付の11日前処理 圃場B:<0.02 (#) 圃場B:<0.01/<0.01 (#) a

122 作付の8日前処理 圃場C:<0.02 (#) 圃場C:<0.01/<0.01 (#) a

153 作付の24日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

118 作付の11日前処理 圃場B:<0.02 (#) 圃場B:<0.01/<0.01 (#) a

122 作付の8日前処理 圃場C:<0.02 (#) 圃場C:<0.01/<0.01 (#) a

146 作付の20日前処理 圃場A:<0.006 (#) 圃場A:<0.003/<0.003 (#)$ a

146 作付の14日前処理 圃場B:<0.01(#) 圃場B:<0.005/<0.005 (#)

118 作付の13日前処理 圃場C:<0.004(#) 圃場C:<0.002/<0.002 (#)$ a

114 作付の12日前処理 圃場D:<0.004 (#) 圃場D:<0.002/<0.002 (#)$ a

118 作付の13日前処理 圃場E:<0.002 (#) 圃場E:<0.001/<0.001 (#) a

160 作付の16日前処理 圃場F:<0.002 (#) 圃場F:<0.001/<0.001 (#) a

20 L/10 a 136 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 115 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20又は30  L/10 a 123 作付の10日前処理 圃場A:<0.004 (#) 圃場A:<0.002/<0.002 (#)$

土壌かん注 150 作付の10日前処理 圃場B:<0.004 圃場B:<0.002/<0.002$

20又は30  L/10 a 151 作付の13日前処理 圃場A:<0.005 (#) 圃場A:<0.0025/<0.0025 (#)

土壌かん注 283 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

40 L/10 a 74 作付の27日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 74 作付の13日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

96 作付の16日前処理 圃場A:<0.011 (#) 圃場A:<0.006/<0.006 (#)$ a

92 作付の17日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

76 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

58 作付の12日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

103 作付の13日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

52 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

59 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

66 作付の14日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

111 作付の15日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

42 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

64 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

35 作付の10日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a
土壌かん注

83,89,119 作付の8日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:*<0.01/*<0.01 (*1回,83日)(#)

54,69,84 作付の21日前処理 圃場B:<0.004 (#) 圃場B:*<0.002/*<0.002 (*1回,54日)(#)

59 作付の19日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

36 作付の11日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

55 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#) ◎

50 作付の13日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#) a

49 作付の11日前処理 圃場E:<0.003 (#) 圃場E:<0.001/<0.002 (#)

43 作付の14日前処理 圃場F:<0.003 (#) 圃場F:<0.001/<0.002 (#)

86 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

85 作付の16日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

86 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

77 作付の17日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

84 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

59 作付の15日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

70 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

77 作付の17日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

40 L/10 a 104 作付の25日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.0008 (#) a

土壌かん注 96 作付の15日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.0008 (#) a

92 作付の16日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

90 作付の12日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

87 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

91 作付の13日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

104 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

119 作付の18日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

106 作付の14日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

87 作付の13日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 90 作付の16日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 83 作付の23日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10 a 50,57 作付の14日前処理 圃場A:<0.003 (#) 圃場A:*<0.001/*<0.002 (*1回,50日)(#)

土壌かん注 72,79 作付の15日前処理 圃場B:<0.003 (#) 圃場B:*<0.001/*<0.002 (*1回,72日)(#)

75 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

48 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

77 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

71 作付の11日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

1

2

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

30 L/10  a
土壌かん注

16

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

4
30 L/10  a
土壌かん注

55.0% OL 1

97.0% OL4
30 L/10  a
土壌かん注

1

30 L/10  a
土壌かん注

2

2

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

1

ほうれんそう
（茎葉部）

97.0% OL

メロン
（果肉）

97.0% OL

すいか
（果肉）

2

まくわうり
（果肉）

97.0% OL 1

にがうり
（果実）

2 97.0% OL 1

作付の8日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:*<0.01/*<0.01 (*1回,83日)(#)

しろうり
（果実）

97.0% OL

かぼちゃ
（果実）

97.0% OL

きゅうり
（果実）

2 1

83,89,119

40 L/10 a
土壌かん注

55.0% OL

ピーマン
（果実）

97.0% OL

97.0% OL

なす
（果実）

97.0% OL

1 1

4
30 L/10  a
土壌かん注

4

みつば
（茎葉部）

97.0% OL 1

トマト
（果実）

2 55.0% OL 1

97.0% OL 1

パセリ
（茎葉部）

97.0% OL 1

セルリー
（茎葉部）

97.0% OL 1

にんじん
（根部）

3

55.0% OL

20 L/10 a
土壌かん注

1

40 L/10 a
土壌かん注

1

97.0% OL6
30 L/10  a
土壌かん注

1

3

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

2



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数 使用時期

（別紙2）
1,3-ジクロロプロペンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数
各化合物の残留濃度の合計

（mg/kg）注1）
各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【E体/Z体】

設定
の根
拠等

試験条件

79,86 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:*<0.001/*<0.001 (*1回,79日)(#)

118,125 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:*<0.001/*<0.001 (*1回,118日)(#)

30 L/10 a 87 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 90 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 136 作付の15日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

土壌かん注 140 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

20 L/10 a 210 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 194 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 48 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 83 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

20 L/10 a 73 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 圃場A:<0.001/<0.001

土壌かん注 74 作付の10日前処理 圃場B:<0.002 圃場B:<0.001/<0.001

40 L/10 a
土壌かん注

124 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

100 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

88 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#) a

105 作付の24日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a
土壌かん注

75 作付の13日前処理 圃場A:<0.02 (#) 圃場A:<0.01/<0.01 (#) a

127 作付の17日前処理 圃場B:<0.004 (#) 圃場B:<0.002/<0.002 (#) a

124 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#) a

100 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#) a

88 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#) a

105 作付の24日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 88 作付の10日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 105 作付の24日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

20 L/10 a 278 作付の17日前処理 圃場A:<0.02 圃場A:<0.01/<0.01

土壌かん注 278 作付の17日前処理 圃場B:<0.02 圃場B:<0.01/<0.01

20 L/10 a 30,44,58 作付の14日前処理 圃場A:*<0.001(*1回,30日) 圃場A:-/-

土壌かん注 29,43,57 作付の14日前処理 圃場B:*<0.001(*1回,29日) 圃場B:-/-

20 L/10 a
206,209,213 作付の10日前処理 圃場A:<0.004 (#)

圃場A:*<0.002/*<0.002 (*1回,206日)(#)
a

土壌かん注
126,140,151 作付の29日前処理 圃場B:<0.004 (#)

圃場B:*<0.002/*<0.002 (*1回,126日)(#)
a

40 L/10 a
206,209,213 作付の10日前処理 圃場A:<0.004 (#)

圃場A:*<0.002/*<0.002 (*1回,206日)(#)
a

土壌かん注
126,140,151 作付の29日前処理 圃場B:<0.004 (#)

圃場B:*<0.002/*<0.002 (*1回,126日)(#)
a

152,165 作付の11日前処理 圃場A:<0.002 (#)
圃場A:*<0.001/*<0.001 (*1回,152日)(#)
a

164,166 作付の14日前処理 圃場B:<0.002 (#)
圃場B:*<0.001/*<0.001 (*1回,166日)(#)
a

170 作付の10日前処理 圃場C:<0.002 (#) 圃場C:<0.001/<0.001 (#)

224 作付の17日前処理 圃場D:<0.002 (#) 圃場D:<0.001/<0.001 (#)

30 L/10  a 203 作付の13日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 197 作付の13日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

33.3又は30.5 L/10  a 85 作付の14日前処理 圃場A:<0.002 (#) 圃場A:<0.001/<0.001 (#)

土壌かん注 41 作付の9日前処理 圃場B:<0.002 (#) 圃場B:<0.001/<0.001 (#)

29又は40 L/10  a 55 作付の15日前処理 圃場A:<0.005 (#) 圃場A:<0.0025/<0.0025 (#)

土壌かん注 47 作付の10日前処理 圃場B:<0.005 (#) 圃場B:<0.0025/<0.0025 (#)

◎

30 L/10  a
土壌かん注

1

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

127

圃場A:<0.01/<0.01 (#) a75 作付の13日前処理 圃場A:<0.02 (#)

作付の17日前処理

4
30 L/10  a
土壌かん注

1

◎

しょうが
（球茎）

97.0% OL

オクラ
（果実）

2 97.0% OL 1

葉しょうが
（塊茎）

2 54.5% GA 1

1

1

しそ
（葉部）

2 97.0% OL 1

しそ
（花穂）

2 97.0% OL 1

みょうが
（花穂）

2 97.0% OL 1

つるむらさき
（茎葉部）

2 97.0% OL 1

いちご
（果実）

2

55.0% OL

1

2 1

97.0% OL

えだまめ
（さや・まめ）

2 97.0% OL 1

うど
（軟白茎）

2 97.0% OL 1

97.0% OL

えだまめ
（まめ）

1 1

4
30 L/10  a
土壌かん注

40 L/10 a
土壌かん注

2

55.0% OL

1

さやいんげん
（さや）

97.0% OL

えだまめ
（さや）

1 55.0% OL 1

さやえんどう
（さや）

2 97.0% OL 1

2

2

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が
得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。
注1）1,3-ジクロロプロペン（E体）及び1,3-ジクロロプロペン（Z体）の合計濃度を示した。

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）
を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  $ :同一圃場から採取された1つのサンプルを2つの分析機関に分けて測定されており、結果を平均値として示したため、実際の定量限界とは異なる。
  a :保存安定性試験において、試料中の本品の安定性が十分に確認されなかった試験結果。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

　- ：分析せず

　OL：油剤
　GA：くん蒸剤

2 97.0% OL 1

圃場A:<0.004 (#) 圃場A:<0.002/<0.002 (#) a



農薬名 1,3-ジクロロプロペン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
大豆 0.01 0.01 ○ ※1
らっかせい 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.01 0.01 ○ ※1
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
かんしょ 0.01 0.01 ○ ※1
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
こんにゃくいも 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aてんさい 0.01 0.01 ○ ※1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)

(はつかだいこん)

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)
(はつかだいこん)

かぶ類の根 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
かぶ類の葉 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
はくさい 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002,<0.002(#)
キャベツ 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
ケール 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)(こまつな）
こまつな 0.01 0.01 ○ （ケール参照）
きょうな 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)(みずな）
チンゲンサイ 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)
カリフラワー 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002,<0.002

(ブロッコリー)

ブロッコリー 0.01 0.01 ○ （カリフラワー参照）
その他のあぶらな科野菜 0.01 0.01 ○ (ケール参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aごぼう 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.02(#) ※1
その他のきく科野菜 0.01 0.01 ○ <0.005,<0.005(もりあざみ)

※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aたまねぎ 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
ねぎ（リーキを含む。） 0.01 0.01 ○ <0.011(根深ねぎ),<0.011

(葉ねぎ)※1

にんにく 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
にら 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)
わけぎ 0.01 0.01 ○ (ねぎ（リーキを含む。）参照)

※1

その他のゆり科野菜 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)(らっきょう)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.01 0.01 ○ ※1
パセリ 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)
セロリ 0.01 0.01 ○ <0.004,<0.004(#)※1
みつば 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.005(#)※1
その他のせり科野菜 0.01 0.01 ○ (セロリ参照)※1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aトマト 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002,<0.002(#)
ピーマン 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
なす 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
その他のなす科野菜 0.01 0.01 ○ (ピーマン参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.003,<0.003(#)
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
しろうり 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
すいか 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
メロン類果実 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
まくわうり 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
その他のうり科野菜 0.01 0.01 ○ <0.003,<0.003(#)

(にがうり)※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

国/地域
基準値

ppm



農薬名 1,3-ジクロロプロペン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

参考基準値

国/地域
基準値

ppm

ほうれんそう 0.01 0.01 ○ <0.002(#)(n=4)
オクラ 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
しょうが 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)
未成熟えんどう 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)(さやえんどう)
未成熟いんげん 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(\)

(さやいんげん)

えだまめ 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 0.01 0.01 ○ <0.02,<0.02(うど)※1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 0.01 0.01 ○ <0.002,<0.002(#)(\)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のハーブ 0.01 0.01 ○ <0.005,<0.005(#)

(しその花穂)※1

はちみつ 0.05 ※2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aミネラルウォーター類 0.02 0.02 0.02注）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

○：既に、国内において登録等がされているもの

注）WHO飲料水水質ガイドラインのガイドライン値に基づき設定。ガイドライン値とは、WHOにおいて各国の規制当局と給水サービス提供
者による飲料水水質の維持・向上を目的に設定されるWHO飲料水水質ガイドラインにおいて、飲料水水質を評価するための基礎となる
数値であり、生涯にわたって摂取した場合、摂取者の健康に重大なリスクを起こさない濃度を示す。

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績

(\)：基準値設定の根拠とした作物残留試験成績（最大値）

※1）本剤の使用方法は土壌かん注であること、本剤は土壌中で速やかに分解され（分解半減期は約55日）、植物代謝試験において親化
合物及び代謝物の残留は10%TRR未満であること、提出されたすべての作物残留試験において残留濃度は定量限界未満であったことか
ら、「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添5「残
留性が極めて低い農薬の基準値設定の考え方について」に基づき、基準値案を0.01 ppmと設定した。なお、大豆、ばれいしょ、かんしょ、
てんさい及びにんじんについては、試料保存期間中の本剤の安定性が十分に確認されていないことから、作物残留試験成績を示してい
ない。
※2）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添3
「はちみつ中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定した。



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI
大豆 0.01 * 0.01 0.4 0.2 0.3 0.5
らっかせい 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.01 * 0.01 0.4 0.3 0.4 0.4
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
かんしょ 0.01 * 0.01 0.1 0.1 0.1 0.1
やまいも（長いもをいう。） 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
こんにゃくいも 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
てんさい 0.01 * 0.01 0.3 0.3 0.4 0.3zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.01 0.002 0.1 0.0 0.0 0.1
だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
かぶ類の根 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
かぶ類の葉 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
はくさい 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
キャベツ 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
ケール 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
こまつな 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
きょうな 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
チンゲンサイ 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
カリフラワー 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
ブロッコリー 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のあぶらな科野菜 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ごぼう 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01 * 0.01 0.1 0.0 0.1 0.1
その他のきく科野菜 0.01 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 0.01 0.002 0.1 0.0 0.1 0.1
ねぎ（リーキを含む。） 0.01 * 0.01 0.1 0.0 0.1 0.1
にんにく 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
にら 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
わけぎ 0.01 * 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のゆり科野菜 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.01 * 0.01 0.2 0.1 0.2 0.2
パセリ 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
セロリ 0.01 0.004 0.0 0.0 0.0 0.0
みつば 0.01 0.004 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のせり科野菜 0.01 0.004 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
トマト 0.01 0.002 0.1 0.0 0.1 0.1
ピーマン 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
なす 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のなす科野菜 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.01 0.003 0.1 0.0 0.0 0.1
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
しろうり 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
すいか 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
メロン類果実 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
まくわうり 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 0.01 0.003 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ほうれんそう 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
オクラ 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
しょうが 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟えんどう 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
未成熟いんげん 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0
えだまめ 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 0.01 * 0.01 0.3 0.1 0.2 0.3
いちご 0.01 0.002 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のハーブ 0.01 0.005 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

1,3-ジクロロプロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上)

EDI

1,3-ジクロロプロペンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1

計 2.5 1.5 2.4 2.7
ADI比（％） 0.2 0.4 0.2 0.2

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

*：暴露評価には基準値（案）を用いた。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake）



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

大豆 大豆 0.01 0.01 0.0 0

らっかせい らっかせい 0.01 0.01 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 0.01 0.1 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 0.01 0.1 0

かんしょ かんしょ 0.01 0.01 0.1 0

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 0.01 0.1 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.01 0.01 0.1 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 だいこんの葉 0.01 0.01 0.1 0

かぶ類の根 かぶの根 0.01 ○ 0.002 0.0 0

かぶ類の葉 かぶの葉 0.01 ○ 0.002 0.0 0

はくさい はくさい 0.01 0.01 0.1 0

キャベツ キャベツ 0.01 0.01 0.1 0

ケール ケール 0.01 0.01 0.1 0

こまつな こまつな 0.01 0.01 0.0 0

きょうな きょうな 0.01 0.01 0.0 0

チンゲンサイ チンゲンサイ 0.01 0.01 0.1 0

カリフラワー カリフラワー 0.01 0.01 0.1 0

ブロッコリー ブロッコリー 0.01 0.01 0.1 0

たかな 0.01 0.01 0.1 0

菜花 0.01 0.01 0.0 0

ごぼう ごぼう 0.01 ○ 0.002 0.0 0

レタス類 0.01 0.01 0.1 0

たまねぎ たまねぎ 0.01 ○ 0.002 0.0 0

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.01 0.01 0.0 0

にんにく にんにく 0.01 0.01 0.0 0

にら にら 0.01 0.01 0.0 0

わけぎ わけぎ 0.01 0.01 0.0 0

にんにくの芽 0.01 0.01 0.0 0

らっきょう 0.01 0.01 0.0 0

にんじん 0.01 0.01 0.0 0

にんじんジュース 0.01 0.01 0.1 0

パセリ（生） 0.01 0.01 0.0 0

パセリ（乾燥） 0.01 0.01 0.0 0

セロリ セロリ 0.01 0.01 0.1 0

みつば みつば 0.01 0.01 0.0 0

その他のせり科野菜 せり 0.01 0.01 0.0 0

トマト トマト 0.01 0.01 0.1 0

ピーマン ピーマン 0.01 ○ 0.002 0.0 0

なす なす 0.01 ○ 0.002 0.0 0

とうがらし（生） 0.01 ○ 0.002 0.0 0

ししとう 0.01 ○ 0.002 0.0 0

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.01 0.01 0.1 0

かぼちゃ 0.01 ○ 0.002 0.0 0

ズッキーニ 0.01 ○ 0.002 0.0 0

しろうり しろうり 0.01 ○ 0.002 0.0 0

すいか すいか 0.01 0.01 0.3 0

メロン類果実 メロン 0.01 ○ 0.002 0.0 0

とうがん 0.01 0.01 0.2 0

にがうり 0.01 0.01 0.1 0

ほうれんそう ほうれんそう 0.01 ○ 0.002 0.0 0

オクラ オクラ 0.01 0.01 0.0 0

しょうが しょうが 0.01 0.01 0.0 0

未成熟えんどう（さや） 0.01 0.01 0.0 0

未成熟えんどう（豆） 0.01 0.01 0.0 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.01 0.01 0.0 0

えだまめ えだまめ 0.01 0.01 0.0 0

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

（別紙5-1）

未成熟えんどう

1,3-ジクロロプロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

その他のあぶらな科野菜

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

その他のゆり科野菜

にんじん

パセリ

その他のうり科野菜

その他のなす科野菜



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

（別紙5-1）

1,3-ジクロロプロペンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

ずいき 0.01 0.01 0.1 0

もやし 0.01 0.01 0.0 0

れんこん 0.01 0.01 0.1 0

そら豆（生） 0.01 0.01 0.0 0

いちご いちご 0.01 0.01 0.0 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）を用いて短期摂取量を推計した。

その他の野菜

○を付していない食品については、基準値案の値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

大豆 大豆 0.01 0.01 0.0 0

らっかせい らっかせい 0.01 0.01 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 0.01 0.2 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 0.01 0.1 0

かんしょ かんしょ 0.01 0.01 0.3 0

やまいも（長いもをいう。） やまいも 0.01 0.01 0.1 0

だいこん類（ラディッシュを含む。）の根 だいこんの根 0.01 0.01 0.2 0

はくさい はくさい 0.01 0.01 0.2 0

キャベツ キャベツ 0.01 0.01 0.2 0

こまつな こまつな 0.01 0.01 0.1 0

ブロッコリー ブロッコリー 0.01 0.01 0.1 0

ごぼう ごぼう 0.01 ○ 0.002 0.0 0

レタス類 0.01 0.01 0.1 0

たまねぎ たまねぎ 0.01 ○ 0.002 0.0 0

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.01 0.01 0.1 0

にんにく にんにく 0.01 0.01 0.0 0

にら にら 0.01 0.01 0.0 0

にんじん にんじん 0.01 0.01 0.1 0

パセリ パセリ（生） 0.01 0.01 0.0 0

トマト トマト 0.01 0.01 0.3 0

ピーマン ピーマン 0.01 ○ 0.002 0.0 0

なす なす 0.01 ○ 0.002 0.0 0

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.01 0.01 0.1 0

かぼちゃ 0.01 ○ 0.002 0.0 0

すいか すいか 0.01 0.01 0.9 0

メロン類果実 メロン 0.01 ○ 0.002 0.1 0

ほうれんそう ほうれんそう 0.01 ○ 0.002 0.0 0

オクラ オクラ 0.01 0.01 0.0 0

しょうが しょうが 0.01 0.01 0.0 0

未成熟えんどう（さや） 0.01 0.01 0.0 0

未成熟えんどう（豆） 0.01 0.01 0.0 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.01 0.01 0.0 0

えだまめ えだまめ 0.01 0.01 0.0 0

もやし 0.01 0.01 0.0 0

れんこん 0.01 0.01 0.1 0

いちご いちご 0.01 0.01 0.1 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 0

1,3-ジクロロプロペンの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

未成熟えんどう

その他の野菜

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値を使用した。



 
 

（参考） 

これまでの経緯 

 

昭和２５年 ３月１０日 初回農薬登録 

平成１７年１１月２９日 残留基準告示 

平成２０年 ２月１９日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：レタス、ほうれんそう等） 

平成２０年 ３月 ３日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２３年１１月 ７日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：みずな、チンゲンサイ等） 

平成２５年 ２月１８日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２５年１０月２１日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２６年 ８月 ８日 残留基準告示 

 

平成２６年１２月 ４日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：非結球あぶらな科葉菜類等） 

平成２７年 ２月１３日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成２７年１０月２０日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２８年 ５月２７日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成２９年 ２月２３日 残留基準告示 

 

平成２８年１１月１８日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：せり科葉菜類） 

平成２９年 ３月１５日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

平成３０年 ３月２７日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成３０年 ７月１２日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

平成３１年 ３月２０日 残留基準告示 

 

令和 元年 ８月 ８日 農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基準

値設定依頼（適用拡大：カリフラワー及びブロッコリー） 

令和 元年 ９月 ５日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に

係る食品健康影響評価について要請 

令和 元年１０月１５日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評



 
 

価について通知 

令和 元年１２月２０日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

令和 ２年 ７月１４日 残留基準告示 

 

令和 ４年１２月１４日 農林水産大臣から食品安全委員会委員長あてに農薬の再評価に

係る食品健康影響評価について要請 

令和 ６年 ３月 ７日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣及び農林水産大臣あて

に食品健康影響評価について通知 

令和 ８年 ６月 ８日 農林水産省から消費者庁へ農薬の再評価に係る連絡 

令和 ８年 ７月 １日 食品衛生基準審議会へ諮問 

令和 ８年 ７月１４日 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 



 

● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  国立医薬品食品衛生研究所薬品部長 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

1,3-ジクロロプロペン

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A大豆 0.01

らっかせい 0.01

#N/A#N/Aばれいしょ 0.01

さといも類（やつがしらを含む。） 0.01

かんしょ 0.01

やまいも（長いもをいう。） 0.01

こんにゃくいも 0.01

#N/A#N/Aてんさい 0.01

#N/A#N/Aだいこん類（ラディッシュを含む。）の根 0.01

だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉 0.01

かぶ類の根 0.01

かぶ類の葉 0.01

はくさい 0.01

キャベツ 0.01

ケール 0.01

こまつな 0.01

きょうな 0.01

チンゲンサイ 0.01

カリフラワー 0.01

ブロッコリー 0.01

その他のあぶらな科野菜注1） 0.01

#N/A#N/Aごぼう 0.01

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01

その他のきく科野菜注2） 0.01

#N/A#N/Aたまねぎ 0.01

ねぎ（リーキを含む。） 0.01

にんにく 0.01

にら 0.01

わけぎ 0.01

今回残留基準を設定する「1,3-ジクロロプロペン」の規制対象は、1,3-ジクロロプロペン
（E体）及び1,3-ジクロロプロペン（Z体）とする。

1,3-ジクロロプロペンについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが
適当である。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aその他のゆり科野菜注3） 0.01

#N/A#N/Aにんじん 0.01

パセリ 0.01

セロリ 0.01

みつば 0.01

その他のせり科野菜注4） 0.01

#N/A#N/Aトマト 0.01

ピーマン 0.01

なす 0.01

その他のなす科野菜注5） 0.01

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.01

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.01

しろうり 0.01

すいか 0.01

メロン類果実 0.01

まくわうり 0.01

その他のうり科野菜注6） 0.01

#N/A#N/Aほうれんそう 0.01

オクラ 0.01

しょうが 0.01

未成熟えんどう 0.01

未成熟いんげん 0.01

えだまめ 0.01

#N/A#N/Aその他の野菜注7） 0.01

#N/A#N/Aいちご 0.01
#N/A#N/Aその他のハーブ注8） 0.01

zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05
zzz #N/Azzz #N/Aミネラルウォーター類 0.02

#N/A #N/A



注8）「その他のハーブ」とは、ハーブのうち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、
セロリの茎及びセロリの葉以外のものをいう。

注1）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野菜のうち、だいこん類（ラディッシュ
を含む。）の根、だいこん類（ラディッシュを含む。）の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西
洋わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きょうな、チ
ンゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハーブ以外のものをいう。

注2）「その他のきく科野菜」とは、きく科野菜のうち、ごぼう、サルシフィー、アーティ
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゅんぎく、レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）及び
ハーブ以外のものをいう。

注3）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のうち、たまねぎ、ねぎ（リーキを含
む。）、にんにく、にら、アスパラガス、わけぎ及びハーブ以外のものをいう。

注4）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外のものをいう。

注5）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注6）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、か
ぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のも
のをいう。

注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。



再評価 令和８年７月 14 日開催部会 

チアジニル

今般の残留基準の検討については、農林水産省から消費者庁に、農薬取締法（昭和23年

法律第82号）に基づく農薬の再評価に係る連絡がなされたことに伴い、食品安全委員会に

おいて内閣総理大臣からの依頼に伴う食品健康影響評価がなされたことを踏まえ、農薬・

動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるものである。 

１．概要

（１）品目名：チアジニル[ Tiadinil (ISO) ]

（２）分 類：農薬

（３）用 途：殺菌剤

チアジアゾールカルボキサミド系の骨格を有する浸透性殺菌剤である。植物病原菌に

対する抵抗性を誘導し、主として稲いもち病に防除効果を示す。 

（４）化学名及びCAS番号

N-(3-Chloro-4-methylphenyl)-4-methyl-1,2,3-thiadiazole-5-carboxamide

（IUPAC） 

 1,2,3-Thiadiazole-5-carboxamide,N-(3-chloro-4-methylphenyl)-4-methyl- 

（CAS：No. 223580-51-6） 

（５）構造式及び物性

分 子 式 C11H10ClN3OS
分 子 量 267.74 
水溶解度 1.32 × 10-2 g/L (20℃) 
分配係数 log10Pow ＝ 3.68 (25℃, pH 6.22～6.25) 



 
 

 

 

２．適用の範囲及び使用方法 
本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は、別紙1のとおり。 
 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲で実施されており、10%TRR注）以上認められた代謝物は、代謝

物D（玄米）であった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、筋肉、脂肪、肝臓、卵黄及

び卵白では、親化合物の残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝物

は、代謝物B（産卵鶏の筋肉、卵黄及び卵白）、代謝物C（泌乳山羊の肝臓、腎臓、筋肉、

脂肪及び乳、産卵鶏の肝臓、筋肉、脂肪及び卵白）、代謝物Cのグルクロン酸抱合体（泌

乳山羊の筋肉）、代謝物D（産卵鶏の肝臓、筋肉、脂肪及び卵白）、代謝物F（泌乳山羊

の脂肪）、代謝物I（泌乳山羊の脂肪）、代謝物K（産卵鶏の筋肉）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書

の略称 
化学名 

B － 
N-[3-クロロ-4-(ヒドロキシメチル)フェニル]-4-メチル-1,2,3-チアジア

ゾール-5-カルボキシアミド 

C － 
2-クロロ-4-(4-メチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボキシアミド)安息

香酸 

D － 4-メチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボン酸 

E － 4-ヒドロキシメチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボン酸 

F － 3-クロロ-4-メチルアニリン 

I － 
N,N'-{ジスルファンジイルビス[メチレン(3-クロロ-4,1-フェニレン)]}ビ

ス(4-メチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボキシアミド) 

K － 4-アセトアミド-2-クロロ安息香酸 

－：JMPRで評価されていない。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

代謝物B                          代謝物C 

 

 

 

 

代謝物D                          代謝物E 

 

注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記

した。代謝物Bは家畜飼料負荷の対象物質であることから構造式を明記した。 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・チアジニル 

・代謝物D 

・代謝物E 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）チアジニル、代謝物D及び代謝物E 
試料から塩酸酸性下アセトニトリルで抽出し、多孔性ケイソウ土カラムを用いて 

  チアジニル画分と代謝物画分に分画する。チアジニル画分については、オクタデシ 

ルシリル化シリカゲル（C18）カラム、シリカゲルカラム及びフロリジルカラムを用

いて精製した後、紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）で

定量する。 

代謝物画分はC18カラムで精製した後、スチレンジビニルベンゼン共重合体カラム

を用いて代謝物D画分と代謝物E画分に分画する。代謝物D画分は、シリカゲルカラム

を用いて精製し、トリメチルシリルジアゾメタンでメチル化した後、再度シリカゲ

ルカラムを用いて精製し、代謝物Dメチル化体をHPLC-UVで定量する。代謝物E画分は、

トリメチルシリルジアゾメタンでメチル化した後、シリカゲルカラムを用いて精製

し、代謝物Eメチル化体をHPLC-UVで定量する。  

なお、代謝物D及び代謝物Eの分析値は、それぞれ換算係数1.86及び1.67を用いて

チアジニル濃度に換算した値として示した。 

 



 
 

 

定量限界：チアジニル  0.01 mg/kg 

代謝物D   0.02 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

代謝物E   0.02 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

 

（２）作物残留試験結果  

国内作物残留試験については、試験成績の概要を別紙2に示す。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水域環境中

予測濃度注1）及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のとおり魚

介類中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）水域環境中予測濃度 

本剤は水田においてのみ使用される。チアジニルの水田PECtier2注2）は、0.29 µg/Lと

示されている。 

 

（２）生物濃縮係数 

チアジニル原体（第一濃度区：0.01 mg/L、第二濃度区：0.1 mg/L）を用いた96時間

の取込期間及び168時間の排泄期間を設定したコイの魚類濃縮性試験が実施された。チ

アジニルの分析の結果から、BCFss注3）は16～20 L/kg以下（第一濃度区）、平均19 L/kg

（第二濃度区）と算出された。 

 

（３）推定残留濃度  

（１）及び（２）の結果から、チアジニルの水域環境中予測濃度：0.29 µg/L、BCF：

19 L/kgとし、下記のとおり推定残留濃度を算出した。 

 

推定残留濃度 ＝ 0.29 µg/L × (19 L/kg × 5) ＝ 28 µg/kg ＝ 0.028 mg/kg 

 

注1）農薬取締法第4条第1項第8号に基づく水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準設

定における規定に準拠 

注2）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出 

注3）定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF 

（参考）平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準

設定法」報告書 

 
６．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料の最大給与割合等から算出した飼料中の残留農薬濃度と動物飼養試験の結果

を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留濃度を算出した。 



 
 

 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・チアジニル 

・代謝物C 

・代謝物D 

・代謝物E 

 
② 分析法の概要 

ⅰ）チアジニル 

筋肉、肝臓、腎臓、乳及び卵は、試料からメタノール・水（9：1）混液で抽出し、

スチレンジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラムを用いて精製した

後、液体クロマトグラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。脂肪は、

試料からメタノール・水・酢酸（180：20：1）混液で抽出し、n-ヘキサンで洗浄し

た後、LC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

ⅱ）代謝物C、代謝物D及び代謝物E 

筋肉、肝臓、腎臓、乳及び卵は、試料からアセトン・水・酢酸（180：20：1）混

液で抽出し、スチレンジビニルベンゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラムを用

いて精製した後、LC-MS/MSで定量する。脂肪は、試料からメタノール・水・酢酸（180：

20：1）混液で抽出し、n-ヘキサンで洗浄した後、LC-MS/MSで定量する。 

なお、代謝物C、代謝物D及び代謝物Eの分析値は、それぞれ換算係数0.90、1.86

及び1.67を用いてチアジニル濃度に換算した値として示した。 

 

定量限界：代謝物C 0.009 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

     代謝物D  0.019 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

     代謝物E  0.017 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（エアシャー及びホルスタイン種、雌、体重約491～678 kg、15及び45 ppm投

与群：各3頭/群、150 ppm投与群：6頭/群）に対して、飼料中濃度として15、45及び

150 ppmに相当する量のチアジニルを含むカプセルを28日間にわたり強制経口投与し、

筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれるチアジニル並びに代謝物C、代謝物D及び代謝物

Eの濃度をLC-MS/MSで測定した。乳については、投与開始日から1、3、5、6（45及び

150 ppm投与群）又は7（15 ppm投与群）、10、14、17、21、24及び28日目に採取した



 
 

 

乳に含まれるチアジニル、代謝物C、代謝物D及び代謝物Eの濃度をLC-MS/MSで測定し

た。結果は表1を参照。 

 

表1．乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 15 ppm投与群 45 ppm投与群 150 ppm投与群注1 

筋肉 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01（最大） 

<0.01（平均） 

代謝物C 
<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

脂肪 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物C 
0.021（最大） 

0.015（平均） 

0.032（最大） 

0.023（平均） 

0.426（最大） 

0.196（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

0.021（最大） 

0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
0.031（最大） 

0.025（平均） 

0.042（最大） 

0.033（平均） 

0.436（最大） 

0.206（平均） 

肝臓 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

0.016（最大） 

0.013（平均） 

代謝物C 
0.017（最大） 

0.016（平均） 

0.036（最大） 

0.028（平均） 

0.129（最大） 

0.113（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
0.027（最大） 

0.026（平均） 

0.046（最大） 

0.038（平均） 

0.145（最大） 

0.126（平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

表1．乳牛の試料中の残留濃度（㎎/㎏）（つづき） 

 15 ppm投与群 45 ppm投与群 150 ppm投与群 

腎臓 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大）

<0.01 （平均） 

代謝物C 
0.044（最大） 

0.032（平均） 

0.079（最大） 

0.064（平均） 

0.288（最大） 

0.259（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
0.054（最大） 

0.042（平均） 

0.089（最大） 

0.074（平均） 

0.298（最大） 

0.269（平均） 

乳注2） 

チアジニル <0.01 （平均） <0.01 （平均） <0.01 （平均） 

代謝物C 0.016（平均） 0.048（平均） 0.205（平均） 

代謝物D <0.019（平均） <0.019（平均） <0.019（平均） 

代謝物E <0.017（平均） <0.017（平均） <0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 0.026（平均） 0.058（平均） 0.215（平均） 

定量限界：チアジニル 0.01 mg/kg、代謝物C 0.009 mg/kg（チアジニル換算濃度）、 

代謝物D 0.019 mg/kg（チアジニル換算濃度）、代謝物E 0.017 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

定量限界未満の値は、定量限界値を検出したものとして計算した。 

注1）150 ppm投与群においては、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓からの試料は3頭から採取し、乳の試料 

は6頭から採取した。 

注2）投与期間中に定常状態に達した日以降に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均 

値を求めた。 

 

② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（Shaver Brown、雌、体重1610～2260 g、1.0及び3.0 ppm投与群：各10羽/

群、10 ppm投与群：20羽/群）に対して、飼料中濃度として1.0、3.0及び10 ppmに相

当する量のチアジニルを含むカプセルを28日間にわたり強制経口投与し、筋肉、脂

肪及び肝臓に含まれるチアジニル、代謝物C、代謝物D及び代謝物Eの濃度をLC-MS/MS

で測定した。鶏卵については、投与開始から1、2、3、4、5、6、7、10、14、17、

21、24及び28日目に採卵して（2回/日）、卵に含まれるチアジニル、代謝物C、代謝

物D及び代謝物Eの濃度をLC-MS/MSで測定した。結果は表2を参照。 

  



 
 

 

表2．産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 1.0 ppm投与群 3.0 ppm投与群 10 ppm投与群注） 

筋肉 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物C 
<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
<0.019（最大）

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

脂肪 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物C 
<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C  
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

肝臓 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物C 
<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

0.013（最大） 

0.010（平均） 

0.016（最大） 

0.013（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

0.024（最大） 

0.021（平均） 

0.027（最大） 

0.024（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

0.023（最大） 

0.020（平均） 

0.026（最大） 

0.023（平均） 

卵 

チアジニル 
<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物C 
<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

<0.009（最大） 

<0.009（平均） 

代謝物D 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

代謝物E 
<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

<0.017（最大） 

<0.017（平均） 

チアジニル＋代謝物C 
<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

<0.019（最大） 

<0.019（平均） 

定量限界：チアジニル 0.01 mg/kg、代謝物C 0.009 mg/kg（チアジニル換算濃度）、 

代謝物D 0.019 mg/kg（チアジニル換算濃度）、代謝物E 0.017 mg/kg（チアジニル換算濃度） 

定量限界未満の値は、定量限界値を検出したものとして計算した。 

注）10 ppm投与群においては、筋肉、脂肪及び肝臓の試料は10羽から採取し、卵の試料は20羽 

から採取した。 



 
 

 

（３）飼料中の残留農薬濃度注1） 

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号）に定める

飼料一般の成分規格や飼料となる作物の残留試験成績等を基に、飼料の最大給与割合等

を考慮して最大飼料由来負荷注2）が算出されている。今般、新たに算出された最大飼料

由来負荷は、乳牛において17.6505 ppm、肉牛において30.5783 ppm、豚において0.0121 

ppm、産卵鶏において0.0237 ppm、肉用鶏において0.0065 ppmと示されている。また平

均的飼料由来負荷注3)は、乳牛において1.1753 ppm、肉牛において2.5253 ppm、豚におい

て0.0121 ppm、産卵鶏において0.0237 ppm、肉用鶏において0.0065 ppmと示されてい

る。 

 

注1) 飼料由来負荷量は、親化合物、代謝物B及び代謝物Cの総量として算出される。 

注2）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料の原料に農薬が最大まで残留している

と仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として

表示される。 

注3) 平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料の原料に農薬が平均的に残留している

と仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂

取によって畜産動物が暴露されうる平均濃度。飼料中濃度として表示される。 

 

（４）推定残留濃度 

牛、豚及び鶏について、最大及び平均的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産

物中の推定残留濃度を算出した。結果は表3-1、3-2及び3-3を参照。推定残留濃度はチ

アジニル及び代謝物Cをチアジニルに換算した濃度の合計濃度で示した。 

 

表3-1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
<0.0190 

(<0.0032) 

0.0367 

(0.0042) 

0.0369 

(0.0044) 

0.0722 

(0.0071) 

0.0288 

(0.0020) 

上段：最大残留濃度※   下段括弧内：平均的な残留濃度※  
※：最大残留濃度及び平均的な残留濃度は、チアジニル及び代謝物Cを含む。 

 

表3-2．畜産物中の推定残留濃度：豚（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 

豚 
<0.00002 

(<0.00002) 

<0.00003 

(<0.00002) 

<0.00002 

(<0.00002) 

<0.00004 

(<0.00003) 

上段：最大残留濃度※   下段括弧内：平均的な残留濃度※  
※：最大残留濃度及び平均的な残留濃度は、チアジニル及び代謝物Cを含む。 

 



 
 

 

 

表3-3．畜産物中の推定残留濃度：鶏（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

鶏 
<0.0005 

(<0.0005) 

<0.0005 

(<0.0005) 

<0.0005 

(<0.0005) 

<0.0005 

(<0.0005) 

上段：最大残留濃度※   下段括弧内：平均的な残留濃度※  
※：最大残留濃度及び平均的な残留濃度は、チアジニル及び代謝物Cを含む。 

 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたチアジニルに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評価さ

れている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.04 mg/kg体重/日 

（ADI設定根拠資料）慢性毒性試験 

（動物種）   イヌ   

（期間）     1年間 

（投与方法）  カプセル経口 

（無毒性量） 4 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100  

 

（２）ARfD 

ARfD ：1.5 mg/kg体重  

（ARfD 設定根拠資料①） 発生毒性試験 

（動物種）  ラット  

（期間）   妊娠 6～19 日  

（投与方法） 強制経口  

（無毒性量） 150 mg/kg体重/日  

（安全係数） 100 

 

（ARfD 設定根拠資料②） 発生毒性試験 

（動物種）  ウサギ  

（期間）   妊娠 6～27 日  

（投与方法） 強制経口  

（無毒性量） 150 mg/kg体重/日  

（安全係数） 100 

 



 
 

 

８．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、いずれの国及

び地域においても基準値は設定されていない。 

 

９．残留規制 

（１）残留の規制対象 

農産物にあっては、チアジニル、代謝物D及び代謝物Eとし、畜産物にあっては、チア

ジニル及び代謝物C、魚介類にあっては、チアジニルとする。 

 

農産物については、水稲における植物代謝試験において可食部で10%TRR以上認められ

る代謝物は代謝物Dのみである。一方、作物残留試験において、チアジニル、代謝物D及

び代謝物Eの分析が行われており、代謝物D及び代謝物Eはチアジニルと比較して多く残

留していることから、農産物の残留の規制対象にチアジニルの他に代謝物D及び代謝物

Eを含めることとする。 

畜産物については、家畜残留試験において代謝物Cの残留濃度がチアジニルの残留濃

度を上回っていることから、畜産物の残留の規制対象に代謝物Cを含めることとする。 

魚介類については、魚介類への推定残留量を算出する際に得られた実測BCF及び水田

PECtier2がチアジニルのみを対象としていることから、魚介類の残留の規制対象をチア

ジニルのみとする。 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物にあっては、チアジニル、代謝物D及び代謝物Eとし、畜産物にあっては、チア

ジニル及び代謝物C、魚介類にあっては、チアジニルとする。 

 

チアジニルの植物代謝試験及び家畜代謝試験の結果、10%TRR以上認められる代謝物

として、玄米で代謝物D、泌乳山羊の可食部で代謝物C、代謝物Cのグルクロン酸抱合体、

代謝物F及び代謝物Iが、また、産卵鶏の可食部において代謝物B、代謝物C、代謝物D及

び代謝物Kが認められた。 

農産物については、作物残留試験において代謝物D及び代謝物Eがチアジニルと比較

して多く残留していることから、農産物の暴露評価対象物質に代謝物D及び代謝物Eを含

めることとする。 

畜産物については、泌乳山羊の代謝試験で代謝物Cのグルクロン酸抱合体、代謝物F及

び代謝物Iの残留濃度がいずれも10%TRRを超える組織で0.01 mg/kg未満であること、ま

た、産卵鶏の代謝試験で代謝物Bは卵黄において0.011 mg/kgであったが、その他の組織



 
 

 

では0.01 mg/kg未満であること、代謝物Kは残留濃度が0.01 mg/kg未満であること、代

謝物Dは泌乳牛及び鶏の残留試験において一部の組織で認められたが、食品安全委員会

によれば、代謝物Dの急性毒性は弱く、復帰突然変異試験の結果は陰性であると評価さ

れていることから、畜産物の暴露評価対象に代謝物B、代謝物Cグルクロン酸抱合体、代

謝物D、代謝物F、代謝物I及び代謝物Kは含めないこととする。一方、家畜残留試験（泌

乳牛）では代謝物Cが、多くの組織でチアジニルより高い残留が認められたことから、

畜産物の暴露評価対象物質に代謝物Cを含めることとする。 

また、魚介類については、チアジニルのみをBCFの対象としていることから、魚介類

の暴露評価対象物質としてはチアジニルのみとする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物中の暴露評価対象物質

についてはチアジニル並びに代謝物D及び代謝物E、畜産物中の暴露評価対象物質につい

てはチアジニル及び代謝物C、魚介類中の暴露評価対象物質についてはチアジニル（親

化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上）  2.4 

幼小児（1～6歳）  4.3 

妊婦  1.5 

高齢者（65歳以上）    2.6 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集

計業務報告書による。 

   EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 
 

② 短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価

は別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における中央値（STMR）を用い、平成17～19年度の食品摂取頻

度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき ESTIを算出した。 
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

チアジニル
を含む農薬の
総使用回数

30.0% SC
ペースト肥料に混
合し側条施肥田植
機で施用する。

原液 移植時
400～500 mL/10

a
1回

6.0% GR 湛水散布 3 kg/10 a
葉いもちの初発20～
7日前(収穫45日前ま

で)
－ 2回以内

12.0% GR
配合剤1

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

12.0% GR
配合剤2

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

12.0% GR
配合剤3

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

12.0% GR
配合剤4

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

12.0% GR
配合剤5

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

6.0% GR
配合剤6

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

6.0% GR
配合剤7

側条施用 1 kg/10 a 移植時 － 1回

50倍

25～50倍

本剤の所定量を育
苗箱の床土に均一
に混和する。

は種前

移植当日

緑化期～移植当日

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

は種時覆土前

25～50倍

25倍

チアジニルの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年7月3日時点版

稲

3回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は1回以内、本
田での散布は2

回以内)

稲(箱育苗)

30.0% SC 灌注
移植3日前～移植当

日

育苗箱(30×60
×3 cm、使用土
壌約5 L)1箱当
たり500 mL

1回 3回以内(移植時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

12.0% GR
育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

－ 1回
育苗箱中の苗の上
から均一に散布す

る。

3回以内(育苗箱
散布及び側条施
用は合計1回以
内、本田での散
布は2回以内)

3回以内(移植時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)30.0% SC
配合剤8

灌注
移植3日前～移植当

日

育苗箱(30×60
×3 cm、使用土
壌約5 L)1箱当
たり500 mL

1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

チアジニル
を含む農薬の
総使用回数

チアジニルの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年7月3日時点版

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～移
植当日

は種時覆土前

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時(覆土前)～移
植当日

は種時覆土前

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

稲(箱育苗)
12.0% GR
配合剤1

本剤の所定量を育
苗箱の床土に均一
に混和する。

は種前

－ 1回

3回以内(移植時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

チアジニル
を含む農薬の
総使用回数

チアジニルの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年7月3日時点版

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～移
植当日

は種時覆土前

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

は種時(覆土前)～移
植当日

は種時覆土前

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

は種時(覆土前)～移
植当日

移植当日

は種時(覆土前)～移
植当日

移植当日

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

稲(箱育苗)

12.0% GR
配合剤2

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

は種前

－ 1回

3回以内(移植時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

12.0% GR
配合剤3

本剤の所定量を育
苗箱の床土又は覆
土に均一に混和す

る。

は種前

－ 1回

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

12.0% GR
配合剤4

育苗箱の上から均
一に散布する。

緑化期～移植当日 － 1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

チアジニル
を含む農薬の
総使用回数

チアジニルの適用の範囲及び使用方法（国内）
2026年7月3日時点版

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

移植当日

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

緑化期～移植当日

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

緑化期

移植当日

緑化期～移植当日

移植10日前～移植当
日

移植3日前～移植当
日

移植当日

移植10日前～移植当
日

移植3日前～移植当
日

移植当日

移植2日前～移植当
日

移植当日

移植2日前～移植当
日

移植当日

移植前3日～移植当
日

移植当日

移植3日前～移植当
日

緑化期～移植当日

移植3日前～移植当
日

緑化期～移植当日

移植3日前～移植当
日

緑化期～移植当日

移植3日前～移植当
日

緑化期～移植当日

12.0% GR
配合剤11

1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

6.0% GR
配合剤7

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)
－ 1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

－ 1回

6.0% GR
配合剤6

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

稲(箱育苗)

12.0% GR
配合剤5

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

－ 1回

1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g 3回以内(移植時

までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

12.0% GR
配合剤9

育苗箱の上から均
一に散布する。

－ 1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

12.0% GR
配合剤10

育苗箱中の苗の上
から均一に散布す

る。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)
－

育苗箱中の苗の上
から均一に散布す

る。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)
－ 1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

12.0% GR
配合剤12

本剤の所定量を育
苗箱の苗の上から
均一に散布する。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)
－
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移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

緑化期～移植当日

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

移植3日前～移植当
日

移植当日

緑化期～移植当日

直播水稲
12.0% GR
配合剤2

は種同時施薬機を
用いて土中施用す

る。
1 kg/10 a は種時 － 1回

3回以内(は種時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

配合剤8：1.87%シアントラニリプロール
配合剤9：1.0%フィプロニル
配合剤10：1.5%チアクロプリド

－：規定されていない項目

配合剤11：2.0%イミダクロプリド
配合剤12：8.0%ベンフラカルブ
配合剤13：0.75%クロラントラニリプロール・3.0%ピメトロジン
配合剤14：0.75%スピネトラム・0.75%トリフルメゾピリム
配合剤15：1.0%フィプロニル・4.0%フラメトピル

SC：フロアブル
GR：粒剤
配合剤1：0.75%クロラントラニリプロール
配合剤2：0.75%シアントラニリプロール
配合剤3：0.75%スピネトラム
配合剤4：1.0%チアクロプリド
配合剤5：1.0%チアクロプリド・2.0%ペンフルフェン
配合剤6：0.75%クロラントラニリプロール・0.75%トリフルメゾピリム
配合剤7：0.75%クロラントラニリプロール・0.75%トリフルメゾピリム・3.0%チフルザミド

3回以内(移植時
までの処理は1
回以内、本田で
の散布は2回以

内)

6.0% GR
配合剤14

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

移植当日
－ 1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

6.0% GR
配合剤15

本剤の所定量を育
苗箱中の苗の上か
ら均一に散布す

る。

高密度には種する
場合は1 kg/10

a(育苗箱(30×60
×3 cm、使用土壌
約5 L)1箱当たり

50～100 g)

稲(箱育苗)

6.0% GR
配合剤13

本剤の所定量を育
苗箱の上から均一
に散布する。

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g

－ 1回

－ 1回

育苗箱(30×60×3
cm、使用土壌約5
L)1箱当たり50 g



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

28,42 ,56 圃場A:0.165（3回,56日） 圃場A:*<0.01/*0.13/*0.025 (*3回,56日)

27,41, 55 圃場B:0.15 （3回,55日） 圃場B:*<0.01/*0.11/*0.03 (*3回,55日)

28,42 ,56 圃場A:0.315（3回,56日） 圃場A:*<0.01/*0.21/*0.095 (*3回,56日)

圃場B:0.19（3回,60日） 圃場B:<0.01/0.07/*0.125 (*3回,60日)

圃場C:0.345（3回,60日） 圃場C:<0.01/0.195/*0.225 (*3回,60日)

42 圃場A:0.11 圃場A:<0.002/0.088/0.020（#）

45 圃場B:0.20 圃場B:<0.002/0.147/0.053

44 圃場C:0.13 圃場C:<0.002/0.107/0.018（#）

　SC：フロアブル

　GR：粒剤

（別紙2）

50 g/箱 箱処理
+3 kg/10 a 湛水散布

30,45,60

3 6.0% GR 3 kg/10 a 湛水散布

チアジニル作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度の合

計（mg/kg）注1）

2

注2）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複
数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得
られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　代謝物D及び代謝物Eの残留濃度は、チアジニル濃度に換算した値で示した。

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。
注1）チアジニル、代謝物D及び代謝物Eの合計濃度（チアジニル濃度に換算した値）を示した。

12.0% GR
+6.0% GR

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

◎

設定
の根
拠等

1+2

稲
（玄米）

各化合物の残留濃度（mg/kg）注2）

【チアジニル/代謝物D/代謝物E】

2

3
30.0% SC
+6.0% GR

500 mL/10 a 側条施用
+3 kg/10 a 湛水散布

1+2



農薬名 チアジニル
（別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.9 0.9 ○ 0.19,0.315,0.345
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.02 0.01 推：<0.0190

豚の筋肉 0.01 0.01 推：<0.00002

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.02 0.01 （牛の筋肉参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.04 0.01 推：0.0367

豚の脂肪 0.01 0.01 推：<0.00003

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.04 0.01 （牛の脂肪参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.04 0.01 推：0.0369

豚の肝臓 0.01 0.01 推：<0.00002

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.04 0.01 （牛の肝臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.08 0.02 推：0.0722

豚の腎臓 0.01 0.01 推：<0.00004

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.08 0.02 （牛の腎臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.08 0.02 （牛の腎臓参照）

豚の食用部分 0.01 0.01 （豚の腎臓参照）

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.08 0.02 （牛の腎臓参照）

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.03 0.01 推：0.0288

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.01 0.01 推：<0.0005
その他の家きんの筋肉 0.01 0.01 （鶏の筋肉参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.01 0.01 推：<0.0005
その他の家きんの脂肪 0.01 0.01 （鶏の脂肪参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.01 0.01 推：<0.0005
その他の家きんの肝臓 0.01 0.01 （鶏の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.01 0.01 （鶏の肝臓参照）
その他の家きんの腎臓 0.01 0.01 （鶏の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.01 0.01 （鶏の肝臓参照）
その他の家きんの食用部分 0.01 0.01 （鶏の肝臓参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の卵 0.01 0.01 推：<0.0005
その他の家きんの卵 0.01 0.01 （鶏の卵参照）
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.03 0.03 推：0.028
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

参考基準値

○：既に、国内において登録等がされているもの

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

推：推定される残留濃度

国/地域
基準値
ppm



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.9 0.315 51.7 27.0 33.2 56.8zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.04 0.2 0.1 0.2 0.1

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.08 0.0071 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.03 0.0020 0.5 0.7 0.7 0.4zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.01 0.0005 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.01 0.0005 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### 0.00868 #N/A #N/A #N/A #N/A

魚介類 0.03 0.00868 0.8 0.3 0.5 1.0
計 53.3 28.2 34.6 58.4

ADI比（％） 2.4 4.3 1.5 2.6

筋肉0.0032
脂肪0.0042

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海産
魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定残留
濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比率
をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量

チアジニルの推定摂取量 （単位：µg／人／日）

暴露評価に
用いた数値

（ppm)

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 0.9 ○ 0.315 2.0 0

（別紙5-1）

チアジニルの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用い
た数値
(ppm)

○：作物残留試験における中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 0.9 ○ 0.315 3.4 0

チアジニルの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。
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令和 ７年 ９月１１日 

 

令和 ８年 ７月 １日 

令和 ８年  ７月１４日 

 

初回農薬登録 

残留基準告示 

 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準（暫定

基準）設定に係る食品健康影響評価について要請 

農林水産省から厚生労働省へ魚介類への基準値設定依頼 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について追加要請 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ畜産物への基準値設定依頼 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

農林水産省から消費者庁へ農薬の再評価に係る連絡 

内閣総理大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣及び農林水産大臣あ

てに食品健康影響評価について通知 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 

 



 

● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  国立医薬品食品衛生研究所薬品部長 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



答申（案） 

チアジニル

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.9

#N/A#N/A牛の筋肉 0.02

豚の筋肉 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物注1）の筋肉 0.02
#N/A#N/A牛の脂肪 0.04

豚の脂肪 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.04
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.04

豚の肝臓 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.04

#N/A#N/A牛の腎臓 0.08

豚の腎臓 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.08

#N/A#N/A牛の食用部分注2） 0.08

豚の食用部分 0.01

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.08
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.03
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.01

その他の家きん注3）の筋肉 0.01

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.01

その他の家きんの脂肪 0.01

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.01

その他の家きんの肝臓 0.01

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.01

チアジニルについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当であ
る。

今回残留基準を設定する「チアジニル」の規制対象は、農産物にあっては、チアジニル、代
謝物D【4-メチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボン酸】及び代謝物E【4-ヒドロキシメチル-
1,2,3-チアジアゾール-5-カルボン酸】とし、畜産物にあっては、チアジニル及び代謝物C
【2-クロロ-4-(4-メチル-1,2,3-チアジアゾール-5-カルボキシアミド)安息香酸】とし、魚介
類にあっては、チアジニルとする。ただし、代謝物C、代謝物D及び代謝物Eはチアジニルの濃
度に換算するものとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aその他の家きんの腎臓 0.01

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.01

その他の家きんの食用部分 0.01
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.01

その他の家きんの卵 0.01
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.03
zzz #N/A #N/A

注2）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部分
をいう。

注3）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。

注1）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚
以外のものをいう。



再評価 令和８年７月 14 日開催部会

チオベンカルブ

 今般の残留基準の検討については、農林水産大臣から食品安全委員会に対し、農薬取締法

（昭和23年法律第82号）に基づく農薬の再評価に係る食品健康影響評価の要請がなされたこ

とに伴い、食品安全委員会から農林水産大臣及び厚生労働大臣に食品健康影響評価の結果の

通知がなされたこと、農林水産省から消費者庁に農薬の再評価に係る連絡がなされたこと、

及び食品安全委員会において内閣総理大臣からの依頼に伴う食品健康影響評価がなされた

ことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りまとめるも

のである。 

１．概要

（１）品目名：チオベンカルブ[ Thiobencarb (ISO) ]

（２）分 類：農薬

（３）用 途：除草剤

チオカルバメート系の除草剤である。作用機構として、超長鎖脂肪酸(VLCFA)を合成

する酵素(VLCFAE)の阻害による雑草の生長阻害が考えられている。 

（４）化学名及びCAS番号

S-[(4-Chlorophenyl)methyl]diethylcarbamothioate  (IUPAC)

Carbamothioic acid, N, N-diethyl-, S-[(4-chlorophenyl)methyl] ester 

 (CAS：No. 28249-77-6) 

（５）構造式及び物性

分 子 式 C12H16ClNOS
分 子 量 257.78 
水溶解度 1.67 × 10-2 g/L (20℃) 
分配係数 log10Pow ＝ 4.23 (20℃) 



 

２．適用の範囲及び使用方法 
本剤の国内及び海外における適用の範囲及び使用方法は、別紙1-1及び1-2のとおり。 
 

３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

植物代謝試験が、水稲、だいず及びにんじんで実施されており、可食部で親化合物の

残留が認められ（だいず及びにんじん（根及び茎葉））、10%TRR注）以上認められた代謝物

は、代謝物M-15（だいず及びにんじん（茎葉））及び代謝物M-16（にんじん（根及び茎

葉））であった。 

 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊及び産卵鶏で実施されており、肝臓（泌乳山羊）及び脂肪

（産卵鶏）では、親化合物の残留が認められている。可食部で10%TRR以上認められた代

謝物は、代謝物M-2（泌乳山羊の腎臓）、代謝物M-8（泌乳山羊の腎臓及び乳）、代謝物

M-14（泌乳山羊の肝臓）及び代謝物M-15（泌乳山羊の乳及び産卵鶏の筋肉、脂肪、肝臓

及び卵）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 
JMPR評価書の

略称 
化学名 

M-2 － S-[(4-クロロフェニル)メチル] エチルカルバモチオアート 

M-7 － 4-クロロ安息香酸 

M-8 － 2-(4-クロロベンズアミド)酢酸 

M-14 － 1-クロロ-4-[(メタンスルフィニル)メチル]ベンゼン 

M-15 － 1-クロロ-4-[(メタンスルホニル)メチル]ベンゼン 

M-16 － (4-クロロフェニル)メタンスルホン酸 

－：JMPRで評価されていない。 

        

 

 

 

代謝物M-7                                   代謝物M-14   

 

  

 

 

 

代謝物M-15                               代謝物M-16 



 

注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記

した。 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

 【国内】 
  ① 分析対象物質 

・チオベンカルブ 

・代謝物M-7 

・代謝物M-15 

・代謝物M-16 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）チオベンカルブ 

試料からアセトン又はアセトニトリル・水（9：1）混液で抽出し、必要に応じて

n-ヘキサン又は酢酸エチルに転溶した後、オクタデシルシリル化シリカゲル（C18）

カラム、グラファイトカーボンカラム、グラファイトカーボン/アミノプロピルシ

リル化シリカゲル（NH2）積層カラム、フロリジルカラム、シリカゲルカラム等を用

いて精製し、高感度窒素・リン検出器付きガスクロマトグラフ（GC-NPD）、ガスク

ロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）又は液体クロマトグラフ・タンデム型質量分

析計（LC-MS/MS）で定量する。 

 

定量限界：0.004～0.02 mg/kg 

 

ⅱ）代謝物M-7 

試料から酸性条件下でアセトン抽出し、酢酸エチル・n-ヘキサン混液へ転溶する。

炭酸ナトリウム水溶液で抽出し、ジクロロメタンに転溶後、シリカゲルカラムを用

いて精製し、ニトロベンジル化し、電子捕獲型検出器付きガスクロマトグラフ（GC-

ECD）又はGC-MSで定量する。 

または、試料からアセトン又はアセトニトリル・水（9：1）混液で抽出し、C18カ

ラムを用いて精製し、LC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界：0.005～0.02 mg/kg 

 

ⅲ）代謝物M-15 

 試料からアセトン又はアセトニトリル・水（9：1）混液で抽出し、必要に応じて

n-ヘキサン又は酢酸エチルに転溶した後、C18カラム、グラファイトカーボンカラム、

グラファイトカーボン/NH2積層カラム、フロリジルカラム及びシリカゲルカラムを



 

用いて精製し、GC-MS、GC-NPD又はLC-MS/MSで定量する。 

 

定量限界：0.005～0.02 mg/kg 

 

ⅳ）代謝物M-16 

試料からアセトン又はアセトニトリル・水（9：1）混液で抽出し、必要に応じて

n-ヘキサンに転溶した後、C18カラムを用いて精製又はクロロホルムに転溶し、LC-

MS/MS又は液体クロマトグラフ・質量分析計（LC-MS）で定量する。 

 

定量限界：0.005～0.05 mg/kg 

 

 【海外】 

① 分析対象物質 

・チオベンカルブ 

・代謝物M-15 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）チオベンカルブ及び代謝物M-15 

試料から酢酸エチルで抽出し、アセトニトリル/ヘキサン分配した後、アセトニ

トリル層を採りアルミナカラムを用いて精製し、炎光光度型検出器付きガスクロマ

トグラフ（GC-FPD）で定量する。 

 

定量限界：チオベンカルブ 0.03 mg/kg 

          代謝物M-15      0.03 mg/kg 

 

（２）作物残留試験結果  

国内作物残留試験成績については稲、小麦等の試験成績を追加した。試験成績の概要

を別紙2-1に示す。海外作物残留試験については、稲（玄米）の試験成績を追加した。

試験成績の概要を別紙2-2に示す。 

 
５．魚介類における推定残留濃度 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水域環境中

予測濃度注1)及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のとおり魚介

類中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）水域環境中予測濃度 

本剤は水田及び水田以外のいずれの場合においても使用される。水田PECtier3注2) 、

水田PECtier2注3）及び非水田PECtier1注4）は、それぞれ0.58 µg/L、0.68 µg/L及び0.03 



 

µg/Lと示されていることから、水田ほ場を用いた試験による水田PECtier3の0.58 µg/L

を採用した。 

 

（２）生物濃縮係数 

  ① 魚類（ブルーギル） 
14C標識チオベンカルブ（0.05 mg/L）を用いた28日間の取込期間及び14日間の排泄

期間を設定したブルーギルの魚類濃縮性試験が実施された。14C-放射能濃度分析及び

代謝物の定性定量を実施した結果、魚体全身中の総残留放射能（TRR）が 90%平衡に

達する推定時間は1.0日と算出された。また、14～28日目における魚肉及び内臓のTRR

に占めるチオベンカルブの割合はそれぞれ29.9～46.3%（平均：38.1%）及び18.2～

23.7%（平均：21.1%）であった。本試験から求められるTRRとしてのBCFは、BCFss注5）

＝302 L/kgと算出されたが、このBCFssの値は全ての代謝物を含んでいる。チオベン

カルブとしてのBCFを算出するためには、試験水中及び魚体全身のTRRに占めるチオベ

ンカルブの割合を考慮する必要があるが、魚体全身に占めるチオベンカルブの割合に

関するデータはない。このため、平衡状態に達しておりかつ各成分の存在比率が測定

されている14及び28日の分析結果から、BCFssを次のとおり試算した。 

 

（チオベンカルブの BCFss） 

＝（当該部位中TRR濃度／水中濃度）×（各部位中親化合物存在比） 

魚肉：108 × 0.381 ＝ 41 L/kg 

内臓：439 × 0.211 ＝ 93 L/kg 

以上より、魚類におけるBCFssとして93 L/kgを採用することとした。 

 

② 貝類（しじみ） 

チオベンカルブ（第一濃度区：10 µg/L 、第二濃度区：1 µg/L ）を用いた28日間

の取込期間及び28日間の排泄期間を設定したしじみの濃縮性試験が実施された。チオ

ベンカルブの定量を実施した結果、チオベンカルブは第一濃度区で1週目、第二濃度

区では2週目に平衡状態に達すると考えられた。本試験から求められるBCFは、600 

L/kg（第一濃度区：7～28日）、2908 L/kg（第二濃度区：14～28日）と示されている。 

 

（３）推定残留濃度  

（１）及び（２）の結果から、①魚類（貝類を除く。）については、水域環境中予測

濃度：0.58 µg/L 、BCF：93 L/kg、②貝類については、水域環境中予測濃度：0.58 µg/L 、

BCF：2908 L/kgとし、下記のとおり推定残留濃度が算出された。 

 

魚類（貝類を除く。）の推定残留濃度 ＝ 0.58 µg/L ×(93 L/kg×5) ＝ 269.7 µg/kg 

＝ 0.27 mg/kg   

貝類の推定残留濃度 ＝ 0.58 µg/L ×(2908 L/kg×5) ＝ 8433.2 µg/kg ＝ 8.4 



 

mg/kg 

 

注1) 農薬取締法第4条第1項第8号に基づく水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準 

設定における規定に準拠 

注2) 水田ほ場を用いた試験を行い、第2段階の手法に準じて算定 

注3）水田中や河川中での農薬の分解や土壌・底質への吸着、止水期間等を考慮して算出 

注4）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出 

注5）定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF 

（参考）平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留

する農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設

定法」報告書 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料中の残留濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定

残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・チオベンカルブ 

・代謝物M-7（グリシン抱合体（代謝物M-8）を含む。） 

・代謝物M-14 

・代謝物M-15 

 
② 分析法の概要 

ⅰ）チオベンカルブ、代謝物M-14及び代謝物M-15 

乳汁試料又はリン酸水溶液を添加した組織試料からアセトニトリルで抽出し、ア

セトニトリル/ヘキサン分配により精製する。アセトニトリル層を濃縮後の水溶液

を塩基性（pH 8）とし、ジエチルエーテルを用いて乳汁試料はチオベンカルブ及び

代謝物M-15を抽出し、組織試料はチオベンカルブ、代謝物M-14及び代謝物M-15を抽

出する。ジエチルエーテル抽出液をアルミナカラムで精製した後、チオベンカルブ

はGC-NPD又はGC-FPDで、代謝物M-15はGC-ECD又はGC-FPDで定量する。組織中の代謝

物M-14については、ジエチルエーテル抽出液の一部を採り、水/ジクロロメタン分

配により精製し、ジクロロメタン層をシリカゲルカラムでさらに精製した後、GC-

FPDで定量する。 

 

定量限界：チオベンカルブ   0.01～0.03 mg/kg 

          代謝物M-14         0.02 mg/kg 

     代謝物M-15         0.01～0.03 mg/kg 

 

 



 

ⅱ）代謝物M-7（グリシン抱合体（代謝物M-8）を含む。） 

ジエチルエーテル抽出後の水層を酸性とし（pH 2）、ジエチルエーテルを用いて

代謝物M-7とそのグリシン抱合体（代謝物M-8）を抽出した後、水酸化ナトリウム水

溶液を用いて代謝物M-8を代謝物M-7に変換する。代謝物M-7（遊離体 + 代謝物M-8の

加水分解生成物）を紫外分光光度型検出器付き高速液体クロマトグラフ（HPLC-UV）

で定量する。 

または、代謝物M-7残留物に三フッ化ホウ素エステル化合物を加えエステル化し、

シリカゲルカラムを用いて精製し、GC-ECDで定量する。 

 

定量限界：代謝物M-7   0.01～0.05 mg/kg      

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、体重465～686 kg、3頭/群）に対して、飼料中濃度として

0.94、2.4及び9.9 ppm に相当する量のチオベンカルブを含むカプセルを28日間にわ

たり強制経口投与し、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳に含まれるチオベンカルブ、代

謝物M-7（代謝物M-8を含む。）、代謝物M-14及び代謝物M-15の濃度をGC-NPD、HPLC-UV、

GC-FPD又はGC-ECDで測定した。乳については、投与開始日から1、2、4、7、10、14、

17、21、24、28及び29日に採取した乳に含まれるチオベンカルブ、代謝物M-7（代謝物

M-8を含む。）及び代謝物M-15の濃度をGC-NPD、HPLC-UV又はGC-ECDで測定した。結果は

表1を参照。 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 0.94 ppm投与群 2.4 ppm投与群 9.9 ppm投与群 

筋肉 

チオベンカルブ 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

   -   （最大） 

   -   （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物M-7* 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

   -   （最大） 

   -   （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物M-14 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

   -   （最大） 

   -   （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

代謝物M-15 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

   -   （最大） 

   -   （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

   -  （最大） 

 -  （平均） 

   -   （最大） 

   -   （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

  



 

表1. 乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg）（つづき） 
 0.94 ppm投与群 2.4 ppm投与群 9.9 ppm投与群 

脂肪 

チオベンカルブ 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物M-7* 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

0.012（最大） 

0.011（平均） 

代謝物M-14 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

代謝物M-15 
   -  （最大） 

   -  （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

   -  （最大） 

   -  （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

肝臓 

チオベンカルブ 
<0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物M-7* 
 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

  <0.01 （最大）

<0.01 （平均） 

代謝物M-14 
 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

代謝物M-15 
 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 0.01 （最大） 

 0.01 （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 0.02 （最大） 

 0.02 （平均） 

腎臓 

チオベンカルブ 
<0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

<0.01 （最大） 

<0.01 （平均） 

代謝物M-7* 
 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

  0.015（最大） 

  0.012（平均） 

   0.076（最大）

0.050（平均） 

代謝物M-14 
 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

<0.02 （最大） 

<0.02 （平均） 

代謝物M-15 
 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 <0.01 （最大） 

 <0.01 （平均） 

 0.01 （最大） 

 0.01 （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 <0.02 （最大） 

 <0.02 （平均） 

 0.02 （最大） 

 0.02 （平均） 

乳注1） 

チオベンカルブ  <0.01 （平均） <0.01 （平均） <0.01 （平均） 

代謝物M-7*  <0.01 （平均） <0.01 （平均）   <0.01 （平均） 

代謝物M-15  <0.01 （平均） <0.01 （平均） 0.01 （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 
 <0.02 （平均）  <0.02 （平均）    <0.02 （平均） 

-：分析せず。 
定量限界：チオベンカルブ、代謝物M-7、代謝物M-15:筋肉、脂肪、肝臓、腎臓及び乳 0.01 mg/kg 
     代謝物M-14:筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓 0.02 mg/kg 
定量限界未満の値は、定量限界値を検出したものとして計算した。 

*：代謝物M-7には代謝物M-8を含む。 

代謝物M-15の濃度は、換算係数1.26を用いて、チオベンカルブ濃度に換算した値として示した。 

注1）投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均値を求めた。 
 
上記の結果に関連して、米国は、乳牛の最大理論的飼料由来負荷注2）を0.58 ppmと

評価している。 



 

 
注2）最大理論的飼料由来負荷(Maximum theoretical dietary burden):飼料として用いられる

全ての飼料品目に農薬が残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によっ

て畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として表示される。 

 

② 産卵鶏を用いた残留試験 

産卵鶏（白色レグホーン種、平均体重1323.6～1425.3 g、雌40羽/群）に対して、

飼料中濃度として0.2、1.0及び5.0 ppmのチオベンカルブを含む飼料を28日間にわた

り摂取させ、投与開始後7、28及び35日における筋肉、脂肪及び肝臓に含まれるチオ

ベンカルブ、代謝物M-7（代謝物M-8を含む。）並びに代謝物M-15の濃度を測定した。

その結果、チオベンカルブ及び代謝物M-7（代謝物M-8を含む。）についてすべて定量

限界未満であったが、代謝物M-15については35日1.0 ppm投与群及び5.0 ppm投与群

のみで検出された。また、鶏卵についても投与開始後1、3、7、14、28、29、31及び

35日に採卵しチオベンカルブ、代謝物M-7（代謝物M-8を含む。）並びに代謝物M-15の

濃度を測定した。チオベンカルブ及び代謝物M-15はGC-FPDで、代謝物M-7はGC-ECDで

定量した。その結果、チオベンカルブ及び代謝物M-7（代謝物M-8を含む。）について

定量限界未満であったが、代謝物M-15については1.0 ppm投与群及び5.0 ppm投与群

で検出された。結果は表2を参照。 

 

表2. 産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 0.2 ppm投与群 1.0 ppm投与群 5.0 ppm投与群 

筋肉 

チオベンカルブ 
 <0.03  （最大） 

 <0.03  （平均） 

 <0.03  （最大） 

 <0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

代謝物M-7* 
 <0.05  （最大） 

 <0.05  （平均） 

 <0.05  （最大） 

 <0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

代謝物M-15 
 <0.04  （最大） 

 <0.04  （平均） 

 <0.04  （最大） 

 <0.04  （平均） 

0.09 （最大） 

0.08  （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

 <0.07  （最大） 

 <0.07  （平均） 

 <0.07  （最大） 

 <0.07  （平均） 

0.12 （最大） 

0.11  （平均） 

脂肪 

チオベンカルブ 
  <0.03  （最大） 

  <0.03  （平均） 

 <0.03  （最大） 

 <0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

代謝物M-7* 
<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

代謝物M-15 
 <0.04  （最大） 

 <0.04  （平均） 

 <0.04  （最大） 

 <0.04  （平均） 

 0.22  （最大） 

0.18  （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

 <0.07  （最大） 

 <0.07  （平均） 

 <0.07  （最大） 

 <0.07  （平均） 

 0.25  （最大） 

0.21  （平均）   



 

表2. 産卵鶏の試料中の残留濃度（mg/kg）（つづき） 
 0.2 ppm投与群 1.0 ppm投与群 5.0 ppm投与群 

肝臓 

チオベンカルブ 
<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

代謝物M-7* 
<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

代謝物M-15 
<0.04  （最大） 

<0.04  （平均） 

0.12  （最大） 

 0.10  （平均） 

0.39  （最大） 

0.28  （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

<0.07  （最大） 

<0.07  （平均） 

0.15  （最大） 

  0.13  （平均） 

0.42  （最大） 

0.31  （平均） 

卵 

チオベンカルブ 
<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

<0.03  （最大） 

<0.03  （平均） 

代謝物M-7* 
<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05  （最大） 

<0.05  （平均） 

<0.05   (最大） 

 <0.05   (平均） 

代謝物M-15 
<0.04  （最大） 

<0.04  （平均） 

 0.06  （最大） 

 0.05  （平均） 

0.18  （最大） 

0.15  （平均） 

チオベンカルブ＋ 

代謝物M-15 

<0.07  （最大） 

<0.07  （平均） 

 0.09  （最大） 

 0.08  （平均） 

0.21  （最大） 

0.18  （平均） 

定量限界：チオベンカルブ：0.03 mg/kg、代謝物M-7：0.05 mg/kg、代謝物M-15：0.04 mg/kg 

定量限界未満の値は、定量限界値を検出したものとして計算した。 

*:代謝物M-7には代謝物M-8を含む。 

代謝物M-15の濃度は、換算係数1.26を用いて、チオベンカルブ濃度に換算した値として示した。 

 

上記の結果に関連して、米国は、産卵鶏の最大理論的飼料由来負荷を0.58 ppmと評

価している。 

 

（３）推定残留濃度 

牛について、最大理論的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産物中の推定残留

濃度を算出した。推定残留濃度はチオベンカルブ及び代謝物M-15をチオベンカルブに換

算した濃度の合計濃度で示した。結果は表3-1を参照。 

 

表3-1．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
0.012 

(0.012) 

0.012 

(0.012) 

0.012 

(0.012) 

0.012 

(0.012) 

0.012 

(0.012) 

上段：最大残留濃度*   下段括弧内：平均的な残留濃度*  

*：最大及び平均的な残留濃度は、チオベンカルブ及び代謝物M-15を含む。 
 

鶏について、最大理論的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産物中の推定残

留濃度を算出した。推定残留濃度はチオベンカルブ及び代謝物M-15をチオベンカルブ

に換算した濃度の合計濃度で示した。結果は表3-2を参照。 

 

 



 

 

表3-2．畜産物中の推定残留濃度：鶏（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 卵 

鶏 
0.07 

(0.07) 

0.07 

(0.07) 

0.11 

(0.10) 

0.08 

(0.08) 

上段：最大残留濃度*   下段括弧内：平均的な残留濃度* 

*：最大及び平均的な残留濃度は、チオベンカルブ及び代謝物M-15を含む。 
 
７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第3項の規定に基づき、農林水産大臣か

ら食品安全委員会あて意見を求めたチオベンカルブに係る食品健康影響評価において、以

下のとおり評価されている。 

 

（１）ADI 

ADI：0.009 mg/kg体重/日 

（ADI 設定根拠資料） 慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種）   ラット 

（期間）     2年間 

（投与方法） 混餌 

（無毒性量） 0.9 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100  

 

なお、食品安全委員会は、発がん性は認められなかったと評価している。 

 

（２）ARfD 

ARfD：1 mg/kg体重 

（ARfD 設定根拠資料） 急性神経毒性試験 

（動物種）   ラット 

（期間）     単回 

（投与方法） 強制経口 

（無毒性量） 100 mg/kg体重 

（安全係数） 100 

 
８．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において米、

セロリ等に、豪州において米に基準値が設定されている。 

 



 

９．残留規制 

（１）残留の規制対象 

農産物、はちみつ及び魚介類にあっては、チオベンカルブとし、畜産物にあっては、

チオベンカルブ及び代謝物M-15とする。 

 

植物代謝試験において、可食部である玄米で親化合物の残留はみられないが、残留が

認められた代謝物M-15は、作物残留試験において定量限界未満であり、測定した他の代

謝物もすべて定量限界未満であった。また、だいず及びにんじんの植物代謝試験では可

食部で親化合物の残留が見られ、10%TRR以上認められた代謝物M-15（だいず及びにんじ

ん（茎葉））及び代謝物M-16（にんじん（根及び茎葉））については、作物残留試験では

定量限界未満であったことから、農産物の規制対象としては代謝物を含めず、親化合物

であるチオベンカルブとした。 

また、家畜代謝試験において、一部の臓器（肝臓（泌乳山羊）及び脂肪（産卵鶏））

以外では、親化合物が認められず、代謝物M-15が可食部で10%TRR以上認められている。

家畜残留試験においても親化合物は残留が認められなかったが、代謝物M-15が牛の肝臓

及び鶏のすべての組織及び卵で検出されていることから、代謝物M-15を規制対象に含め

ることとする。なお、家畜残留試験において牛の脂肪及び腎臓で検出が認められた代謝

物M-7については、最大理論的飼料由来負荷では0.01 mg/kg未満となると想定されるこ

とから規制対象には含めないこととする。以上のことから、畜産物の規制対象は、チオ

ベンカルブ及び代謝物M-15とすることとした。 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物及び魚介類にあっては、チオベンカルブとし、畜産物にあっては、チオベンカ

ルブ及び代謝物M-15とする。 

 

植物代謝試験で代謝物M-15及び代謝物M-16が10%TRR以上認められているが、作物残留

試験において分析が行われた代謝物M-7、代謝物M-15及び代謝物M-16は、いずれについ

ても、定量限界未満であることから農産物の暴露評価対象として代謝物を含めないこと

とした。  

家畜代謝試験で代謝物M-15が10%TRR以上認められており、家畜残留試験でも残留が見

られるため、暴露評価対象に代謝物M-15を含めることとする。それ以外の代謝物として、

代謝物M-2（泌乳山羊の腎臓）、代謝物M-8（泌乳山羊の腎臓及び乳）及び代謝物M-14（泌

乳山羊の肝臓）が10%TRR以上認められている。家畜残留試験において、牛では代謝物M-

7及び代謝物M-14が、鶏では代謝物M-7の分析がなされているが、代謝物M-14はすべての



 

組織で定量限界未満であった。また、牛の脂肪及び腎臓で検出が認められた代謝物M-7

については、最大理論的飼料由来負荷では0.01 mg/kg未満となると想定されること、鶏

ではすべての組織で定量限界未満であったことから、これらの代謝物は暴露評価対象に

は含めないこととする。代謝物M-2は、家畜代謝試験で10%TRR以上認められたのは泌乳

山羊の腎臓のみであり、最大理論的飼料由来負荷相当では、残留濃度は0.01 mg/kg未満

となると推定されたことから、暴露評価対象には代謝物M-2は含めないこととする。以

上のことから、畜産物の暴露評価対象に代謝物M-15を含めることとした。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、食品中の暴露評価対象物質を

チオベンカルブ（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 11.8 

幼小児（1～6歳） 20.7 

妊婦 7.8 

高齢者（65歳以上）   13.3 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集

計業務報告書による。 

   EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 
 

② 短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼

小児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価

は別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成17

～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき 

ESTIを算出した。 



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
チオベンカルブ
を含む農薬の
総使用回数

湛水散布

移植直後～ノビ
エ2葉期 ただ

し、移植後30日
まで

田植同時散布機
で施用

移植時

稲(箱育苗) 50.0% EC
育苗箱の土壌に
均一に散布す

る。

育苗箱(30×60
cm)1箱当たり0.13

mL

は種後出芽前(雑
草発生前)

育苗箱(30×60
cm)1箱当たり13

mL
1回 1回

1000～1500 mL/10
a

稲出芽揃期～ノ
ビエ1.5葉期、
ただし、収穫90
日前まで(入水15

日前まで)

600～1200 mL/10 a
は種直後～稲出
芽前(入水15日前

まで)

50.0% EC
配合剤2

乾田・落水状態
で全面土壌散布

600～800 mL/10 a

は種直後～稲出
芽前(ノビエ1葉
期まで)(入水15

日前まで)

70～100 L/10 a 1回

8.0% GR
配合剤3

乾田・落水状態
で全面土壌散布

4～6 kg/10 a

は種直後～稲出
芽前(ノビエ発生
始期まで)(入水
15日前まで)

－ 1回

500～700 mL/10 a

400～600 mL/10 a

3～5 kg/10 a

生育初期(小麦の
4葉期まで、スズ
メノテッポウ1.5

葉期まで)

3～6 kg/10 a
は種後～出芽前
(雑草発生前)

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 500～700 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a 1回

は種後～出芽前
(雑草発生前)

生育初期(大麦の
4葉期まで、スズ
メノテッポウ1.5

葉期まで)

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

－ 1回大麦 1回
8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 3～5 kg/10 a

1回8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 － 1回

1回

小麦

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a

2回以内(入水前
は1回以内、入水
後は1回以内)

チオベンカルブの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

移植水稲
21.0% GR
配合剤1

1 kg/10 a － 1回 1回

直播水稲

50.0% EC
乾田・落水状態
で全面土壌散布

50～100 L/10 a 1回



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
チオベンカルブ
を含む農薬の
総使用回数

チオベンカルブの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 800～1000 mL/10 a は種後出芽前 70～100 L/10 a 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 500～800 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a 1回

8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～6 kg/10 a は種直後 － 1回

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

はとむぎ
50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 500 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a 1回 1回

麦類
50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 500～750 mL/10 a
は種直後～麦出

芽前
70～100 L/10 a 1回 1回

50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 600～1000 mL/10 a は種後出芽前 70～100 L/10 a 1回

500～700 mL/10 a
定植3日前まで
(雑草発生前)

500～800 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)

8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～6 kg/10 a
は種後～出芽前
(雑草発生前)

－ 1回

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

いんげんまめ
50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 600～1000 mL/10 a は種後出芽前 70～100 L/10 a 1回 1回

50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 600～800 mL/10 a は種後出芽前 70～100 L/10 a 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 500～700 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
100 L/10 a 1回

8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～6 kg/10 a
は種後～出芽前
(雑草発生前)

－ 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 600～800 mL/10 a
植付後～萌芽前
(雑草発生前)

70～100 L/10 a 1回

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
植付後～萌芽前
(雑草発生前)

－ 1回

さといも
8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
植付後～萌芽前
(雑草発生前)

－ 1回 1回

レタス(トンネ
ル・マルチ栽培)

50.0% EC 土壌全面処理 800～1000 mL/10 a
定植前、マルチ
前(雑草発生前)

60～100 L/10 a 1回 1回

レタス(春播移植
栽培)

50.0% EC 土壌全面処理 800～1000 mL/10 a
定植前、マルチ
前(雑草発生前)

60～100 L/10 a 1回 1回

非結球レタス(ト
ンネル・マルチ

栽培)
50.0% EC 土壌全面処理 800～1000 mL/10 a

定植前、マルチ
前(雑草発生前)

60～100 L/10 a 1回 1回

非結球レタス(春
播移植栽培)

50.0% EC 土壌全面処理 800～1000 mL/10 a
定植前、マルチ
前(雑草発生前)

60～100 L/10 a 1回 1回

たまねぎ
8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～6 kg/10 a
定植直後(雑草発

生始期まで)
－ 1回 1回

らっかせい 1回

ばれいしょ 1回

とうもろこし 1回

だいず 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 70～100 L/10 a 1回
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作物名 剤型 使用方法
希釈倍数

又は
使用量

使用時期 散布液量 使用回数
チオベンカルブ
を含む農薬の
総使用回数

チオベンカルブの適用の範囲及び使用方法（国内）

2026年5月20日時点版

ねぎ
8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
定植直後(雑草発

生始期まで)
－ 1回 1回

50.0% EC
配合剤2

全面土壌散布 600～1000 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a 1回

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 500～700 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)
70～100 L/10 a 1回

8.0% GR
配合剤3

全面土壌散布 4～6 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

500～700 mL/10 a
定植3日前まで
(雑草発生前)

500～800 mL/10 a
は種直後(雑草発

生前)

8.0% GR
配合剤5

全面土壌散布 4～5 kg/10 a
は種直後(雑草発

生前)
－ 1回

配合剤5：0.80%ペンディメタリン・1.2%リニュロン
－：規定されていない項目

GR：粒剤
EC：乳剤
配合剤1：0.30%ピラゾスルフロンエチル・4.0%ペントキサゾン

配合剤2：5.0%プロメトリン

配合剤3：0.80%プロメトリン

配合剤4：5.0%ペンディメタリン・7.5%リニュロン

1回

にんじん 1回

えだまめ

50.0% EC
配合剤4

全面土壌散布 70～100 L/10 a 1回



（別紙1-2）

作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たり使用量 回数 チオベンカルブの総使用量

散布 発芽前又は発芽後 2.5～4.0 lb ai/acre － 4.0 lb ai/acre

空中散布 発芽前又は発芽後 2.5～4.0 lb ai/acre － 4.0 lb ai/acre

acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m
2
）

チオベンカルブの適用の範囲及び使用方法（米国）

EC：乳剤

84.5% EC稲

－：規定されていない項目

ai：active ingredient（有効成分）

lb：ポンド（1 lb = 0.45359237 kg）



各化合物の残留濃度注)  (mg/kg)
【チオべンカルブ/代謝物M-7/代謝物M-15/代謝物M-16】

剤型 使用量・使用方法 回数 使用時期 経過日数

入水20日前+移
植後32日後

90 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

入水23日前+移
植後10日後

90 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

入水20日前+移
植後26日後

90 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

入水20日前+移
植後41日後

90 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

入水18日前+移
植後23日後

90 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

入水16日前+移
植後31日後

90 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,90日)(#)

4.5葉期 147 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,147日)(#)

4葉期 133 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,133日)

4.2葉期 132 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,132日)(#)

5葉期 87 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,87日)(#)

は種4日後 86 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,86日)

は種2日後 85 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,85日)

は種4日後 122 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,122日)

は種直後 125 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,125日)

定植2日前 169 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,169日)

定植2日前 153 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,153日)

は種1日後 130 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,130日)

は種3日後 133 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,133日)

は種2日後 96 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,96日)

は種3日後 98 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,98日)

は種直後 150 圃場A:<0.01/‐/‐/‐ (1回,150日)

は種直後 125 圃場B:<0.01/‐/‐/‐ (1回,125日)

萌芽9日前 102 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,102日)

萌芽7日前 86 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,86日)

植付2日後 186 圃場A:<0.01/‐/‐/‐ (1回,186日)

植付直後 199 圃場B:<0.01/‐/‐/‐ (I回,199日)

定植5日前 54 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,54日)

定植直前 88 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,88日)

定植1日前 45 圃場A:<0.01/‐/‐/‐(1回,45日)

定植2日前 43 圃場B:<0.01/‐/‐/‐(1回,43日)

定植1日後 210 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,210日)

定植1日後 193 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,193日)

定植直後 185 圃場A:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,185日)

定植1日後 62 圃場B:<0.01/<0.01/<0.01/<0.01(1回,62日)

は種4日後 105 圃場A:<0.015($)/‐/<0.015($)/<0.015($)(1回,105日)(#)

は種1日後 100 圃場B:<0.015($)/‐/<0.015($)/<0.015($)(1回,100日)

は種4日後 105 圃場A:<0.015($)/‐/<0.015($)/<0.015($)(1回,105日)(#)

は種1日後 100 圃場B:<0.015($)/‐/<0.015($)/<0.015($)(1回,100日)

定植2日前 91 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,91日)

定植2日前 111 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,111日)

は種1日後 91 圃場A:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,91日)

は種1日後 96 圃場B:<0.01/‐/<0.01/<0.01(1回,96日)

　基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。
　注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条
件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合
にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載し
た。

$)同一圃場から採取された１つのサンプルを2つの分析機関に分けて測定されており、結果を平均値として示したため、実際の定量限界とは異なる。

　EC：乳剤
　GR：粒剤
-：分析せず

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

えだまめ
（さや）

2 50% EC 700 mL/10 a散布 1 ◎

2 8% GR 6 kg/10 a散布 1

にんじん
(根部)

2 50% EC 1000 mL/10 a散布 1 ◎

2 8% GR 6 kg/10 a散布 1

ねぎ
(茎葉)

2 8% GR 5 kg/10 a散布 1 ◎

たまねぎ
(鱗茎)

2 8% GR 6 kg/10 a散布 1 ◎

リーフレタス
(茎葉)

2 50% EC
1000 mL/10 a
土壌全面処理

1 ◎

レタス
(茎菜)

2 50% EC
1000 mL/10 a
土壌全面処理

1

さといも
(塊茎)

2 8% GR 6 kg/10 a散布 1 ◎

ばれいしょ
(塊茎)

2 50% EC 800 mL/10 a散布 1 ◎

らっかせい
(乾燥子実)

2 50% EC 1000 mL/10 a散布 l ◎

いんげんまめ
(乾燥子実)

2 50% EC 1000 mL/10 a散布 1 ◎

◎

だいず
(乾燥子実)

2 50% EC 700 mL/10 a散布 1

2 8% GR 6 kg/10 a散布 1

はとむぎ
(種子)

2 50% EC 500 mL/10 a散布 1 ◎

とうもろこし
(未成熟子実)

2 50% EC l000 mL/10 a散布 1 ◎

大麦
(種子)

2 8% GR 5 kg/10 a散布 1 ◎

小麦
(玄麦)

2 8% GR 5 kg/10 a散布 1 ◎

2
50% EC
+15%  GR

1.5 kg/10 a散布
+1 kg/10 a散布

l+l

水稲
(玄米)

2
50% EC
+15%  GR

1500 mL/10 a散布
+1 kg/10 a散布

l+l

2
50% EC
+15%  GR

1500 mL/10 a散布
+1 kg/10 a散布

l+l

(別紙2-1)
チオベンカルブ作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験圃
場数

試験条件 設定
の根
拠等
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剤型 使用量・使用方法
回
数

経過日数

139 圃場A:<0.03/<0.03（1回,139日）
141,148 圃場B:<0.03/‐（1回,148日）
100,132 圃場C:<0.03/‐（1回,132日）

1
4 lb ai/acre

空中散布
l 105 圃場D:<0.03/<0.03（1回,105日） ◎

139 圃場A:<0.03/<0.03（1回,139日）(#)
141,148 圃場B:<0.03/‐（1回,148日）(#)
100,132 圃場C:<0.03/‐（1回,132日）(#)

  表中、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以
外で最大残留濃度が得られた場合は、その使用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

　-：分析せず

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を斜体で示し
た。

　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。

  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

注）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使
用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

　EC：乳剤

チオベンカルブの海外作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験
圃場
数

試験条件
各化合物の残留濃度

注)
（mg/kg）

【チオべンカルブ/代謝物M-15】

設定
の根
拠等

稲
(玄米)

3

84.5% EC
(8ﾎﾟﾝﾄﾞ/ｶﾞﾛﾝ)

4 lb ai/acre
散布

l ◎

3
8 lb ai/acre

散布
l



農薬名 チオベンカルブ
（別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
米（玄米をいう。） 0.03 0.2 ○ #### 【<0.03(n=4)(米国)】*

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A小麦 0.01 0.05 ○ <0.01,<0.01(#)※1

大麦 0.01 0.05 ○ <0.01,<0.01(#)※１
ライ麦 0.01 0.05 ○ （小麦及び大麦参照）
とうもろこし 0.01 0.03 ○ <0.01,<0.01（未成熟とうもろこし）※1

その他の穀類 0.01 0.05 ○ <0.01,<0.01（ハトムギ）※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A大豆 0.01 0.02 ○ <0.01,<0.01※1

小豆類 0.01 0.1 ○ <0.01,<0.01※1

らっかせい 0.01 0.05 ○ <0.01,<0.01※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aばれいしょ 0.01 0.02 ○ <0.01,<0.01※1

さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.05 ○ <0.01,<0.01※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aエンダイブ 0.05
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01 0.2 ○ <0.01,<0.01※1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aたまねぎ 0.01 0.02 ○ <0.01,<0.01※1

ねぎ（リーキを含む。） 0.01 0.02 ○ <0.01,<0.01※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aにんじん 0.02 0.02 ○ <0.015,<0.015(#)※1

セロリ 0.2

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aえだまめ 0.01 0.03 ○ <0.01,<0.01※1

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の筋肉 0.02 0.01 【推：0.012】

豚の筋肉 0.02 0.01 【牛の筋肉参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.02 0.01 【牛の筋肉参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.02 0.01 【推：0.012】

豚の脂肪 0.02 0.01 【牛の脂肪参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.02 0.01 【牛の脂肪参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.02 0.01 【推：0.012】

豚の肝臓 0.02 0.01 【牛の肝臓参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.02 0.01 【牛の肝臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.02 0.01 【推：0.012】

豚の腎臓 0.02 0.01 【牛の腎臓参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.02 0.01 【牛の腎臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.02 0.01 【牛の肝臓参照】

豚の食用部分 0.02 0.01 【牛の肝臓参照】

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.02 0.01 【牛の肝臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.02 0.01 【推：0.012】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の筋肉 0.07 0.03 【推：0.07】

その他の家きんの筋肉 0.07 0.03 【鶏の筋肉参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の脂肪 0.07 0.03 【推：0.07】

その他の家きんの脂肪 0.07 0.03 【鶏の脂肪参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の肝臓 0.2 0.03 【推：0.11】

その他の家きんの肝臓 0.2 0.03 【鶏の肝臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の腎臓 0.2 0.03 【鶏の肝臓参照】

その他の家きんの腎臓 0.2 0.03 【鶏の腎臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A鶏の食用部分 0.2 0.03 【鶏の肝臓参照】

その他の家きんの食用部分 0.2 0.03 【鶏の肝臓参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

国/地域
基準値
ppm

参考基準値



農薬名 チオベンカルブ
（別紙3）

食品名
基準値
案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値
ppm

参考基準値

鶏の卵 0.08 0.03 【推：0.08】

その他の家きんの卵 0.08 0.03 【鶏の卵参照】

zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類（貝類に限る。） 9 9 推：8.4
魚介類（貝類を除く。） 0.3 0.3 推：0.27
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 ※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

※1）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添5「残留性が
極めて低い農薬の基準値設定の考え方について」に基づきすべての作物残留試験結果が定量下限未満であることから設定。

＊:米国では籾米で基準値が設定されている。国内の規制対象と分析部位に適合した作物残留試験成績を採用し基準値を設定している。

※2）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会）の別添3「はちみつ
中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。

○：既に、国内において登録等がされているもの
太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

(#)：適用の範囲内で試験が行われていない作物残留試験成績
推：推定される残留濃度



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

米（玄米をいう。） 0.03 0.03 4.9 2.6 3.2 5.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
小麦 0.01 0.01 0.6 0.4 0.7 0.5
大麦 0.01 0.01 0.1 0.0 0.1 0.0
ライ麦 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
とうもろこし 0.01 0.01 0.0 0.1 0.1 0.0
その他の穀類 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
大豆 0.01 0.01 0.4 0.2 0.3 0.5
小豆類 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
らっかせい 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ばれいしょ 0.01 0.01 0.4 0.3 0.4 0.4
さといも類（やつがしらを含む。） 0.01 0.01 0.1 0.0 0.0 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01 0.01 0.1 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
たまねぎ 0.01 0.01 0.3 0.2 0.4 0.3
ねぎ（リーキを含む。） 0.01 0.01 0.1 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
にんじん 0.02 0.02 0.4 0.3 0.5 0.4zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
えだまめ 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

陸棲哺乳類の肉類 0.02 0.7 0.5 0.8 0.5

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.02 0.012 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.02 0.012 3.2 4.0 4.4 2.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの肉類 0.2 0.10 2.1 1.5 2.3 1.6zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
家きんの卵類 0.08 0.08 3.3 2.7 3.9 3.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## 0 #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類（貝類に限る。） 9 0.378 35.2 15.0 20.1 43.4
魚介類（貝類を除く。） 0.3 0.07 6.5 2.8 3.7 8.0zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ## #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

計 58.5 30.7 41.0 67.0
ADI比（％） 11.8 20.7 7.8 13.3

チオベンカルブの推定摂取量 （単位：µg／人／日）

暴露評価に
用いた数値

（ppm)

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海
産魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を、貝
類に限る摂取量と貝類を除いた魚介類の摂取量に分け、それぞれの係数0.045と0.261として推定残留濃度に乗じた値を
用いてEDI試算した。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比
率をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR)等×各食品の平均摂取量

筋肉　0.012
脂肪　0.012



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(µg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 0.03 ○ 0.03 0.2 0

小麦 小麦 0.01 ○ 0.01 0.0 0

大麦 0.01 ○ 0.01 0.0 0

麦茶 0.01 ○ 0.01 0.0 0

とうもろこし スイートコーン 0.01 0.01 0.1 0

大豆 大豆 0.01 ○ 0.01 0.0 0

小豆類 いんげん 0.01 ○ 0.01 0.0 0

らっかせい らっかせい 0.01 ○ 0.01 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 0.01 0.1 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 0.01 0.1 0

レタス類 0.01 0.01 0.1 0

たまねぎ たまねぎ 0.01 0.01 0.1 0

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.01 0.01 0.0 0

にんじん 0.02 0.02 0.1 0

にんじんジュース 0.02 ○ 0.02 0.1 0

えだまめ えだまめ 0.01 0.01 0.0 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-1）

チオベンカルブの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用いた
数値
(ppm)

大麦

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

にんじん



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(µg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

米（玄米をいう。） 米 0.03 ○ 0.03 0.3 0

小麦 小麦 0.01 ○ 0.01 0.0 0

大麦 0.01 ○ 0.01 0.0 0

麦茶 0.01 ○ 0.01 0.0 0

とうもろこし スイートコーン 0.01 0.01 0.2 0

大豆 大豆 0.01 ○ 0.01 0.0 0

らっかせい らっかせい 0.01 ○ 0.01 0.0 0

ばれいしょ ばれいしょ 0.01 0.01 0.2 0

さといも類（やつがしらを含む。） さといも 0.01 0.01 0.1 0

レタス類 0.01 0.01 0.1 0

たまねぎ たまねぎ 0.01 0.01 0.2 0

ねぎ（リーキを含む。） ねぎ 0.01 0.01 0.1 0

にんじん にんじん 0.02 0.02 0.2 0

えだまめ えだまめ 0.01 0.01 0.0 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 0

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値又は暴露評価対象物質の残留濃度から推定される基準値に相当する値を使用した。

チオベンカルブの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

大麦

レタス（サラダ菜及びちしゃを含む。）

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）
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初回農薬登録 

残留基準告示 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼並びに魚介類に係る基準値設定依頼（魚介類） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産省から厚生労働省へ農薬登録申請に係る連絡及び基

準値設定依頼（適用拡大：移植水稲）並びに魚介類に係る基準

値設定依頼（魚介類） 

厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

残留基準告示 

 

農林水産大臣から食品安全委員会委員長あてに農薬の再評価

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から厚生労働大臣及び農林水産大臣あ

てに食品健康影響評価について通知 

農林水産省から消費者庁へ農薬の再評価に係る連絡 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

内閣総理大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定

に係る食品健康影響評価について要請 

食品安全委員会委員長から内閣総理大臣あてに食品健康影響

評価について通知 

食品衛生基準審議会へ諮問 

食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

 



 

● 食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会 

[委員] 

 大山  和俊  一般財団法人残留農薬研究所業務執行理事・化学部長 

○折戸  謙介    学校法人麻布獣医学園理事（兼）麻布大学獣医学部教授 

  加藤   くみ子  国立医薬品食品衛生研究所薬品部長 

  近藤  麻子    日本生活協同組合連合会執行役員組織推進本部本部長 

  須恵   雅之  東京農業大学応用生物科学部教授 

 瀧本  秀美  国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所理事 

  田口  貴章  国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長 

◎堤   智昭  国立医薬品食品衛生研究所食品部長 

 中島   美紀  金沢大学ナノ生命科学研究所（薬学系兼任）教授 

  野田   隆志  一般社団法人日本植物防疫協会技術顧問 

（◎：部会長、○：部会長代理） 



チオベンカルブ

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A米（玄米をいう。） 0.03

#N/A#N/A小麦 0.01

大麦 0.01

ライ麦 0.01

とうもろこし 0.01

その他の穀類
注1） 0.01

#N/A#N/A大豆 0.01

小豆類
注2） 0.01

らっかせい 0.01

#N/A#N/Aばれいしょ 0.01

さといも類（やつがしらを含む。） 0.01

#N/A#N/Aレタス（サラダ菜及びちしゃを含む。） 0.01

#N/A#N/Aたまねぎ 0.01

ねぎ（リーキを含む。） 0.01

#N/A#N/Aにんじん 0.02

#N/A#N/Aえだまめ 0.01

#N/A#N/A牛の筋肉 0.02

豚の筋肉 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物
注3）

の筋肉 0.02

#N/A#N/A牛の脂肪 0.02

豚の脂肪 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.02
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.02

豚の肝臓 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.02

#N/A#N/A

チオベンカルブについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当で
ある。

答申（案） 

今回残留基準を設定する「チオベンカルブ」の規制対象は、農産物、はちみつ及び魚介類に
あっては、チオベンカルブとし、畜産物にあっては、チオベンカルブ及び代謝物M-15【1-ク
ロロ-4-[(メタンスルホニル)メチル]ベンゼン】とする。ただし、代謝物M-15はチオベンカ
ルブの濃度に換算するものとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/A牛の腎臓 0.02

豚の腎臓 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.02

#N/A#N/A牛の食用部分
注4） 0.02

豚の食用部分 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.02
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.02
zzz #N/Azzz #N/A鶏の筋肉 0.07

その他の家きん
注5）

の筋肉 0.07

#N/A#N/A鶏の脂肪 0.07

その他の家きんの脂肪 0.07

#N/A#N/A鶏の肝臓 0.2

その他の家きんの肝臓 0.2

#N/A#N/A鶏の腎臓 0.2

その他の家きんの腎臓 0.2

#N/A#N/A鶏の食用部分 0.2

その他の家きんの食用部分 0.2
zzz #N/Azzz #N/A鶏の卵 0.08

その他の家きんの卵 0.08
zzz #N/Azzz #N/A魚介類（貝類に限る。） 9

魚介類（貝類を除く。） 0.3
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A

注3）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び
豚以外のものをいう。

注4）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。

注5）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外のものをいう。

注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米（玄米をいう。）、小麦、大麦、ライ麦、と
うもろこし及びそば以外のものをいう。

注2）「小豆類」には、いんげん、ささげ、サルタニ豆、サルタピア豆、バター豆、ペギア
豆、ホワイト豆、ライマ豆及びレンズ豆を含む。



令和８年７月 14 日開催部会 

フェナザキン

今般の残留基準の検討については、農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく新規の農

薬登録申請に伴う基準値設定依頼及び魚介類への基準値設定依頼が農林水産省からなされ

たことに伴い、食品安全委員会において内閣総理大臣からの依頼に伴う食品健康影響評価が

なされたことを踏まえ、農薬・動物用医薬品部会において審議を行い、以下の報告を取りま

とめるものである。 

１．概要 

（１）品目名：フェナザキン[ Fenazaquin (ISO) ]

（２）分 類：農薬

（３）用 途：殺虫剤、殺菌剤

キナゾリン系の殺虫・殺菌剤である。ミトコンドリア電子伝達系複合体Ⅰを阻害する

ことにより、殺虫効果を示すと考えられている。本剤は、うどん粉病、さび病などにも

効果を示す。 

（４）化学名及び CAS 番号

4-[2-(4-tert-Butylphenyl)ethoxy]quinazoline（IUPAC）

Quinazoline, 4-[2-[4-(1,1-dimethylethyl)phenyl]ethoxy]- 

（CAS：No. 120928-09-8） 

（５）構造式及び物性

分 子 式 C20H22N2O 
分 子 量 306.40 
水溶解度 1.02 × 10-4 g/L (20℃) 
分配係数 log10Pow ＝ 6.16 (25℃) 



 
 

 

２．適用の範囲及び使用方法 

本剤の国内における適用の範囲及び使用方法は別紙1-1、海外における適用の範囲及び

使用方法は別紙1-2～1-4のとおり。なお、今般の基準値設定依頼にかかる新たな適用の範

囲及び使用方法は網掛けとしている。 

 
３．代謝試験 

（１）植物代謝試験 

   植物代謝試験が、りんご、ぶどう、オレンジ及びとうもろこしで実施されており、可

食部で親化合物の残留が認められ、10%TRR注）以上認められた代謝物は、代謝物M3（ぶど

う)、代謝物M7（抱合体を含む。）（ぶどう）、代謝物M9（抱合体を含む。）（ぶどう）及び

代謝物M12（りんご）であった。 
 

注）%TRR：総放射性残留物（TRR：Total Radioactive Residues）濃度に対する比率（%） 

 

（２）家畜代謝試験 

家畜代謝試験が、泌乳山羊で実施されており、一部の組織を除き、親化合物の残留が

認められている。可食部で10%TRR以上認められた代謝物は、代謝物M4（泌乳山羊の筋肉、

肝臓及び腎臓）、代謝物M8（泌乳山羊の乳）、Metabolite G（泌乳山羊の肝臓）であった。 

 

【代謝物略称一覧】 

略称 JMPR 評価書の略称 化学名 

M3 Metabolite C 2-メチル-2-(4-{2-[(キナゾリン-4-イル)オキシ]エチル} 

フェニル)プロパン-1-オール 

M4 2-Hydroxy-fenazaquin acid 2-(4-{2-[(2-ヒドロキシキナゾリン-4-イル)オキシ]エチル} 

フェニル)-2-メチルプロパン酸 

M7 Dihydroxyquinazoline キナゾリン-2,4-ジオール 

M8 4-Hydroxyquinazoline キナゾリン-4-オール 

M9 Metabolite K 2-[4-(2-ヒドロキシエチル)フェニル]-2-メチルプロパン酸 

M12 Fenazaquin Dimer フェナザキン二量体 

－ Metabolite G 2-[4-(カルボキシメチル)フェニル]-2-メチルプロパン酸 

－：食品安全委員会で評価されていない。 

 
代謝物M4                代謝物M8 



 
 

 

 

代謝物M12 
 

注）残留試験の分析対象、残留の規制対象及び暴露評価対象となっている代謝物について構造式を明記

した。 

 

４．作物残留試験 

（１）分析の概要 

【国内】  
① 分析対象物質 
・フェナザキン 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）フェナザキン 

試料からアセトンで抽出し、n-ヘキサンに転溶する。アミノプロピルシリル化シ

リカゲル(NH2)カラム及びシリカゲルカラムを用いて精製した後、液体クロマトグ

ラフ・質量分析計（LC-MS）で定量する。  

 

定量限界：0.01 mg/kg 

 

【海外】 

① 分析対象物質 

・フェナザキン 

・代謝物M12 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）フェナザキン 

試料にアセトニトリル・水（9：1）混液を加え、60±5℃に加温して抽出する。5%

炭酸ナトリウム溶液を加えてn-ヘキサンに転溶し、フロリジルカラム及びNH2カラ

ムを用いて精製した後、ガスクロマトグラフ・質量分析計（GC-MS）で定量する。 

 

定量限界：0.01 mg/kg 



 
 

 

ⅱ）フェナザキン及び代謝物M12 

試料からアセトニトリルで抽出し、ジクロロメタンに転溶する。トリメチルアミ

ノプロピルシリル化シリカゲル（SAX）カラムを用いて精製した後、液体クロマト

グラフ・タンデム型質量分析計（LC-MS/MS）で定量する。 

なお、代謝物M12の分析値は、換算係数0.50を用いてフェナザキン濃度に換算し

た値として示した注）。 

注）JMPR、EPA及び食品安全委員会の評価を踏まえ、二量体である代謝物M12はフェナザキン二

分子には開裂しないと判断した。 

 

定量限界：フェナザキン 0.01 mg/kg 

     代謝物M12    0.005 mg/kg （フェナザキン換算濃度） 

  

（２）作物残留試験結果 

今回提出されたすべての国内作物残留試験について、試験成績の概要を別紙2-1に示

す。 

海外で実施された作物残留試験の結果の概要については別紙2-2及び2-3を参照。 

 

５．魚介類における推定残留濃度 

本剤については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、本剤の水域環境中

予測濃度注1)及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、以下のとおり魚介

類中の推定残留濃度を算出した。 

 

（１）水域環境中予測濃度 

本剤は水田以外においてのみ使用される。フェナザキンの非水田PECtier1注2）は、0.0081 

µg/Lと示されている。 

 

（２）生物濃縮係数 

フェナザキン（低濃度区：0.04 µg/L、高濃度区：0.08 µg/L）を用いた10日間の取込

期間及び14日間の排泄期間を設定したコイの魚類濃縮性試験が実施された。フェナザキ

ンの分析の結果から、BCFss注3）は117.6 L/kg（低濃度区）、142.4 L/kg（高濃度区）、BCFk
注4）は255.2 L/kg（低濃度区）、255.6 L/kg（高濃度区）と示されている。 

 

（３）推定残留濃度  

（１）及び（２）の結果から、フェナザキンの水域環境中予測濃度：0.0081 µg/L、

BCF：255.6 L/kgとし、下記のとおり推定残留濃度を算出した。 

 

推定残留濃度 ＝ 0.0081 µg/L × (255.6 L/kg × 5) ＝ 10.4 µg/kg ＝ 0.010 mg/kg 

 

注1）農薬取締法第4条第1項第8号に基づく水域の生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準設



 
 

 

定における規定に準拠 

注2）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出 

注3）定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められた BCF 

注4）被験物質の取込速度定数と排泄速度定数から求められた BCF 

（参考）平成19年度厚生労働科学研究費補助金食品の安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留す

る農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設定

法」報告書 

 

６．畜産物における推定残留濃度 

本剤については、飼料として給与した作物を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されるこ

とから、飼料中の残留濃度及び動物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定

残留濃度を算出した。 

 

（１）分析の概要 

① 分析対象物質 

・フェナザキン 

・代謝物M4 

 

② 分析法の概要 

ⅰ）フェナザキン及び代謝物M4 

試料からアセトン及びアセトニトリル・水（4：1）混液で抽出し、ジビニルベン

ゼン-N-ビニルピロリドン共重合体カラムを用いて精製した後、LC-MS/MSで定量す

る。なお、代謝物M4の分析値は、換算係数0.87を用いてフェナザキン濃度に換算し

た値として示した。 

 

定量限界：フェナザキン  0.01 mg/kg 

     代謝物M4  0.009 mg/kg（フェナザキン換算濃度） 

 

（２）家畜残留試験（動物飼養試験） 

① 乳牛を用いた残留試験 

乳牛（ホルスタイン種、3頭/群及び乳の減衰試験を行う125 ppm投与群は6頭/群）

に対して、飼料中濃度として12.5、37.5及び125 ppmに相当する量のフェナザキンを

含むカプセルを28日間にわたり強制経口投与し、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓に含まれ

るフェナザキン及び代謝物M4の濃度を測定した。乳については、投与開始から1、3、

7、10、13、16、19、22、25及び28日に採取した乳に含まれるフェナザキンの濃度を

LC-MS/MSで測定した。結果は表1を参照。 

  



 
 

 

表 1．乳牛の試料中の残留濃度（mg/kg） 

 12.5 ppm投与群 37.5 ppm投与群 125 ppm投与群 

筋肉 

フェナザキン － － 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

代謝物M4 
<0.009 (最大) 

<0.009 (平均) 

<0.009 (最大) 

<0.009 (平均) 

<0.009 (最大) 

<0.009 (平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4） 

<0.019 (最大) 

<0.019 (平均) 

<0.019 (最大) 

<0.019 (平均) 

<0.019 (最大) 

<0.019 (平均) 

脂肪 

フェナザキン 
 0.056 (最大) 

 0.045 (平均) 

 0.12  (最大) 

 0.107 (平均) 

 0.42  (最大) 

 0.307 (平均) 

代謝物M4 － － － 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4） 

 0.056 (最大) 

 0.045 (平均) 

 0.12  (最大) 

 0.107 (平均) 

 0.42  (最大) 

 0.307 (平均) 

肝臓 

フェナザキン － 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

 0.059 (最大) 

 0.033 (平均) 

代謝物M4 
 0.017 (最大) 

 0.014 (平均) 

 0.052 (最大) 

 0.049 (平均) 

 0.15  (最大) 

 0.123 (平均) 

  代謝物M8注1) 
 0.012 (最大) 

 0.010 (平均) 

 0.036 (最大) 

 0.034 (平均) 

 0.104 (最大) 

 0.085 (平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4） 

 0.027 (最大) 

 0.024 (平均) 

 0.062 (最大) 

 0.059 (平均) 

 0.209 (最大) 

 0.157 (平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4＋代謝物M8） 

 0.039 (最大) 

 0.034 (平均) 

 0.098 (最大) 

 0.093 (平均) 

 0.313 (最大) 

 0.242 (平均) 

腎臓 

フェナザキン － 
<0.01  (最大) 

<0.01  (平均) 

 0.022 (最大) 

 0.014 (平均) 

代謝物M4 
 0.009 (最大) 

 0.009 (平均) 

 0.027 (最大) 

 0.024 (平均) 

 0.061 (最大) 

 0.056 (平均) 

  代謝物M8注1) 
 0.002 (最大) 

 0.002 (平均) 

 0.005 (最大) 

 0.005 (平均) 

 0.012 (最大) 

 0.011 (平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4） 

 0.019 (最大) 

 0.019 (平均) 

 0.037 (最大) 

 0.034 (平均) 

 0.083 (最大) 

 0.071 (平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4＋代謝物M8） 

 0.021 (最大) 

 0.021 (平均) 

 0.042 (最大) 

 0.039 (平均) 

 0.095 (最大) 

 0.082 (平均) 

乳注2) 

フェナザキン － <0.01  (平均)  0.035 (平均) 

代謝物M4 － <0.0025(平均)  0.0088(平均) 

代謝物M8 － <0.015 (平均)  0.0525(平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4） 
－ <0.0125(平均)  0.0438(平均) 

合計（フェナザキン＋

代謝物M4＋代謝物M8） 
－ <0.0275(平均)  0.0963(平均) 

定量限界：フェナザキン 0.01 mg/kg、代謝物M4 0.009 mg/kg 

－：分析せず、又は計算せず 

筋肉、肝臓、腎臓のフェナザキンの残留濃度は、分析を行っていない場合は、フェナザキンの定

量限界値を用いて算出した。 

代謝試験より、筋肉及び脂肪の代謝物M8は残留しないものと考えられる。また、脂肪の代謝物M4



 
 

 

の残留はごくわずかと考えられるため、0 mg/kgとした。 

注1) 肝臓及び腎臓の代謝物M8は測定されていないため、代謝試験の代謝物M8/代謝物M4濃度比よ

り、代謝物M4の残留濃度に肝臓で0.69及び腎臓で0.2をそれぞれ乗じて代謝物M8の残留濃度を

推計した。 

注2）投与開始から3日以降の投与期間中に採取した乳中の濃度を1頭ずつ別々に算出し、その平均

値を求めた。乳の代謝物M4及び代謝物M8は測定されていないため、代謝試験の代謝物/親化合

物濃度比より、親化合物の残留濃度に代謝物M4で0.25及び代謝物M8で1.5をそれぞれ乗じて代

謝物M4及び代謝物M8の残留濃度を推計した。 

 

上記の結果に関連して、JMPR は、肉牛及び乳牛の最大飼料由来負荷注1）並びに平均

的飼料由来負荷注2）は同じ値が示され、それぞれ0.18及び0.17 ppm と評価している。 

 

注1）最大飼料由来負荷（Maximum dietary burden）：飼料の原料に農薬が最大まで残留していると

仮定した場合に、飼料の摂取によって畜産動物が暴露されうる最大濃度。飼料中濃度として表

示される。 

注2）平均的飼料由来負荷（Mean dietary burden）：飼料の原料に農薬が平均的に残留していると

仮定した場合に（作物残留試験から得られた残留濃度の中央値を試算に用いる）、飼料の摂取に

よって畜産動物が暴露されうる平均濃度。飼料中濃度として表示される。 

 

（３）推定残留濃度 

牛について、最大及び平均的飼料由来負荷と家畜残留試験結果から、畜産物中の推定

残留濃度を算出した。最大残留濃度は、フェナザキン及び代謝物M4をフェナザキンに換

算した濃度の合計濃度を示し、平均的な残留濃度は、フェナザキン、代謝物M4及び代謝

物M8をフェナザキンに換算した濃度の合計濃度で示した。結果は表2を参照。 

 

表2．畜産物中の推定残留濃度：牛（mg/kg） 

 筋肉 脂肪 肝臓 腎臓 乳 

牛 
<0.00027 

(<0.00027) 

0.00081 

(0.00065) 

0.00039 

(0.00049) 

0.00027 

(0.00030) 

<0.00006 

(<0.00013) 

上段：最大残留濃度*   下段括弧内：平均的な残留濃度**  
* ：最大残留濃度は、フェナザキン及び代謝物M4を含む。 

**：平均的な残留濃度は、フェナザキン、代謝物M4及び代謝物M8を含む。 
 

７．許容一日摂取量（ADI）及び急性参照用量（ARfD）の評価 

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第1項第1号の規定に基づき、食品安全委

員会あて意見を求めたフェナザキンに係る食品健康影響評価において、以下のとおり評価

されている。 

 

 

 



 
 

 

（１）ADI 

ADI：0.0046 mg/kg体重/日 

（ADI設定根拠資料）慢性毒性/発がん性併合試験 

（動物種）   ラット 

（期間）     2年間 

（投与方法）  混餌 

（無毒性量） 0.46 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100  

 

なお、食品安全委員会は、発がん性が認められなかったと評価している。 

 

（２）ARfD 

ARfD：0.1 mg/kg体重 

（ARfD 設定根拠資料） 発生毒性試験 

（動物種）   ラット   

（投与方法）  強制経口 

（無毒性量） 10 mg/kg体重/日 

（安全係数） 100 

 

８．諸外国における状況 

JMPRにおける毒性評価が行われ、2017年にADI及びARfDが設定されている。国際基準は

おうとう、ホップ（乾燥）等に設定されている。 

米国、カナダ、EU、豪州及びニュージーランドについて調査した結果、米国において

アーモンド、かんきつ等に、カナダにおいて核果類、仁果類等に、EU において仁果類、

茶等に、豪州においてりんご、トマト等に基準値が設定されている。 

 

９．残留規制 

（１）残留の規制対象 

農産物、はちみつ及び魚介類にあっては、フェナザキンとし、畜産物にあっては、フ

ェナザキン及び代謝物M4とする。 

 

植物代謝試験において主な残留物は親化合物であり、作物残留試験においても、親化

合物の残留が認められており、残留の指標としては親化合物のみで十分であると考えら

れることから、農産物の規制対象はフェナザキンのみとする。 

家畜代謝試験において、筋肉で、親化合物は認められず、代謝物M4が可食部で10%TRR

以上認められている。家畜残留試験においても、筋肉で親化合物は残留が認められず、

代謝物M4は肝臓及び腎臓で親化合物より多く認められていることから、畜産物の規制対

象はフェナザキン及び代謝物M4とする。 

 



 
 

 

（２）基準値案 

別紙3のとおりである。 

 

１０．暴露評価 

（１）暴露評価対象 

農産物及び魚介類にあっては、フェナザキンとし、畜産物にあっては、フェナザキン、

代謝物M4及び代謝物M8とする。 

 

植物代謝試験の結果、可食部において10%TRR以上認められた代謝物として、代謝物M3、

代謝物M7（抱合体を含む。）、代謝物M9（抱合体を含む。）及び代謝物M12が認められた。

代謝物M3、代謝物M7（抱合体を含む。）及び代謝物M9（抱合体を含む。）については、ぶ

どうの処理後日数が長期である一部の試料で10%TRRを超えて認められたが、その他の農

作物においては、これらの代謝物が全て10%TRR未満であったことから、暴露評価には含

めないこととする。代謝物M12については、親化合物の二量体で、脂溶性が高く、親化合

物に比べ消化管からの吸収が低いと考えられ、暴露評価対象には含めず、農産物の暴露

評価対象は、フェナザキンのみとする。 

家畜代謝試験において、一部の臓器を除き、親化合物の残留が認められ、代謝物M4及

び代謝物M8が可食部で10%TRR以上認められている。家畜残留試験においても、一部の臓

器を除き、親化合物の残留が認められ、代謝物M4が肝臓及び腎臓で、代謝物M8が肝臓及

び乳で親化合物より多く認められていることから、畜産物の暴露評価対象はフェナザキ

ン、代謝物M4及び代謝物M8とする。 

 

なお、食品安全委員会は、食品健康影響評価において、農産物及び魚介類中の暴露評

価対象物質をフェナザキン（親化合物のみ）としている。 

 

（２）暴露評価結果 

① 長期暴露評価 

1日当たり摂取する農薬の量のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露

評価は別紙4参照。 

 

 EDI／ADI(%)注） 

国民全体（1歳以上） 26.3 

幼小児（1～6歳） 67.2 

妊婦 24.1 

高齢者（65歳以上）   31.0 

注）各食品の平均摂取量は、平成17～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査の特別集計業

務報告書による。 

EDI 試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量 



 
 

 

 

② 短期（1日経口）暴露評価 

各食品の短期推定摂取量（ESTI）を算出したところ、国民全体（1歳以上）及び幼小

児（1～6歳）のそれぞれにおける摂取量はARfDを超えていない注）。詳細な暴露評価は

別紙5-1及び5-2参照。 

 

注）基準値案、作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用い、平成17

～19年度の食品摂取頻度・摂取量調査及び平成22年度の厚生労働科学研究の結果に基づき

ESTI を算出した。 



（別紙1-1）

作物名 剤型 使用方法
希釈倍数
又は

使用量
使用時期 散布液量 使用回数

フェナザキン
を含む農薬の
総使用回数

トマト
ミニトマト

18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

ピーマン 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

なす 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

きゅうり 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

すいか 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

メロン 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

かんきつ 18.3% SC
散布

ただし機械散布に限る
2500～4000倍 収穫3日前まで 200～700 L/10 a 2回以内 2回以内

いちご 18.3% SC 散布 1000～2000倍 収穫前日まで 100～300 L/10 a 3回以内 3回以内

フェナザキンの適用の範囲及び使用方法（国内）

SC：フロアブル

今回、基準値設定依頼のあった適用の範囲及び使用方法を網掛けで示した。



（別紙1-2）

作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たり使用量 使用回数
フェナザキンの

総使用量

散布 収穫3日前まで
145～218 g ai/acre
(359～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫3日前まで
145～218 g ai/acre
(359～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫7日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

散布 収穫3日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫3日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

散布 収穫1日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

航空散布 収穫1日前まで
195～218 g ai/acre
(482～538 g ai/ha)

1回
218 g ai/acre
(538 g ai/ha)

  acre：エーカー（1 acre = 約4,047 m2）

フェナザキンの適用の範囲及び使用方法（米国）

果菜類
Group 8-10

18.79% SC

さや付きマメ科野菜
Subgroup 6A

18.79% SC

生食用エンドウ
Subgroup 6B

18.79% SC

ベリー類
（Low growing）
Subgroup 13-07G

18.79% SC

  ai: active ingredient（有効成分）

仁果類
Subgroup 11-10

18.79% SC

核果類
Group 12-12

18.79% SC

  SC：フロアブル



（別紙1-3）

作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たり使用量 使用回数
フェナザキンの

総使用量

パイナップル 200 g ai/L SC 茎葉散布 収穫14～28日前まで 0.5～1.0 kg ai/ha 2回 5 kg ai/ha

  SC：フロアブル
  ai: active ingredient（有効成分）

フェナザキンの適用の範囲及び使用方法（フィリピン）



（別紙1-4）

作物名 剤型 使用方法 使用時期 1回当たり使用量

茶 10％ EC 茎葉散布 収穫7日前まで 100～125 g ai/ha

フェナザキンの適用の範囲及び使用方法（インド）

　EC：乳剤
  ai: active ingredient（有効成分）



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.77

圃場B：0.28

圃場C：0.23（3回,7日）

圃場A：0.29

圃場B：0.85

圃場C：1.08

圃場A：1.78（3回,3日）

圃場B：1.06（3回,3日）

圃場C：0.56（3回,3日）

圃場A：0.44

圃場B：0.56

圃場C：0.15

圃場D：0.22

圃場E：0.22

圃場F：0.22

圃場A：0.28

圃場B：0.46

圃場C：0.28

圃場D：0.16

圃場E：0.18

圃場F：0.21

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01

圃場D：<0.01

圃場E：<0.01

圃場F：<0.01

圃場A：0.23（3回,7日）

圃場B：0.13（3回,7日）

圃場C：0.14

圃場D：0.08

圃場E：0.12

圃場F：0.18

圃場A：<0.01

圃場B：<0.01

圃場C：<0.01

圃場A：0.16

圃場B：0.22

圃場C：0.10

圃場A：<0.01

圃場B：0.02

圃場C：0.01

圃場D：0.02

圃場E：<0.01

圃場F：<0.01

圃場A：2.38

圃場B：3.87

圃場C：2.99

圃場D：2.00

圃場E：1.38（2回,7日）

圃場F：2.86（2回,7日）

圃場A：0.44

圃場B：0.70

圃場C：0.59

圃場D：0.49

圃場E：0.30（2回,7日）

圃場F：0.41

すだち 1 18.3% SC
2000倍散布
500 L/10 a

2 3,7,14 圃場A：0.36

圃場A：0.44

圃場B：0.36

（別紙2-1）
フェナザキンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1） 設定の

根拠等

◎

ミニトマト
（果実）

3 18.3% SC
1000倍散布

249～278 L/10 a
3 1,3,7 ◎

トマト
（果実）

3 18.3% SC
1000倍散布

240～280 L/10 a
3 1,3,7

◎

なす
（果実）

6 18.3% SC
1000倍散布

160～293 L/10 a
3 1,3,7 ◎

ピーマン
（果実）

3 18.3% SC
1000倍散布

201～237 L/10 a
3 1,3,7

◎

すいか
（果肉）

6 18.3% SC
1000倍散布

171～280 L/10 a
3 1,3,7

きゅうり
（果実）

6 18.3% SC
1000倍散布

200～280 L/10 a
3 1,3,7

◎

メロン
（果肉）

3 18.3% SC
1000倍散布

216～270 L/10 a
3 1,3,7

すいか
（果実）

6 18.3% SC
1000倍散布

171～280 L/10 a
3 1,3,7

◎

温州みかん
（果肉）

6 18.3% SC
2000倍散布

500～667 L/10 a
2 3,7,14

メロン
（果実）

3 18.3% SC
1000倍散布

216～270 L/10 a
3 1,3,7

◎

温州みかん注2)

（果実全体）
6 18.3% SC

2000倍散布
500～667 L/10 a

2 3,7,14

温州みかん
（果皮）

6 18.3% SC
2000倍散布

500～667 L/10 a
2 3,7,14

かぼす 2 18.3% SC
2000倍散布

556,578 L/10 a
2 3,7,14

◎



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

（別紙2-1）
フェナザキンの作物残留試験一覧表（国内）

農作物
試験

圃場数

試験条件
残留濃度（mg/kg）注1） 設定の

根拠等

圃場A：1.72

圃場B：1.08

圃場C：0.69

◎

　SC：フロアブル
　今回、新たに提出された作物残留試験成績を網掛けで示した。
  基準値の設定根拠及び暴露評価にも使用されているものに◎で示した。

いちご 3 18.3% SC
1000倍散布

179,185 L/10 a
3 1,3,7

注1）当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験
（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付しているが、経時的に測定されたデータがある場合において、収穫
までの期間が最短の場合にのみ最大残留濃度が得られるとは限らないため、最大使用条件以外で最大残留濃度が得られた場合は、その使
用回数及び経過日数について（　）内に記載した。

注2）果肉と果皮の重量比から計算した。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：0.167/0.0055

圃場B：0.099/<0.005

圃場C：0.103/<0.005

圃場D：0.094/0.0175

圃場E：0.090/0.006

圃場F：0.180/<0.005

0 ,3,7,14 圃場A：0.474/<0.005

圃場B：0.488/<0.005

圃場C：0.914/0.0065

圃場D：0.255/<0.005

圃場E：0.555/<0.005

圃場F：0.836/<0.005

0 ,1,7,10 圃場A：0.518/<0.005

圃場B：0.349/<0.005

圃場C：0.652/<0.005

圃場D：1.17/0.007

圃場E：0.413/<0.005

圃場F：0.559/<0.005

圃場G：0.457/<0.005

圃場H：0.078/<0.005

8 ,14,21,28,35 圃場A：0.085/-

圃場B：0.028/-

圃場C：0.034/-

圃場D：0.075/-

圃場E：0.020/-

圃場F：0.035/-

圃場G：0.014/-

圃場H：0.121/-

圃場A：0.654/- (#)

圃場B：0.872/- (#)

　SC：フロアブル

（別紙2-2）
フェナザキンの作物残留試験一覧表（米国）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注1）

【フェナザキン/代謝物M12】

設定
の根
拠等

◎
未成熟いんげん

（さや）
6

200 g ai/L
SC

0.50～0.53 kg ai/ha
茎葉散布

1 7

いちご
（果実）

8
200 g ai/L

SC
0.49～0.52 kg ai/ha

茎葉散布
1 ◎

1

おうとう
（果実）

6
200 g ai/L

SC
0.50 kg ai/ha

茎葉散布
1 ◎

3

パイナップル
注2)

（果実）

8
200 g ai/L

SC

2.00～2.21 kg ai/ha
茎葉散布

2

◎

20

21

2
10.0 kg ai/ha

茎葉散布
21

　-：分析せず

　(#)印で示した作物残留試験成績は、登録又は申請された適用の範囲内で行われていないことを示す。また、適用範囲内ではない試験条件を
注1)当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。

注2)パイナップルは、フィリピン、コスタリカ及び米国で実施された作物残留試験より米国の基準値が設定された。

　代謝物M12の残留濃度は、フェナザキン濃度に換算した値で示した。

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

圃場A：4.97/-

圃場B：2.76/-

圃場C：3.29/-

圃場D：4.65/-

圃場A：0.21/-

圃場B：0.18/-

圃場C：0.14/-

圃場D：0.27/-

　EC：乳剤

（別紙2-3）
フェナザキンの作物残留試験一覧表（EU）

農作物
試験

圃場数

試験条件 各化合物の残留濃度（mg/kg）
注1）

【フェナザキン/代謝物M12】

設定
の根
拠等

　適用範囲内ではない試験条件を斜体で示した。

○

茶
注2)

（浸出液）
4 10% EC

0.1 kg ai/ha
茎葉散布

1 0,3 ,7,10,14 △

0,3 ,7,10,14茶
注2)

（荒茶）
4 10% EC

0.1 kg ai/ha
茎葉散布

1

  表中、最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。
注2)茶は、インドで実施された作物残留試験よりEUの基準値が設定された。

　-：分析せず

  基準値の設定の根拠に○、暴露評価に使用されているものに△で示した。
注1)当該農薬の登録又は申請された適用の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を最短とした場合の作物残留試験（い
わゆる最大使用条件下の作物残留試験）を複数の圃場で実施し、それぞれの試験から得られた残留濃度の最大値を示した。



農薬名 フェナザキン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

zzz
トマト 2 申 0.3 0.23～1.08 (n=6)
ピーマン 4 申 0.3 0.56,1.06,1.78
なす 1 申 0.3 0.15～0.56 (n=6)
その他のなす科野菜 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.8 0.3 申 0.3 0.16～0.46 (n=6)
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.3 0.3
しろうり 0.3 0.3 0.3
すいか（果皮を含む。） 0.5 0.3 申 0.3 0.08～0.23 (n=6)
メロン類果実（果皮を含む。） 0.5 0.3 申 0.3 0.10,0.16,0.22
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.3 0.3
その他のうり科野菜 0.3 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A未成熟えんどう 0.4 0.4 0.4 米国 【未成熟いんげん参照】
未成熟いんげん 0.4 0.4 0.4 米国 【0.090～0.180(n=6)(米国)】
えだまめ 0.4 0.4 0.4 米国 【未成熟いんげん参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の野菜 0.4 0.4 0.4 米国 【未成熟いんげん参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aみかん（外果皮を含む。） 1 0.4 申 0.3 0.30～0.70 (n=6)(みかん(果実))、

0.36(すだち)、0.36, 0.44(かぼす)

なつみかんの果実全体 1 0.4 申 0.3 (みかん（外果皮を含む。）参照)
レモン 1 0.4 申 0.3 (みかん（外果皮を含む。）参照)
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 1 0.4 申 0.4 (みかん（外果皮を含む。）参照)
グレープフルーツ 1 0.4 申 0.3 (みかん（外果皮を含む。）参照)
ライム 1 0.4 申 0.3 (みかん（外果皮を含む。）参照)
その他のかんきつ類果実 1 0.4 申 0.3 (みかん（外果皮を含む。）参照)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aりんご 0.3 0.3
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 2 2 1.5
ネクタリン 2 2 1.5
あんず（アプリコットを含む。） 2 2 1.5
すもも（プルーンを含む。） 2 2 0.5 2 米国 【0.255～0.914(n=6)(米国おうとう)】
うめ 2 2 1.5
おうとう（チェリーを含む。） 2 2 2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aいちご 4 2 申 2 0.69,1.08,1.72
ラズベリー 0.7 0.7 0.7
ブラックベリー 0.7 0.7 0.7
ブルーベリー 2 2 0.8 2 米国 【0.078～1.17(n=8)(米国いちご)】
クランベリー 2 2 2
ハックルベリー 0.8 0.8 0.8
その他のベリー類果実 2 2 0.8 2 米国 【ブルーベリー参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぶどう 0.7 0.7 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aアボカド 0.2 0.2 0.15
パイナップル 0.2 0.2 0.2 米国 【0.014～0.121(n=8)(米国)】
パッションフルーツ 0.7
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他の果実 2 2 2 米国 【すもも（プルーンを含む。）参照】
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aぎんなん 0.02 0.02 0.02
くり 0.02 0.02 0.02
ペカン 0.02 0.02 0.02
アーモンド 0.02 0.02 0.02
くるみ 0.02 0.02 0.02
その他のナッツ類 0.02 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A茶 9 10 9 EU 【2.76～4.97(n=4)(EU)】
ホップ 30 30 30
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aその他のスパイス 8 0.4 申 1.38～3.87 (n=6)(みかん果皮)
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

国/地域
基準値

ppm

参考基準値



農薬名 フェナザキン
（別紙3）

食品名
基準値

案
ppm

基準値
現行
ppm

登録
有無

国際
基準
ppm

作物残留試験成績等
ppm

国/地域
基準値

ppm

参考基準値

牛の筋肉 0.02 0.02
豚の筋肉 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の脂肪 0.02 0.02
豚の脂肪 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の肝臓 0.02 0.02
豚の肝臓 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の腎臓 0.02 0.02
豚の腎臓 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A牛の食用部分 0.02 0.02
豚の食用部分 0.02 0.02
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A乳 0.02 0.02
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A魚介類 0.02 申 推：0.010
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aはちみつ 0.05 ※1
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Aとうがらし（乾燥させたもの） 3 ※2
すもも（乾燥させたもの） 3 ※2
干しぶどう 1.5 ※2
zzz #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

※1）「食品中の農薬の残留基準設定の基本原則について」（令和6年6月25日食品衛生基準審議会農薬・動物用医薬品部会)の別添3「はちみ
つ中の農薬等の基準設定の方法について」に基づき設定。

斜線：食品区分を別途新設すること等に伴い、削除した食品区分、もしくは加工食品につき基準値を設定しないもの

※2）加工食品である「とうがらし（乾燥させたもの）」、「すもも（乾燥させたもの）」及び「干しぶどう」について、国際基準が設定されているが、加工
係数を用いて原材料中の濃度に換算した値が当該原材料の基準値案を超えないことから、基準値を設定しないこととする。なお、本物質につい
て、JMPRはとうがらし、すもも及び干しぶどうの加工係数をそれぞれ10、4.8及び3と算出している。

太枠：本基準（暫定基準以外の基準）を見直した基準値

推：推定される残留濃度

申：農薬の登録申請等に伴い基準値設定依頼がなされたもの



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

トマト 2 0.53 17.0 10.1 17.0 19.4
ピーマン 4 1.06 5.1 2.3 8.1 5.2
なす 1 0.22 2.6 0.5 2.2 3.8
その他のなす科野菜 0.3 0.079 0.1 0.0 0.1 0.1zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
きゅうり（ガーキンを含む。） 0.8 0.245 5.1 2.4 3.5 6.3
かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3 0.06 0.6 0.2 0.5 0.8
しろうり 0.3 0.06 0.0 0.0 0.0 0.1
すいか（果皮を含む。） 0.5 0.135 1.0 0.7 1.9 1.5
メロン類果実（果皮を含む。） 0.5 0.16 0.6 0.4 0.7 0.7
まくわうり（果皮を含む。） 0.3 0.06 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のうり科野菜 0.3 0.06 0.2 0.1 0.0 0.2zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
未成熟えんどう 0.4 0.101 0.2 0.1 0.0 0.2
未成熟いんげん 0.4 0.101 0.2 0.1 0.0 0.3
えだまめ 0.4 0.101 0.2 0.1 0.1 0.3zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の野菜 0.4 0.101 1.4 0.6 1.0 1.4zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
みかん（外果皮を含む。） 1 0.44 7.8 7.2 0.3 11.5
なつみかんの果実全体 1 0.44 0.6 0.3 2.1 0.9
レモン 1 0.44 0.2 0.0 0.1 0.3
オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 1 0.44 3.1 6.4 5.5 1.8
グレープフルーツ 1 0.44 1.8 1.0 3.9 1.5
ライム 1 0.44 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のかんきつ類果実 1 0.44 2.6 1.2 1.1 4.2zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
りんご 0.3 0.08 1.9 2.5 1.5 2.6zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
もも（果皮及び種子を含む。） 2 0.38 1.3 1.4 2.0 1.7
ネクタリン 2 0.38 0.0 0.0 0.0 0.0
あんず（アプリコットを含む。） 2 0.38 0.1 0.0 0.0 0.2
すもも（プルーンを含む。） 2 0.522 0.6 0.4 0.3 0.6
うめ 2 0.38 0.5 0.1 0.2 0.7
おうとう（チェリーを含む。） 2 0.56 0.2 0.4 0.1 0.2zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
いちご 4 1.08 5.8 8.4 5.6 6.4
ラズベリー 0.7 0.18 0.0 0.0 0.0 0.0
ブラックベリー 0.7 0.235 0.0 0.0 0.0 0.0
ブルーベリー 2 0.488 0.5 0.3 0.2 0.7
クランベリー 2 0.49 0.0 0.0 0.0 0.0
ハックルベリー 0.8 0.235 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のベリー類果実 2 0.488 0.0 0.0 0.1 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぶどう 0.7 0.19 1.7 1.6 3.8 1.7zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
アボカド 0.2 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
パイナップル 0.2 0.0345 0.1 0.1 0.0 0.1zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他の果実 2 0.5215 0.6 0.2 0.5 0.9zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
ぎんなん 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くり 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
ペカン 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
アーモンド 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
くるみ 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0
その他のナッツ類 0.02 0.01 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
茶 9 0.195 1.3 0.2 0.7 1.8
ホップ 30 9 0.9 0.9 0.9 0.9zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
その他のスパイス 8 2.62 0.3 0.3 0.3 0.5zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

フェナザキンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)



（別紙4）

食品名
基準値案
(ppm)

国民全体
(1歳以上)

EDI

幼小児
(1～6歳)

EDI

妊婦
EDI

高齢者
(65歳以上）

EDI

フェナザキンの推定摂取量 （単位：µg／人／日）
暴露評価に
用いた数値

（ppm)

陸棲哺乳類の肉類 0.02 0.0 0.0 0.0 0.0

陸棲哺乳類の食用部分（肉類除く） 0.02 0.00049 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
陸棲哺乳類の乳類 0.02 0.00013 0.0 0.0 0.0 0.0zzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/Azzz #N/A ### #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
魚介類 0.02 0.0031 0.3 0.1 0.2 0.4
はちみつ 0.05 ● 0.05 0.0 0.0 0.1 0.1

計 66.8 51.0 64.9 80.1
ADI比（％） 26.3 67.2 24.1 31.0

EDI：推定一日摂取量（Estimated Daily Intake)

「魚介類」については、摂取する魚介類を内水面（湖や河川）魚介類、海産魚介類及び遠洋魚介類に分け、それぞれ海産
魚介類での推定残留濃度を内水面魚介類の1/5、遠洋魚介類での推定残留濃度を0として算出した係数（0.31）を推定残留
濃度に乗じた値を用いてEDI試算した。

「陸棲哺乳類の肉類」については、EDI試算では、畜産物中の平均的な残留農薬濃度を用い、摂取量の筋肉及び脂肪の比率
をそれぞれ80％、20％として試算した。

EDI試算法：作物残留試験成績の中央値（STMR）等×各食品の平均摂取量

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いてEDI試算をした。

EDI試算の暴露評価に用いた数値には、畜産物にあっては暴露評価対象であるフェナザキン、代謝物M4及び代謝物M8をフェ
ナザキンに換算した濃度の合計濃度を使用した。

●：個別の作物残留試験がないことから、暴露評価を行うにあたり基準値（案）の数値を用いた。

筋肉0.00027
脂肪0.00065

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてEDI試算をした。



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

トマト トマト 2 ○ 1.08 11.8 10

ピーマン ピーマン 4 4 10.2 10

なす なす 1 ○ 0.56 3.6 4

とうがらし（生） 0.3 ○ 0.22 0.4 0

ししとう 0.3 ○ 0.22 0.2 0

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.8 ○ 0.46 2.9 3

かぼちゃ 0.3 ○ 0.19 1.9 2

ズッキーニ 0.3 ○ 0.19 1.4 1

しろうり しろうり 0.3 ○ 0.19 1.6 2

すいか（果皮を含む。） すいか 0.5 ○ 0.23 7.6 8

メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.5 0.5 8.5 9

とうがん 0.3 ○ 0.19 3.2 3

にがうり 0.3 ○ 0.19 1.5 2

未成熟えんどう（さや） 0.4 ○ 0.18 0.3 0

未成熟えんどう（豆） 0.4 ○ 0.18 0.3 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.4 ○ 0.18 0.3 0

えだまめ えだまめ 0.4 ○ 0.18 0.5 1

ずいき 0.4 ○ 0.18 1.8 2

もやし 0.4 ○ 0.18 0.4 0

れんこん 0.4 ○ 0.18 1.1 1

そら豆（生） 0.4 ○ 0.18 0.5 1

みかん（外果皮を含む。） みかん 1 ○ 0.7 6.5 7

なつみかんの果実全体 なつみかん 1 ○ 0.7 8.7 9

レモン レモン 1 ○ 0.7 1.5 2

オレンジ 1 ○ 0.7 6.6 7

オレンジ果汁 1 ○ 0.44 4.4 4

グレープフルーツ グレープフルーツ 1 ○ 0.7 12.0 10

きんかん 1 ○ 0.7 1.7 2

ぽんかん 1 ○ 0.7 7.4 7

ゆず 1 ○ 0.7 1.1 1

すだち 1 ○ 0.7 1.1 1

りんご 0.3 ○ 0.18 2.6 3

りんご果汁 0.3 ○ 0.08 0.8 1

もも（果皮及び種子を含む。） もも 2 ○ 1.2 16.3 20

すもも（プルーンを含む。） プルーン 2 ○ 0.914 5.4 5

うめ うめ 2 ○ 1.2 1.6 2

おうとう（チェリーを含む。） おうとう 2 ○ 0.965 2.4 2

いちご いちご 4 4 15.3 20

ブルーベリー ブルーベリー 2 ○ 1.17 1.7 2

ぶどう ぶどう 0.7 ○ 0.4 5.4 5

アボカド アボカド 0.2 ○ 0.01 0.1 0

パイナップル パイナップル 0.2 ○ 0.121 1.8 2

その他の果実 いちじく 2 ○ 0.914 7.0 7

ぎんなん ぎんなん 0.02 ○ 0.01 0.0 0

くり くり 0.02 ○ 0.01 0.0 0

アーモンド アーモンド 0.02 ○ 0.01 0.0 0

くるみ くるみ 0.02 ○ 0.01 0.0 0

茶 緑茶類 9 ○ 0.195 0.1 0

ホップ ホップ 30 ○ 9 0.2 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.0 0

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

その他のかんきつ類果実

りんご

○を付していない食品については、基準値案の値を使用した。

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

（別紙5-1）

未成熟えんどう

フェナザキンの推定摂取量（短期）：国民全体(1歳以上)

評価に用い
た数値
(ppm)

その他のうり科野菜

その他のなす科野菜



食品名
（基準値設定対象）

食品名
（ESTI推定対象）

基準値案
(ppm)

ESTI
(μg/kg体重)

ESTI/ARfD
(%)

トマト トマト 2 ○ 1.08 29.3 30

ピーマン ピーマン 4 4 26.2 30

なす なす 1 ○ 0.56 8.8 9

きゅうり（ガーキンを含む。） きゅうり 0.8 ○ 0.46 6.7 7

かぼちゃ 0.3 ○ 0.19 3.0 3

すいか（果皮を含む。） すいか 0.5 ○ 0.23 19.9 20

メロン類果実（果皮を含む。） メロン 0.5 0.5 14.7 10

未成熟えんどう（さや） 0.4 ○ 0.18 0.2 0

未成熟えんどう（豆） 0.4 ○ 0.18 0.3 0

未成熟いんげん 未成熟いんげん 0.4 ○ 0.18 0.7 1

えだまめ えだまめ 0.4 ○ 0.18 0.5 1

もやし 0.4 ○ 0.18 0.8 1

れんこん 0.4 ○ 0.18 1.8 2

みかん（外果皮を含む。） みかん 1 ○ 0.7 19.2 20

オレンジ 1 ○ 0.7 18.9 20

オレンジ果汁 1 ○ 0.44 7.8 8

りんご 0.3 ○ 0.18 5.8 6

りんご果汁 0.3 ○ 0.08 2.7 3

もも（果皮及び種子を含む。） もも 2 ○ 1.2 50.9 50

うめ うめ 2 ○ 1.2 4.1 4

いちご いちご 4 4 43.2 40

ぶどう ぶどう 0.7 ○ 0.4 12.2 10

パイナップル パイナップル 0.2 ○ 0.121 3.9 4

茶 緑茶類 9 ○ 0.195 0.2 0

はちみつ はちみつ 0.05 0.05 0.1 0

ESTI/ARfD(%)の値は、有効数字1桁（値が100を超える場合は有効数字2桁）とし四捨五入して算出した。

（別紙5-2）

○：作物残留試験における最高残留濃度（HR）又は中央値（STMR）を用いて短期摂取量を推計した。

○を付していない食品については、基準値案の値を使用した。

国際基準を参照したものについては、JMPRの評価に用いられた残留試験データを用いてESTI試算をした。

茶については、浸出液（茶葉当たりの残留濃度）における作物残留試験結果を用いて試算をした。

フェナザキンの推定摂取量（短期）：幼小児(1～6歳)

評価に用いた
数値
(ppm)

かぼちゃ（スカッシュを含む。）

未成熟えんどう

その他の野菜

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）

りんご

ESTI：短期推定摂取量（Estimated Short-Term Intake）
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答申（案） 

フェナザキン

食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aトマト 2

ピーマン 4

なす 1

その他のなす科野菜
注1） 0.3

#N/A#N/Aきゅうり（ガーキンを含む。） 0.8

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.3

しろうり 0.3

すいか（果皮を含む。） 0.5

メロン類果実（果皮を含む。） 0.5

まくわうり（果皮を含む。） 0.3

その他のうり科野菜
注2） 0.3

#N/A#N/A未成熟えんどう 0.4

未成熟いんげん 0.4

えだまめ 0.4

#N/A#N/Aその他の野菜
注3） 0.4

#N/A#N/Aみかん（外果皮を含む。） 1

なつみかんの果実全体 1

レモン 1

オレンジ（ネーブルオレンジを含む。） 1

グレープフルーツ 1

ライム 1

その他のかんきつ類果実
注4） 1

#N/A#N/Aりんご 0.3

#N/A#N/A

フェナザキンについては、以下のとおり食品中の農薬の残留基準を設定することが適当であ
る。

今回残留基準を設定する「フェナザキン」の規制対象は、農産物、はちみつ及び魚介類に
あっては、フェナザキンとし、畜産物にあっては、フェナザキン及び代謝物M4【2-(4-{2-
[(2-ヒドロキシキナゾリン-4-イル)オキシ]エチル}フェニル)-2-メチルプロパン酸】とす
る。ただし、代謝物M4はフェナザキンの濃度に換算するものとする。



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Aもも（果皮及び種子を含む。） 2

ネクタリン 2

あんず（アプリコットを含む。） 2

すもも（プルーンを含む。） 2

うめ 2

おうとう（チェリーを含む。） 2

#N/A#N/Aいちご 4

ラズベリー 0.7

ブラックベリー 0.7

ブルーベリー 2

クランベリー 2

ハックルベリー 0.8

その他のベリー類果実
注5） 2

#N/A#N/Aぶどう 0.7

#N/A#N/Aアボカド 0.2

パイナップル 0.2

#N/A#N/Aその他の果実
注6） 2

#N/A#N/Aぎんなん 0.02

くり 0.02

ペカン 0.02

アーモンド 0.02

くるみ 0.02

その他のナッツ類
注7） 0.02

#N/A#N/A茶 9

ホップ 30
zzz #N/Azzz #N/Aその他のスパイス

注8） 8
zzz #N/A



食品名 残留基準値

ppm
zzz #N/Azzz #N/A牛の筋肉 0.02

豚の筋肉 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物
注9）

の筋肉 0.02

#N/A#N/A牛の脂肪 0.02

豚の脂肪 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.02
zzz #N/Azzz #N/A牛の肝臓 0.02

豚の肝臓 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.02

#N/A#N/A牛の腎臓 0.02

豚の腎臓 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.02

#N/A#N/A牛の食用部分
注10） 0.02

豚の食用部分 0.02

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.02
zzz #N/Azzz #N/A乳 0.02
zzz #N/Azzz #N/A魚介類 0.02
zzz #N/Azzz #N/Aはちみつ 0.05

#N/A #N/A



注1）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のうち、トマト、ピーマン及びなす以外のも
のをいう。

注2）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のうち、きゅうり（ガーキンを含む。）、か
ぼちゃ（スカッシュを含む。）、しろうり、すいか、メロン類果実及びまくわうり以外のも
のをいう。

注3）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野
菜、きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけ
のこ、オクラ、しょうが、未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイ
ス及びハーブ以外のものをいう。

注4）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果実のうち、みかん、なつみかん、なつ
みかんの外果皮、なつみかんの果実全体、レモン、オレンジ（ネーブルオレンジを含
む。）、グレープフルーツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。

注5）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラック
ベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをいう。

注6）「その他の果実」とは、果実のうち、かんきつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、
マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず（アプリコットを含む。）、すもも（プルーン
を含む。）、うめ、おうとう（チェリーを含む。）、ベリー類果実、ぶどう、かき、バナ
ナ、キウィー、パパイヤ、アボカド、パイナップル、グアバ、マンゴー、パッションフルー
ツ、なつめやし及びスパイス以外のものをいう。

注7）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類のうち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及
びくるみ以外のものをいう。

注8）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、
とうがらし、パプリカ、しょうが、レモンの果皮、オレンジ（ネーブルオレンジを含む。）
の果皮、ゆずの果皮及びごまの種子以外のものをいう。

注9）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚
以外のものをいう。

注10）「食用部分」とは、食用に供される部分のうち、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓以外の部
分をいう。


